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［表紙】
三菱電機には，家庭で使われるエアコンや冷蔵庫といった身近な製品から高速で快適なエレベーターや世界一大きな映像装罹，さら

には新幹線をコントロールする技術や暗号技術，はては人工衛星や宇宙望遠鏡まで，世の中のすみずみまで“安全"“安心”“快適"‘'便利”を

届けるための数多くの技術があり，これらを一つ一つ取り上げ，技術の独自性や優位性をより多くの人に知らせることを目的に，“技術

に駕き”をテーマとした企業広告シリーズを展開中です。

新年号では，この企業広告シリーズで，メインビジュアルとして使用した写真を 5点ピックアップして掲載しました。左上は新幹線

制御技術，右上は人工衛星開発，中央はファクトリオートメーション技術， 左下は水処理技術，右下は高精度望遠鏡技術です。
） 

また，本年は表紙のイメージカラーをコーポレートカラーとしました。

本誌は，再生紙と植物性大豆油インクを使用しています。
． てニ.--- •.“ 
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常務執行役開発本部長

工学博士 久間和生

）
 

平素は“三菱電機技報”をご愛読いただきありがとうございま

す。“技術の進歩特集’'号を発行するに当たり， 一言ご挨拶申し上

げます。

三菱電機グループは，コ ーポレートステートメント “Changes

for the Better”に基づき，‘‘成長性”“収益性・効率性”“健全性”の

3つの視点による“バランス経営”を推進し，“強い事業をより強

<’'を目指した個別事業を強化するVI(Victory)戦略と，強い事業

を核としたソリューション事業を強化するAD(Advance)戦略を

進めてきました。

開発本部に属する研究所群でも，各事業本部の開発部門と連

携して，事業戦略と開発戦略のベクトルを合わせ，知財戦略と

リンクさせた三位一体の開発を推進するとともに，将来の事業

を支える革新的な新技術開発に注力しています。

VI戦略として，事業セグメント別に強い事業の例を挙げます

と，重電システム部門では電カシステム，昇降機，産業メカト

ロ部門ではFA機器とメカトロニクス製品，自動車用電装品，

情報通信システム部門では人工衛星，光通信システム，電子デ

バイス部門ではIPM(Intelligent Power Module)，家電電器部門

では空調・住設機器などがあ ります。

関連する開発成果の一例を紹介しますと，電カシステム向け

で磁気特性を利用した寵磁操作遮断器機構部のCBM(Condition 

Based Maintenance)技術があり ます。従米の定期点検による保

守方式に対 し， 機器状態を常時監視し変化に応じて保守を行う

方式で，ライフサイ クル コス トの削減が可能となります。

また， FA機器 として，放電加工機の電極を磁力で駆動する

磁気支持型アク チュエー タによる高速微細放電加工モジュール

の試作機開発に成功しました。 きめ細かな放龍間限の制御によ

り， ドリ ル加工では困難なlOOμm以下の微細穴加工を，O.Zμm

の位置決め精度，従来比約 2倍の速度で行えます。

光通信システム関連では，ファイバ 1本当たり 1.6Tbps(40波

長 X40Gbps)の大容祇伝送を実現するキーデバイ スを開発 しま

した。 4値位相変調方式と低雑音光増幅技術によ り，国内外の

通信事業者が構築 を進めている次世代 ネッ トワーク(Next

Generation Network)における都市間大容址幹線系ネ ットワー

ク構築に貢献する ことを可能にしました。

AD戦略では，当社グループの強い製品やサーピスを核に総

合電機メーカーの強みを生かし，幅広い技術やノウハウを統合

したソリューション事業を提供します。推進している分野は，

環境・省エネルギー，

などです。

セキュリティ，映像，位置情報サービス

例えば，映像技術とネットワーク技術を融合して，列車から

駅へ，駅から街へ，そして街のランドマークヘと人を誘導し，

にぎわいを演出するソリューションを提供します。この表示装

置には，列車内液晶表示装置“トレインビジョン’'や競馬場など

で活躍する世界最大級のフルカラー大型映像装置“オーロラビ

ジョン’'，携帯電話に店舗情報をダウンロードできる“インタラ

クテイプデジタルサイネージ’'などがあります。また，市場で

好評を得ているプロードバンド用光アクセスシステム “GE-

PON’'が高速アクセスネットワークを支えています。

当社はMISTYをベースとする強固な暗号技術を開発してきま

したが，安全安心な社会を実現するため，入退室管理や映像監

視技術などと統合して，事務所・住宅や広いエリアを網羅した

トータルセキュリティを実現します。さらに，ネットワークセ

キュリティ技術やSOA(Service Oriented Architecture)による

シス テム構築技術及び大規模ログデータ ベース技術により，

ービスイ ンテグレータとしてソリューションを提供します。

サ

一方，環境面では，混合プラスチックの自己循環 リサイクル

技術を確立しました。また， 新エネルギーの代表格である太陽

光発電の一層の普及のため，多結晶シ リコ ン太陽電池セルの薄

肉・ 高効率化を達成 しました。平成18年度全国発明表彰21世紀

賞を受買 した 「オゾン発生装置」は，世界最高濃度のオ ゾン を

効率的に発生させ，従来環境負荷の高い薬液を使用 していた汚

水処理を変え，水環境浄化に貢献します。

三菱電機グループは知的財産を重要な経営資源 と位置付けて

おり ，特に，当社を発信源とする技術の国際標準化を目指して

います。MPEG,DVD及び第三世代携帯爾話の分野で，認定特

許を多数保有 し，パテントプール機構の設立 ・運用を牽引（け

んいん）しています。

ここにお届けする“技術の進歩特集＂号では ，いま挙げました技

術の例を含め，総合龍機メーカーとして，幅広い分野において社

会への貢献を目指した最新の成果をご紹介いたします。

皆様の一層のご助言，ご指導をいただきた＜，お願い申し上

げます。
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SiC -MOSFET Inverter with Successful 3.7kW Motor Operation 

MOSFETインバータによる 3.7kW定格モータ駆動

半導体シリコンカーバイド （SiC)は次世代パワ ー半導体

材料として期待されており， SiCを用いたパワーデバイス

とそれを応用したインバータの実現が切望されている。当

社では， SiCパワーデバイスの研究開発を進めてその甚本

特性の向上を目指すとともに応用技術開発を行い，SiCデ

バイスの実用化を目指した研究開発を進めている。

低損失性とスイッチング駆動の容易さを両立できること

から， SiC-M OSFET (Metal Oxide Semiconductor Field Effect 

Transistor)はインバータヘの適用に理想的である。 しかし，

SiC-MOSチャネル部の抵抗が商く， また，高温のプロセ

インバータに必要な性能を得ることが困スが必要なため，

難であった。

今回， MOSFETの構成単位であるセルサイズの縮小な

どにより， 1,200V耐圧lOA級SiC-MOSFETのオン抵抗率

を低減し， 1,200VlOA級のSiCインバータモジュールを試

作することが可能になった。

試作したSiC-MOSFETモジュールは， 1,200V耐圧lOA

級のSiC-MOSETとSiC-SBD(Schottky Barrier Diode)を

それぞれ 6チップ用いた 6in 1モジュールである。モ

ジュールのパッケージ及び冷却フィンなどは従来のSiイン

バータ駆動用のもので， SiCデバイスに適したパッケージ

又は冷却システムの開発は今後の課題である。

試作したSiC-MOSFETモジュールを用いて， 3.7kW/ 

400V定格モータのインバータ駆動に成功した。図 1に，

駆動試験の様子を示す。線間電圧のPWM(Pulse Width 

Modulation)動作とほぼ正弦波に制御された相電流を明確

に確認することができた。図2に，出力3.7kW時の出力電

流波形を示す。

SiCモジュールに取り付けた空冷冷却フィンの吸気温度

と排気部のフィン温度差を比較して，モータ駆動時のSiC

モジュールの電力損失評価を行った。図3に，モータ駆動

時のSiCモジュール損失とSiモジュール損失のキャリア周

波数依存性を示す。キャリア周波数が14.5kHzでは損失低

減効果は54％であった。図3のモジュール損失のキャリア

周波数に対する傾きはスイッチング損失に対応し，

チング損失の低減がモジュール損失の低減に大きく寄与し

ていることが分かる。スイッチング損失の大きな低減は，

SiCインバータが高周波化に適していることを示し， リア

クトル等の受動素子の小型化が可能になる。

SiCインバータの電流波形解析を行って，モータ駆動時

に使用したゲートドライバの見直しを行った。電源入力の

絶縁カップリングの改良を行うことにより，スイッチング

損失の低減を図った。図4に，ドライバ見直し前後のスイ ッ

チング試験結果を示す。主にスイッチングオン損失が減少

することにより，スイッチング損失全体が約15％低減する

ことが分かる。

今後， SiC応用技術開発で得られる知見をSiC-MOSFET

及びSiC-SBDの更なる高性能化，高信頼性化に生かして

いくとともに， SiCデバイスに適したインバータ開発と駆

動技術開発を行い， SiCインバータの実用化を目指す。

_
4
 

0

8

6

4

2

0

 

l

o

o

o

o

o

 

[
N
H〗g
．
寸l◎
坦
珊
辛
恕
E
{
]択墜
只
鱈

Vcc=600V 
lrms=6.0A 
3.7kW-Motor 

スイッ

SiC 

6
 

8 10 12 

キャリア周波数(k日z)

図3.モータ駆動時の SiCモジュール損失と
Siモジュール損失のキャリア周波数依存性

l 2 

0

5

0

5

 

ー

＿

（く
）
胆
避
安

-10 

゜

）
 

）
 

14 16 

図1.SiC -MOSFETインバータによる
3.7kW定格モータ駆動の様子

70 15 20 
時問 (ms)

図2. 出力 3.7kW時の出力電流波形

5
 

【哩
哀
H
↑
】駁
翌
ぃ
入
出
入
'
K尺

0 8 

0 6 

04 

0 2 

゜30 
ドライバ
見直し後

ドライバ
見直し前

図4. 改良したゲートドライバを使用した
ときのスイッチング損失比較

三菱電機技報・ Vol.81・ No.l ・ 2007 

~
 

4
 



＇ 40Gbps波長多重光伝送装置
40Gbps Multiple -wave Length Optical Communication Transport Equipment 

）
 

＼ノ一

近年の光通信トラフィックの急増を受けて，現在の主力

である 1波長当たり lOGbpsを40Gbpsに高速化した波長多

重光伝送装置の要求が高まっている。信号速度の上昇は

ネットワークの大容量化のみならず，信号帯域当たりの装

置数が減るために，装置コスト，保守運用コストの軽減を

実現する。本稿では， 1波長当たり 40Gbpsを伝送する技術，

キーデバイス及び都市部を結ぶ大容量光通信ネットワーク

への適用を目指した40Gbps波長多重光伝送装置について

述べる。

1. 多値位相変復調方式

1波長当たりの速度上昇に伴い，原理的に送受信特性・

伝送特性が劣化するという問題がある。この問題を解決す

るために， これまでの光通信システムでは 2値強度変復調

方式(OOK:On-Off Keying)が用いられてきたが，今回

の開発では， 4値位相変復調方式(DifferentialQuadrature 

Phase-Shift Keying: DQPSK)を採用した。 4値方式は 2

値方式に比べてパルス幅が倍に広がるために波形ひずみ耐

力に優れる。また，位相変調方式は強度変調方式よりも雑

音に対してビット誤りが生じにくいという特長がある。

DQPSK方式によって， 40Gbps信号の伝送特性の制約要因

となる光ファイバの偏波モード分散(PolarizationMode 

Dispersion : PMD, 偏波によって伝送遅延時間が異なる

現象で波形ひずみを引き起こす）に対する制約を四分の一

とし，伝送距離を 4倍に延伸化することが可能となり，主

要都市間伝送に必要な数百kmクラスの伝送を電気再生を

用いることなく実現できる。

2. 特徴的なデバイス技術

以下の 2つの特徴的なデバイスを開発し， 40Gbps波長

多重光伝送装置に搭載した。

(1) 40Gbps VSR(Very Short Reach)規格光送 受 信 モ

ジュール：クライアント装置と接続する40Gbps光イン

タフェ ースに用いる。集積化デバイスと熱設計の工夫に

より業界最小サイズを実現した。

(2) 多波長一括可変分散補償モジュール：光ファイバの波

長分散による波形ひずみの補正に用いる。ファイバ

グレーティングと独自のヒーターアレー構造により

土400ps/nmの波長分散を補償し， また， DQPSK方式固

有の課題を解決するため，プリコーデイング方式，変調

器安定化方式を開発済みである。

3. 波長多重光伝送装置

開発した40Gbpsx40波長多重光伝送装置の主な特長は

次のとおりである。

(1) ファイバ 1本当たり l.6Tbps(40波長 x40Gbps)の大容

量伝送

(2) DQPSK変復調方式と低雑音光増幅技術による数百km

クラス長距離伝送の実現

(3) 可変分散補償モジュールを用いた自動分散補償による

ルート変更作業の自動化，季節変動の吸収

(4) 伝送路損失偏差の自動補償による設置，移転作業の自

動化

40Gbps信号伝送技術，装置は国内外の通侶キャリヤが

構築を進めている次世代ネットワーク (NextGeneration 

Network : NGN)における幹線系伝送網構築に貢献すると

期待される。

各家庭へのブロードパンド
ネットワーク

キーデバイス技術

＼ノ一 40Gbps VSR規格光送受信モジコール 多波長一括可変分散補伯モジュール

/ ＊麿二誓芦讐喜讐贔すに

ヽ

伝送装習

40Gbps波長多正
光伝送装il!I

大容量光通信ネットワークシステム
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MPEG -4 AVC / H.264 4:4:4高品質符号化技術
High Quality Video Coding < MPEG -4 AVC / H.264 4:4:4〉

高品質な映像符号化処理を実現する4:4:4符号化方式を，

ISO /IEC及びITU-Tで国際標準化を進めているMPEG-

4 AVC* 1 / H.264に対して技術提案を行い，当社提案方

式がFPDAM*2に採用された。

AVC / H.264では， 2005年 7月から4:4:4符号化方式

の標準化を開始し， 2007年春完了を目標に作業を進めてい

る 。 4:4:4符号化方式は，映像信号の 3 成分（例えば赤•青・

緑）を対等に扱うものであり ，デジタル放送やDVDで採用

されている4:2:0符号化方式よりも高い色再現性を実現

する方式である。放送局や映画製作者など映像素材を扱う

分野や，医療・美術・芸術など，臨場感を得るために高い

品質が要求される分野への適用が想定されている。また，

近年のテレビモニタのデジタル化と高精細化，通恰の広帯

域化や蓄積メデイアの大容量化に伴い，近い将来には家庭

への普及も期待されている。

当社が提案した方式は，各色成分独立に符号化モードや

符号化パラメータを選択できるものであるためより高品質

な映像を得る際に高い符号化効率が得られるとともに，並

列化処理を可能とする方式であるため特にHDTV以上の

この技術開発は，文部科学省の委託研究「デジタルシネ

マの標準技術に関する研究」の一部として実施している。

* 1 : Advanced Video Coding。正式にはISO/IEC 14496-10 
* 2 : Final Proposed Draft Amendment（最終委員会草案）

| 444撮i象 I

屯翌

色変換を行わないため高品質が保たれる

4:4:4符号化（開発技術）と 4:2:0符号化（従来技術）の比較

ような高い解像度の符号化に適したものである。

MPEG -4 AVC / H.264 HDTVビデオコーデック技術
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

MPEG -4 AVC / H.264 HDTV Video Codec Technology 

既に 1セグ放送や次世代DVDなどに採用され，今後

MPEG-2に代わる方式として普及が期待されているH.264

HDTVコーデック実現技術について述べる。

H.264は， MPEG-2と比較して 2倍とも 言われる高い圧

縮能力の反面，演算量が10倍にもなることが知られている。

特に，ブロックサイズ及び予測機能が多様化したことで最

適予測モードの判定条件が複雑になりハードウェア化を困

難にさせている。当社では，放送業務用途向けとして

High4 : 2 : 2Profile@Level4.lに準拠したソフトウェアモ

デルでシミュレーションを繰り返し，画質評価値(PSNR) -+-已ごト
と主観画質の統計データに基づいたツリー形式の予測モー

ド判定アルゴリズムを開発した。このアルゴリズムに加え，

並列処理構造が不要な独自のアーキテクチャにより， H.264

本来の性能をほぼ維持しながら当社MPEG-2比 2倍程度

各種予測判定条件を極カファームウェア化したことや，画

面内できめ細かな情報量配分を行うことで，用途に応じた

画質調整の範囲を広げている。シミュレーションによる画

質検証ではlOMbps以下で十分なHDTV品質を実現してお

り，今後更なる圧縮性能向上を図り実用化を目指す予定で

ある。

ノヽ

ノヽ

のゲート規模で実現可能である。

画質を左右する符号化制御については，長年の放送業務

用コーデック開発で培った高画質化アルゴリズムに加え，

ES 

DRAM 1/F 

拿

ES_ 

7 
）
 H.264 Encoder Block Diagram 
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手ぶれ補正技術
Image Stabilizer 

カメラ付き携帯電話などのモバイル画像機器向けの技術

として，動画／静止画対応の手ぶれ補正技術を開発した。

この技術は，カメラで撮影した手ぶれ画像を画像処理のみ

によって補正する技術であり，動きを検出するセンサ，特

殊なレンズなどを必要とせず，画像メモリと画像処理アル

ゴリズムを実現するCPUによって実装可能である。

1. 

(1) 

）
 

動画手ぶれ補正の特長

画像の特徴的な点を追跡して手ぶれを検出しているた

め，輝度変化やランダムノイズに強い高精度の手ぶれ補

正を行うことが可能

(2) 従来は複雑な演算が必要であった動きベクトル検出部

を非常に少ない演算量で実現

2. 静止画手ぶれ補正の特長

(1) 手ぶれ画像から手ぶれの方向及び量を検出し，個々の

手ぶれ画像に対して最適な手ぶれ補正を実現

(2) 1枚の手ぶれ画像のみから補正処理を行うため，撮影

画像のみでなく，保存されている手ぶれ画像の補正も可

能

手ぶれ画像

ー→

手ぶれ

〗
言ヽ

>:/

[L丘己一」 • -----------------------_________, 
CCD: Cha「geCoupled Device 

の後oo□
 

手

動画及び静止画手ぶれ補正技術

＼
ノ Ethernet DAM／プロテクシヨン切換え技術

Ethernet OAM / Protection Switching 

J
 

近年，キャリア網へのEthernet（注）の適用が積極的に検

討されている。キャリア網では，障害や性能の監視，冗長

通侶経路への高速な切換えといった高信頼機能が要求され

るため， ITU-T(-T (International Telecommunications Union 

-Telecommunication standardization sector)ではEthernet（注）

の障害監視・性能監視を実現するOAM(Operation, Ad-

ministration and Maintenance) (Y.1731)と，高速な冗長

通信経路切換え (G.8031)の標準化が行われた。当社は，

ITU -T G.8031のエデイタを担当するなど，両標準勧告の

策定に貢献するとともに，これらに準拠したOAM機能，

冗長通信経路切換え機能を備えたキャリア網向けL2 

(Layer2)スイッチを開発した。この装置では， VLAN

(Virtual Local Area Network)単位に50ms以下で動作完

了する高速な冗長通信経路切換えを実現している。

．、コ云云日疇謳霞＇`匿竺宣 ．，
． 匹 ．9 °●o, • 0 ゜＂匿

キャリア網向けL2スイッチ
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多結晶シリコン太陽電池セルの薄肉
Ultra-Thin, Multi -crystalline Si Solar Cells with High Efficiency 

． 高効率化

太陽光発電システムでは， NEDO(New Energy Devel-

opment Organization)ロードマップ(PV2030)に示されて

いるように発電コストの低減が重要な課題であり，多結

晶シリコン系セルでは， シリコン基板の源肉化，セルの高

効率化が必要である。基板の薄肉化としては厚さlOOμm程

度の極痺スライスが必要となるが，これを実現する新しい

手法として，放電加工によるスライスを戦界で初めて原理

実証した。この方法は，従来の機械的スライス法と比べ，

砥粒を使用せず，非接触加工であるため，基板への応力を

低減でき，切りしろも半分程度まで低減できる可能性があ

る。今回，放電条件の最適化により ，10mm角の小片サン

プルにおいて厚さ88μm, 切りしろ150μm以下の極薄スラ

イスを達成した。また，セルの高効率化についても，光閉

じ込め効果を付与する基板表面の反射防止凹凸構造（テク

スチャ）の形成に，インクジェット塗布によるナノサイズ

マスクと反応性イオンエッチングを用いた簡便で効率的な

テクスチャ形成法を初めて開発した。これにより ，従来の

アルカリウエットエッチングと比べ，全波長領域で反射率

を低減でき，セル変換効率向上を実現した。

この研究は「革新的次世代太陽光発電システム技術研究

開発」プロジェクト（委託元：NEDO)の一環として行われた。

）
 

一ー＝ 

放電スライスによる基板加工例 ナノマスクテクスチャ形成基板

電磁気特性を利用した電磁操作遮断器機構部の CBM技術．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

CBM Technology for Mechanical Section of Electromagnetically Actuated Circuit Breaker Based on Electromagnetic Phenomena 

CBM(Condition Based Maintenance)は，従来の定期点

検による保守方式に対し，機器状態を常時監視し機器状態

の変化に応じて保守を行う方式であり， LCC(Life Cycle 

Cost)の削減をねらった璽要な技術である。

真空遮断器は，国内外を問わず電力供給というライフラ

インを維持・保護する重要な装置であり，従来，一定期間

ごとに保守点検を行うことで安定した動作を保証してきた。

今回世界で初めて，電磁操作真空遮断器の駆動用コイル

に流れる電流波形に現れる電磁気特性の変化から，真空バ

ルブ内の接点の損耗状態，機構部の摩擦変化，駆動コンデ

ンサの容量変化を常時監視するCBM技術を開発した。こ

の技術及び部分放電監視による絶縁診断技術を搭載した

CBM機能ユニットにより，電磁操作真空遮断器の事故や

故障の未然防止と，保守の省力化によるLCCの削減が可能

となる。

開発したCBM機能ユニットを搭載した72kVクラスの密

閉形低ガス圧ドライエア絶縁スイッチギャを市場展開中で

あり，今後，幅広い電圧定格品へ展開する予定である。

、）

CBM搭載電磁操作真空遮断器（試作器）

8 
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磁気支持型アクチュエータによる微細放電加工モジュール
EDM Module with Magnetically Levitated Actuator 

ノヽ

放電加工の電極を磁力を用いて浮上支持 ・高速駆動する

ことで，従来比約 2倍の加工速度，電極消耗率10-20％減

で，金属材料へのバリのない微細穴加工が実現可能な微細

放電加工(EDM)モジュールを開発した。＊

業界最高の500Hz（従来比10倍以上）の応答周波数を活用

し，放電の間隙を0.2μmの精度できめ細かに素早く制御し，

最適な放電状態を保つ こと ができる。その結果，例えば

従来の機械ドリルでは生産性が低下する直径lOOμm以下，

穴径と深さの比（アスペクト比）10以上の微細穴も，高速，

かつ高精度に加工できる。

このモジュールは次の特長を持っている。

(1) 磁気支持型ア クチュエータとボールねじ駆動を組み合

わせ，微動と粗動により放電の間隙を協調制御すること

で，数百穴の高精度な連続加工が可能

(2) 消耗品の電極は，治具単位でワンタッチ交換可能な構

造とし，操作性や補給 ・メンテナンス性を向上

(3) コンパクトなサイズで生産ラインヘの組み込みも容易

＊ 第25回(2005年度）卸精密工学会技術賞受賞

岬 微細放雷加工モJュル

微細穴の連続加工例

微細放電加工モジュールを搭載した
小型放電加工機と微細穴加工例

三次元パーツピッキングロボット
Parts Picking Robot System using 3 -D Information 

ヽ
~

工場における組立て工程の自動化を促進するため，従来

の二次元画像情報による認識手法ではハンドリングが不可

能であった対象物に対して， 三次元形状情報を利用 した高

度なパーツハン ドリ ング機能が求められている。今回， 小

型三次元センサと 三次元位置姿勢認識技術によるパーツ ロボット

認識用モデルデー タの登録が可能

(5) 複数種類 ・複数個のパーツの同時認識が可能であり ，

対象物が積み重なった状態でのハンド リング機能を実現

ピッキングロボットを開発した。

開発技術は次の特長を持っている。

(1) 小型ロボットアームに取付け可能な小型三次元センサ

（糸勺10x1ox5cm, 糸勺700g)

(2) パーツの形状解析を行い，候補となり得る姿勢仮説の

みを限定的に検証することで高速な位置姿勢認識

(3) 約30万点からなる密な三次元情報を用いることにより ，

高精度な位置姿勢認識（奥行き平均誤差士0.8mm以下：

計測距離400mm時）

(4) 対象パーツを数シーン計測するだけの簡便な作業で，

三次元位臨姿勢認識結果例

濃い灰色：計測データ

薄い灰色認識結果

両者を重ね合わせて表示

三次元パーツピッキングロボット

システム写真と認識結果例

）
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ETC用SiGe-MMIC 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

SiGe -MMIC for ETC Terminals 

ETC(Electronic Toll Collection System)車載器の5.8GHz

帯無線機に必要となるアナログ部分を 1チップに集積した

送受信システムSiGe-MMIC (Monolithic Microwave IC) 

を開発した。ETC車載器は，携帯電話機に比べ送信（空中

線）電力が小さいため，送信用電力増幅器を含めた無線機

の 1チップ化が期待されていたが， l -2GHz帯を使用す

る携帯電話機に比べETC車載器の周波数帯は5.8GHzと高

く，送信波がチップ内部を伝搬して生じる干渉問題により，

その実用化が遅れていた。今回のシステムSiGe-MMICは

この問題を解決したものであり，以下の特長を持っている。

(1) MMICチップ内干渉抑圧技術の開発

送信系の出力が数十mWを超えるとSi基板を介して送信

信号が局部発振系とチップ内で干渉してしまう問題に対し，

Si基板の厚さを従来の数百μmからlOOμm程度に薄くする

ことにより， この干渉問題を解決した。これにより送信系

と局部発振系の 1チップ集積を実現した。
ETC用車載器の構成と送受信システム SiGe-MMIC

混合プラスチックの自己循環リサイクル技術·····································································································•································································ 

Advanced Plastic Recycling Technology for Household Appliances 

家電リサイクルにおいて，プラスチックの再商品化が課

題となってるが，使用済み家電品の破砕処理により得られ

た混合プラスチックから高品位のポリプロピレンを選別同

収し， 自社家電品へ再利用する自己循環型リサイクル技術

を開発した。従来，混合プラスチックは高炉還元剤や雑貨

品用素材として再利用されたり，埋立て処分されていたが，

今回の技術により，使用済み家電品全体の約30％のポリプ

ロピレンが自社家電品に再利用可能となる。

新開発の技術は， 自動選別・高純度同収技術及び異物除

去技術で， 99.8％の高純度でポリプロピレンを回収する。

さらに，金属不活性剤による酸化防止効果に着目した長寿

命化技術，耐候性や難燃性の付与による高付加価値化技術

により，新材を混ぜることなく家電品に使用できる。

2006年度から，洗濯機及び冷蔵庫の一部の部品からこの

再生ポリプロピレンの適用を開始している。今後，適用部

品の拡大を図るとともにポリスチレンやABS（アクリロ

ニトリル・プタジェン・スチレン）樹脂の選別回収技術を

開発し，再生プラスチックの自己循環による環境配慮型製

品作りを展開していく 。

(2) 1チップ集積化送受信システムSiGe-MMICの開発

従来，別のモジュールや部品に分けていた送1言用電力増

幅器，送受信切換えスイッチや中間周波回路などの無線機

のアナログ回路をSiGeのMMICとして 1チップに集積化し

た。これにより， フィルタ回路を除くほぼすべてのアナロ

グ回路を 1チップに集積化するので，周辺部品を含めた無

線機の実装を簡素化し，小型化を可能とした。

m
 

m
 

9

^

》夕

2
 

3.6mm 

回収PP

¥
j
,
 

家電製品

熱安定剤，耐候助剤，

難燃剤の最適添加

＼
ノ

（ 製品適用）

ヽ

PPペレット

洗濯機内部部品

¢1 耐熱グレード（新材相当熱安定性）

耐候グレード（屋外暴露10年保証）
難燃グレード(UL94l 132inch V-0) 

PP : Polypropylene 

ポリプロピレン樹脂の自己循環リサイクルシステム

）
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社会環境・交通システム
Public-use Systems and Transportation Systems 

東京競馬場納め世界最大のオーロラビジョン LED
•· ·••·· ············································"··················································· 

The World's Largest Diamond Vision for Tokyo Race Course 

＼
ノ

近年の大型映像表示装置の大型化・高解像度化は Hを見

張るものがある。当社は，これまでにも香港シャティン競

馬場の世界最長スクリ ーン (2003年9月），アトランタ・ブ

レーブス・ターナー・フィールドの世界最大ハイビジョン

スクリーン (2005年3月）と納入してきたが 2006年9月，

日本中央競馬会東京競馬場に世界最大のオーロラビジョン

を納入した。

このスクリーンは，縦11.2m, 横66.4mで744mもの表示

面積となる 。 赤•青・緑色の発光ダイオード (LED) を縦

896個，横5312個合計約475万個使用し，このスクリーン

を実現している。この高精細なスクリーンとハイビジョン

カメラを組み合わせることで，馬の毛並みや筋肉の張りま

でくっきりと映し出すことができる。最大輝度は家庭用テ

レビの約20倍で，直射日光が当たってもはっきりと見える

表示が可能である。また，この475万個ものLEDの明るさ

を1個ずつ調整しており，むらのない均ーなスクリーンを

実現してる。この高画質スクリーンに， より正確で自然な

色表現を可能にする当社独自の色度補正技術を使用し，騎

手のユニフォームや帽子の色などを正確に再現させること

ができる。さらに， LED1個 1個を個別に制御する独自

の高解像度処理により，細かいところまでくっきりと，ギ

ザギザになりがちな斜線や曲線も滑らかに表示することが

可能である。

表示機能においては，今回開発した表示コントローラに

より 30種類のマルチウィンドウ表示が可能である。他場開

催を含めて 3場のレース実況・リプレイ・オッズ情報など

の同時表示，実況の全画面表示等，価値ある情報を多彩な

画面で提供することができる。この高精細な大画面スク

リーンの制御は，複数の表示コントローラの同期運転によ

り行っている。これにより ，シームレスで一体感のある表

示が可能となっている。また，当社の様々な高画質化技術

を採用し，ハイビジョンの映像を全画面に拡大する場合も

鮮明な画質を実現している。

そのほかにも，表示部のピーク電力を抑える機能を搭載

しており，省電力化及びスクリーンの長寿命化を図ってい

る。また，表示ユニット毎に温度センサを搭載し，温度上

昇を監視することで信頼性の向上を図っている。さらに，

コンピュータシステムや表示コントローラ，スクリーンま

での信号線を二重化することにより，突然の機器の故障の

際もサービスが中断しないようになっている。

このスクリーンの特長である“世界一の大きさ'’“ハイビ

ジョンによる高精細で美しい映像”“マルチウィンドウ表

示による多彩な情報サービス”により，ますます充実した

ファンサービスヘの活用が期待できる。

ノヽ

- -—.- - -- 9 -
東京競馬場オーロラビジョン LED（サイズ：縦 11.2mX横66.4m)

、ノ
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社会環境・交通システム
Public-use Systems and Transportation Systems 

シャーベットアイス製造システム
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Sherbet Ice Production System 

近年，新鮮で安全な鮮魚を食べたいという消費者ニーズ

がますます高まっており ，魚介類の保存や搬送時の鮮度保

持に効果のある“シャーベットアイス”を製造する装置を開

発し，水産分野向けに7.5トン，15トンの大容量 タイプを

2006年 9月から販売を開始した。

シャーベットアイスとは海水や塩水を使って作られる直

径0.1mm程度の微細な氷を含む液体であり，従来使われて

いる砕いた氷（砕氷）と比べて，次の特長と利点を持ってい

る。

1. シャーベットアイスの特長

(1) 氷の潜熱作用と微細氷の高速な融解により，獲れたば

かりの魚の熱を素早く取って冷却するため，魚にストレ

スをかけず，短時間で“しめ”ることができ，鮮度を長時

間保つことができる。

(2) 砕氷と比べて魚槽内の温度分布が均ーで，魚が凍結し

ない最適な温度(-0.5℃~-2.0℃)に冷却し鮮度を長時間

保ち，さらに，海水を使うことで浸透圧が魚体に近いた

め，魚の旨（うま）みを逃さない。

(3) 魚体の温度を氷点下で維持できるため，細菌の繁殖を

抑制し，衛生管理が容易である。

(4) ポンプで直接搬送できるため，取扱いが容易である。

(5) 優しく魚を包み込むため，消費地までの輸送において，

魚体にほとんど傷がつかない。

2. 装置の特長

(1) 季節や地域で変化する外気温度や使用環境の変化が

あっても製氷条件を一定に維持するアルゴリズムを開発

し，いつでもどこでも安定した良質なシャーベットアイ

スが製造できる。

(2) 冷凍機や貯氷タンクの攪拌（かくはん）機には，独自の

運転制御によるインバータ方式を採用して省エネルギー

を図っており，非インバータ方式に比べ約30％の省エネ

ルギーを実現した。冷凍機の冷媒には，環境負荷の低減

に配慮して新冷媒R404Aを採用した。

(3) シャーベットアイスの製造能力に関して， 7.5トン1日

から100トン1日クラスの大容量までフレキシブルに対応

できるシステム構成を採用しており，ニーズに対応した

製品を構築できる。

＼
ノ

シャーベットアイス製造システム
------------------------~ 

l 
l シャーベットアイスタンク

： シャーベットアイスユニット （攪拌機含む）

I 

| 

| 

I 

I 

I 

l 
l 
l 
l 
l 

保存•輸送用
（脱水氷）

シャーベット
アイス

三
（殺菌冷海水／

塩水供給）

ノヽ

魚介類洗浄用

システム構成図

J
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瓢鳳麟心9

JR東日本向け中央快速線用 E233系情報提供装置 (VIS)
Visual Information System for JRE E233 Chuo Line 

JR東日本中央快速線用E233系新型電車に，乗客サービ

スの向上を目的としだ情報提供装置を納入した。

山手線システムからの変更，追加機能を以下に示す。

(1) 高精細，高画質表示

システムのデジタル化により，動画コンテンツ画質が従

来のアナログVHS(Video Home System)並みからDVD

(Digital Versatile Disk)並みに向上した。

(2) 列車種別分割・併結に対応した表示制御

各列車種別の停車パターンに対応した表示制御や車両分

割・併結に対応した案内表示を可能とした。

(3) 多チャネル広告表示

女性専用車のみ別コンテンツ表示することを可能とした。

(4) 時刻表示

現在時刻表示及び自動補正機能を追加した。

(5) 音声配信

広告コンテンツや異常時のFM音声配信が可能なシステ

ムとした。

ノヽ
三 TRAINVISION=: 

＊＂可＂匹

情報提供装置 コンテンツ表示例

強制循環式水冷主変換装置............................................................................... 

Forced Cyclic Water Cooling Propulsion System 

＼ノ一

次世代新幹線車両用制御装置には，高速化のための大容

量化・小型軽量化だけでなく，環境適合性の向上も求めら

れる。これを受け，JR東日本E954形式新幹線高速試験電

車用として，強制循環式水冷主変換装置を開発した。装置

の小型化・高効率化のため， 6.5kVの高耐圧IGBT(Insulated 

Gate Bipolar Transistor)を採用し，主回路の中間リンク

電圧を3,300Vまで向上させつつインバータを 2レベル化し

た。また，大容量化に伴う損失増加に対応するため，高効

率の強制循環式水冷却システムを採用した。これらにより，

単位出力当たりの外形・寸法は自社製品比28％減，質量は

18％減を実現すると同時に，冷媒の脱フロン化を達成した。

一方，パワーユニットの交換性やフィルタやラジェータの

清掃性を考慮した機器配置とし，メンテナンス性も確保し

ている。2005年6月から開始された現車試験において，最

高速域までの空転再粘着制御，速度センサレス制御など各

種制御機能の所定の性能を確認したほか，水冷装置につい

ても，最大負荷走行条件における温度上昇が設計値以内で

あり，良好な冷却性能があることを確認している。

）
 強制循環式水冷主変換装置の外観
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発電・系統変電・産業・電力情報システム
Energy & Industrial Systems 

火力発電向け計算機/CRTオペレーション装置 ‘‘MELSEP-2000SIC'’
Power Plant Control Computer System "MELSEP -2000S / C" 

火カ・水力発電プラント監視制御用計算機システムとし

て，当社では， これまで， ‘‘MELCOM350-60/ 3000, 

2000シリーズ”を市場投入してきた。今回，更なる 高性能・

ダウンサイジング・オープン化等の市場要求にこたえるた

め， ‘‘MELSEP-2000S / C’'を製品化した。特長として，ハー

ドウェアに高性能産業用パソコン， OSにLinux位）を採用し

ている。アプリケーションソフトウェアは，従来培ってき

た監視制御機能を継承し，カスタマイズも容易に対応可能

としている。

このシステムは，サーバ機能を持つ二重化された

MELSEP -2000Sと，クライアントとしてマンマシン操作

を受け持つ複数台のMELSEP-2000Cから構成される。こ

れらの装置は，制御用ネットワークで各制御装置と接続さ

国内で初めて加圧水型原子力発電所向けの総合デジタル

制御・安全保護システムを完成し出荷した。開発当初から

徹底検証を行い，運転操作性・信頼性を確保するとともに

保守性・経済性の向上を図った。主な特長は次のとおりで

ある。

(1) コンパクト化中央制御盤とタッチオペレーションを適

用。監視・操作の統合化，画面呼出しの容易化，プラン

卜異常時の機器動作チェック自動化等により運転員負担

を約30％軽減， また， ヒューマンエラーを約60％低減

(2) 大型表示盤(DLP)によるプラント全体の情報把握と

運転員全員の情報共有化を実現

れている。

初号機は，東京電力（掬川崎火力発電所 1号系列制御用計

算機システムとして， 2005年7月に出荷し，現在，試運転

調整中である。

MELSEP-2000C 

MELSEP-2000C 
9 』 9 9 

M 

システム構成

MELSEP -2000S / C 

北海道電力納め泊3号機総合デジタル制御・安全保護システム
Integrated Digital l&C System for HEPCO Tomari #3 Nuclear Power Plant 

(3) 制御システムと安全保護システムに同一機種を適用。

予備品の削減，定期交換部品の削減により保守性を向上。

また，構成要素の統合化， 自己診断機能の改良により信

頼性・稼働性を向上

(4) 異常時に原子炉を停止する安全保護システムは，ソフ

トウェアを完全ホワイトボックス化し，独立チームによ

り検証を実施。また，耐震4菫化構成設備として信頼性

を確保

(5) 信号伝送の光ネットワーク化により配線物量を削減。

泊発電所 3号機は2009年12月から運転を開始する予定で

あり，現在，システムの据付け調整を行っている。

ノヽ

）
 

新型中央制御盤の外観

HEPCO : Hokkaido Electric Powe「Co.,lnc ）
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哨＇ 最新鋭避雷器素子工場の稼働

Operation of Advanced ZnO -element Factory 

避雷器に使う酸化亜鉛素子（以下“素子”という 。） を製造

する最新鋭の素子工場が稼働し，世界的にもトップレベル

の高性能な避雷器の生産を開始した。

素子は，主成分の酸化亜鉛(ZnO)にビスマス，アンチモ

ンなどの添加物を粉砕・混合した混合物を乾燥後にプレス

成形して約1,200℃で焼成して作られる電力用半導体セラ

ミックで，当社は，リーデイングカンパニーとして高い技

術を誇っている。従来工場に代わり，今回新鋭化した素子

工場には以下の特長がある。

)
 血釦l

新しく稼慟した避雷器素子工場

新形コンパクト l45kV GIS 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Advanced Compact 1 45kV GI S 

）
 

当社72~ 170kVのGIS(Gas Insulated Switchgear)は，

) GIS売上げの約 2割を占める 主力機種であるが，欧州を始

めとした競合他社も多く， シェア拡大のためには，低コス

ト化に加え， コンパクト化・配置の自由度の高さという客

先メリットが求められる。そこで，定格電圧145~ 170kV 

で市場の約 8割を占める145kV, 定格短時間耐電流40kA

に特化した世界最小のGISを開発した。

このGISの特長を以下に示す。

(1) 遮断器を縦配置，その他の機器を遮断器後面に積層配

置することで奥行き寸法を現行比85%，また 機器モ

ジュールの縮小化や保守・点検スペースの合理化等から

ユニット間寸法を65％とし，据付け面積を約55％に縮小

(2) コンパクト化と軽量化により 2ユニットー括輸送を可

能とし，現地据付け期間を現行比70％に短縮

(3) 遮断器の横配置も可能とし，配置自由度を向上

(4) 断路器・接地開閉器は，可動部を共用化した 3点断路

器方式とし，鋳物タンクの適用及び絶縁物の小径化によ

り，現行器より容積比45％に小型化

(1) 当社が長年蓄積してきた原料配合の適正化，原料粉の

微細化・均一化，焼成プロファイルの最適化などに関す

る世界トップレベルの技術・ノウハウを反映した。

(2) 従来は実現できなかった設備性能を実現することで，

品質向上とサージ耐量などの性能向上を図り，今後の更

なる高性能化の技術開発にも対応できる。

(3) 設備自体の生産能力及び段取り性を向上することで，

生産規模変動に強い少量多サイクル化を実現し，従来よ

り製造工期短縮及び生産滞留削減を図った。

550kVGIS用タンク形避雷器

新形コンパクト 145kVGIS 
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昇降機及びビル設備
Elevator, Escalator & Facilities for Building 

エレベーター地震時管制運転システム
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

Earthquake Control System for Elevators 

2005年7月の千葉県北西部地震による閉じ込め事故など

を契機として，より安全なエレベーターの地震対策が求め

られている。そこで， より早く乗客の安全を確保し，エレ

ベーター機器の損傷を低減することを目的とし，①地震の

早期感知によるエレベータ ーの最寄 り階への停止， ②P波

感知器やS波感知器では感知できない地震動の影響を受け

やすい制御ケーブルやロープなどの損傷防止を実現するた

めに，気象庁から配信される緊急地震速報を活用して地震

による揺れが到達する前にエレベーターを最寄りの階に停

止させたり，長周期地震感知器を用いてゆっくりとした揺

れを感知してエレベーターを安全な位置に待避させたりす

るエレベータ ーの地震時管制運転システムを新たに開発し

た。以下に， これら 2つの機能について述べる。

(1) 緊急地震速報＊1を活用し， より早く最寄り階に停止さ

せ閉じ込めを低減

地震発生時に配信される緊急地震速報からエレベーター

設置場所で地震の揺れが到達すると予想される場合に，エ

レベーターに停止指令を発し，揺れが到達する前に最寄り

の階に停止させることを可能とした。特に，地震の霙源が

約80km以上離れた遠隔地の場合 実際の初期微動より緊

急地震速報の方が早 く到達するため＊2, 途中の階を通過す

る高層建物用エ レベーター （昇降路全高60m超）では特に

効果を発揮する。

また，緊急地震速報によりエレベータ ーを停止させた後，

建物の揺れが小さい場合には，所定の時間が経過した後，

自動的に通常の運転に復帰する。この機能により， より早

く乗客の安全を確保するとともに，閉じ込めを低減するこ

とが可能となった。

(2) 長周期地震動によるエレベーター機器の損傷を低減

震源から遠く離れた場所において，通常エ レベーターに

設置されているP波感知器やS波感知器では検出できない

ゆっくりとした周期での高層建物の揺れ(0.1~ 0.5ヘルツ

の長周期地震動）＊3を感知する長周期地震感知器を開発し

た。この感知器は，揺れを水平全周方向に対して一定時間

以上継続して感知すると ，その感知レベルに応じて信号を

出力することができ長周期の揺れが大きくなる前に，エ

レベーターを最寄りの階に停止させ乗客の安全を確保した

後制御ケーブルやロ ープの損傷しにくい位置にエレベー

ターを待避させることが可能となった。

* 1 気象庁が全国に設置した地震観測網から得られた地震発生情

報を即座に伝達しあ らかじめ主要動到達を把握することで，

国民の生命，財産や社会経済に与える損害を軽減するために

活用する情報である。

* 2 震源の位置，震源の深さ，地震の規模等によってはこ の限り

ではない。

* 3 例えば，新潟県中越地震で起きた，関東地区の高層建物にお

ける長周期地震動である。

ーヽノ

気象庁 配信業者
ヽ
ー
ノ

---
↑Bl 

管制運転中
EMERGENCY OPERATION 

地要
EARTHQUAKE 

エレベーターから降りて下さい
‘ | PLEASE EXIT 
、、 WHENTHE DOORS OPEN 

＼ 

グラフィックバネル

緊急地震速報利用地震時管制運転システムの構成図

ノヽ
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・:` 
三菱統合ビルセキュリティシステム “MELSAFETY-G" 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

Mitsubishi Integrated Access Control System "MELSAFETY -G" 

ノヽ

急増するオフィスセキュリティのニーズにこたえた三菱

統合ビルセキュリティシステムの新製品“MELSAFETY-

G” を開発した。主な特長は次のとおりである。

1. 豊富な端末ラインアップ

(1) 薄型新デザインの非接触IC式カードリーダ。ISO規格

14443タイプA, Bカード，及び現在最も普及している

FeliCa（注） カードの読み取りが可能なマルチタイプがある。

(2) 受付が設置できないようなビル内の各テナントにおい

て，宅配者や来訪者の応対をするためのインターホン付

きカードリーダで，オフィスLAN(LocalArea Network) 

に接続し， OA用パソコン上の親機ソフトウェアからの

応答や遠隔解錠ができる。

(3) 最新の生体認証技術を使った指透過認証装置で，指紋

認証の対応率が大幅に向上した。

2. セキュリティ機能の強化

2人照合入場者チェック，在室時間監視，アンチパス

バックなどの様々な通行制御機能を搭載した。

、 センター装置

LAN 

11,I 

IDコントローラ

口
...“' □――ゴ 1＇d ;＇里

指透過 カード 門引l認証装濫 リーダ扉（雷気錠） インターホン付き
カードリーダ

システム構成図

ビル用マルチェアコン “YEecoシリーズ”
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Multi Air Conditioner for Buildings "Series YEeco" 

＼
ノ

ヒートアイランド現象対策などでビル屋上における空調

機器設置スペースの制約が厳しくなってきていることに加

え，ペンシルビルなどのビル密集地帯において，クレーン

による機器搬入に多大な費用と時間が発生している。そこ

で，今回，‘‘コンパクト”&“軽量”をコンセプトに新モデル

"YEecoシリーズ”を開発した。

） 今回のYEecoシリーズは，圧縮機熱交換器，ファンに

新技術を搭載したことで，横幅920mm, 奥行き760mmを

実現し，従来のYEecoシリーズに比べ面積比で15％以上低

減した。さらに，空調機器の屋上への搬入は，クレーン車

による機器の吊（つ）り上げが一般的であるが，建物内のエ

レベーターを用いることが有効である。エレベーターサイ

ズは乗用 6人乗りが最小で，内部間口1.400mm, 奥行き

850mm, 扉の幅800mmで，機器を搬入するには最低でも

800mm未満とする必要がある。 この制約に対して，性能

維持のための必要最低限の筐体（きょうたい）容積を維持し

つつ，かつ，エレベーター内部への搬入を目的に“上面 4

隅斜めカット形状’'を採用した。これにより，エレベーター

内での機器回転を実現し，国内最小 6人乗りエレベーター

搬入を可能としている。

さらに，エレベーターを出てからの屋上搬入も考慮した。

エレベーターは屋上まであることは稀（まれ）で，通常屋上

階下でエレベーターを降り，そこからは人力での搬入が一

般的である。そこでの課題が“質量”で，今回180kg（従来

比20％減）を実現し，屋上搬入の省力化，機器本体の省資

源化， さらに床荷重の大幅な低減による建築物の省資源化

に寄与している。

また，省エネルギー，低騒音も重視した。心臓部の圧縮

機は新規開発のDCプラシレスモータ駆動スクロールを搭

載し，冷暖平均COP(Coefficient of Performance) 3.85, 

騒音56dBA(8馬力）を維持している。なお，送風機周りで

は，翼端面に逆反りを設けたことで，小径ながら必要風最

を確保しつつ騒音を抑制した cf;700mm新型インフレクス

トファンを搭載した。さらに，熱交換器も伝熱管を細管化

し，内面溝形状も変更して高性能化した新設計としている。

DCブラシレスモータ駆動 インフレクストファン

スクロール圧縮機

新技術の要素部品
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宇宙・衛星及び電子応用
Space Systems and Electronic Systems 

三次元空間計測・情報管理システム “G-Viz" 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

3 D Spatial Measuring & 3 D Information Management System "G -Viz" 

数百平方km以上をカバーする高解像度で高精度な三次

元地図を高速表示できる“三次元空間計測・情報管理シス

テムG-Viz’'を製品化した。この製品は，長年培ってきた

三次元コンピュータグラフィックス技術とFKP（面補正パ

ラメータ ）方式の高精度GPS(Global Positioning System) 

測量技術の組合せにより， 10cm以下の精度で忠実な地形

をパソコン上に再現する。

新開発の三次元表示アルゴリズムと最適なデータ形式の

採用で，大規模データを毎秒15フレーム以上の高速表示を

し，高精度三次元地形図のスムーズな操作を実現した。搭

載されている高精度図上計測機能により災害時の迅速・正

確な規模把握等に活用される予定である。

三次元空間計測情報管理システムG-V1z
（データ提供：国土交通省近畿地方整備局九頭滝川ダム統合管理事務所）

MMS（モービルマッピングシステム）
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

MMS (Mobile Mapping System) 

高精度測位技術とマルチカメラ／レーザレーダの画像処

理技術を融合した，絶対精度25cm＊の画像テクスチャ付き

三次元地図データの自動取得システムを開発した。

このシステムは，高精度GPS(Global Positioning System) 

ど慣性センサを用いて， 自車両の位置と姿勢を精度良く標

定することができる。また，数台のカメラとレーザレーダ

を用いて，車両周囲の建物や道路の形状・画像を高精度に

取得する。これらのデータを後処理することで道路形状，

白線，路面マーカ，標識等の自動認識を行い，高精度な三

次元モデルを生成することが可能である。このシステムを

用いることで，今後の地図高精度化の要求の高い道路計測，

カーナビゲーション地図などの高精度三次元地図の作成簡

易化への需要対応を図る。

(*GPSが受信良好であること）

m-、．~

I GPS・慣性センサ 不可視衛星院去月

で'_, . ----―--- IR-OOVカメフ・ →ー..． 

i ．バ ― ――---ュー一
正両姿g角

ヽ
~

）
 

IR-ODV: Inf「aRed -Omni Directional Vision 

MMS（モービルマッピングシステム）の概要

、ノ
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立山黒部アルペンルート高精度GPS利用除雪支援システム.................................................................................................................................................................................................... 

GPS Assisted Snow -removal Vehicle Support System 

（
 

立山黒部アルペンルー トの高精度GPS(Global Positioning 

System)利用除雪支援システムを立山ルート除雪組合に納

入した (2006年2月）。

このシステムは，当社の高精度GPS測位サービスである

"PAS” を利用し，道路が完全に雪に埋もれた状態でも高

精度に自車位置を地図上に表示し，道路部分を正確かつ安

全に除雪することを可能としたものである。

高精度測位に必要なPASのGPS補正データは， 山間部で

あるため，衛星携帯電話を使用することでデータセンター

との安定した通信を確保している。

このシステムは2006年3月着手の除雪作業に適用され，

同年 4月のアルペンルー ト開通に貢献した。

（
 

ホールスラスタシステム
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Hal I Thruster System 

ホールスラスタシステムはプラズマを利用して推力を発

生する電気推進装置であり，人工衛星の軌道制御 ・軌道投

入用に使用される。これまでにシステムの主要構成品であ

るスラスタ及び電源ユニットの開発を行い，消費電力1.6

~ 4.7kWで推力90~ 250mN, 比推力（推進剤供給流量当

たりの推力） 1,000~ 1,900秒の性能を得ている。ホールス

ラスタシステムは，広い範囲での推力可変機能を持ち， き

め細かな動作運用が可能であるとともに従来の衛星に搭

載される化学推進器と比較すると比推力が3~6倍と高く，

打ち上げ質量 4t, 寿命13年クラスの静止衛星に搭載した

場合衛星の推進剤（燃料）搭載量を600kg以上軽減するこ

とができる。これにより，中継データ量の増大に対応する

ためのトランスポンダ搭載数の増加が可能となりまた，

低推力制御によりアンテナのポインティング精度も向上す

る。現時点では250mNクラスのホ ールスラスタシステム

の実用衛星への搭載例は世界にもなく，今後の衛星開発に

おいて海外の主要衛星メ ーカーに対抗できる高い競争力を

持つ衛星の実現が可能となる。

除雪作業時（システム運用時） 除雪作業後（活用による効果）

呂戸
疇 、

システム運用時と運用後の効果

鼻
ホールスラスタ

ホールスラスタ

（電源ユニット）

ホールスラスタ（作動時）

ホールスラスタシステム
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宇宙・衛星及び電子応用
Space Systems and Electronic Systems 

海洋ブロードバンド衛星通信アンテナ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Maritime Antenna for Satellite Broadband Communication 

近年，船舶向けの衛星通信サービスにおいて，プロー ド

バンド化のニーズが世界的に高まりつつある。この要求に

こたえるため，船舶向けのKu帯を使用した高速衛星通信

サービスを提供するアンテナサブシステムの開発を行った。

今回開発した船舶向けアンテナは，鏡面径がl.Om,送信

機出力は 8Wとなっている。Ku帯 lmアンテナでは，ビー

ム幅が 2゚ 程度と狭 く，隣接衛星への干渉を抑え るために

土0.2゚ という高い追尾精度が要求される上，船特有の厳し

い動揺 ・振動環境下での精度確保が要求される。これらを

実現するため， 3軸(EL,Cross -EL, AZ軸）マウント構

造や，防振アイソレータの採用，角速度センサとコニカル

スキャンを利用した高精度な追尾方式を採用し，実際に動

揺・振動条件下での追尾試験や，耐久試験により十分な性

能が確保されていることを確認している。また， 2003年に

世界無線通倍会議において定義さ れた船上地球局(Earth

Stations on -board Vessel : ESV)に関する技術基準にも

適合しており， 固定衛星業務の衛星にアクセス可能な地球

局として運用可能である。

アンテナの外観
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アンテナのブロ ック図

衛星通信用高速デジタル変復調器
High-Speed Digital Modem for Satellite Communication Systems 

ノヽ

ーヽノ

放送局における衛 星 通信システム (SatelliteNews 

Gathering : SNG)は， 1989年導入当初のアナ ログ伝送から

SDデジタル伝送を経て，本格的なHDデジタ ル伝送時代を

迎えている。

2003年の地上デジタル放送開始に伴い， HDTV(High

Definition Tele Vision)番組製作が増加する 中，情報量が多

く広い伝送帯域を必要とするHDTV信号の伝送効率の向

上が課題であり ， 当社は，従来のSDTV(Standard 

Definition Tele Vision)と同様にHDTVの 1トランスポン

ダ4チャンネル伝送を可能とするDVB-S2方式の衛星通

信用高速デジタル変復調器“MS8100TX" （変調器） ／ 

"MS8100RX" （復調器）を国内メーカーで初めて開発した。

DVB-S 2は， 2005年 3月に欧 州 の標準 化団 体DVB

(Digital Video Broadcasting)により規格化された新しい衛

星伝送規格であり，誤り訂正方式にLDPC(LowDensity 

20 

Parity Check)符号＋BCH(Bose-Chaudhuri-Hocquenghem) 

符号の連接符号を採用し， 多値変調方式である16APSK

(Amplitude Phase Shift Keying)や32APSKを用いて，従

来規格のDVB-S/ DSNG(Digital SNG)に比べて伝送効

率を約30％向上している。

今回開発 した変復調器は，従来規格のDVB-S/ DSNG 

にも準拠 し，既存装置との相互接続性を確保しており， シ

ステム更新や拡張に対応できる。

、ノ
高速デジタル変復調器 MS8100 
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w-CDMA方式携帯電話 “FQIYIA0903 i " 
W -CDMA Mobile Phone "FOMA 0903 i " 

（
 

闊NTTドコモ向けに， W-CDMA方式FOMA⑮ D903i 

を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1)厚さ18.2mm, 重さ113gのシ リーズ最薄を実現し， 2.8

インチワイド液晶をスピーデイに操作する光るスピード

セレクタを搭載したスリムスライド形である。

(2) ドコモ初の“NOWPLAYING情報’'取得機能付きFM

ラジオ／ FMトランスミッタを搭載し， 着うたフルにも

対応し，FMラジオで放送中の曲を検索・ダウンロード

でき， より 一層音楽を楽しむことが可能となった。

(3) Windows対応パソコン標準音楽フォーマットの

"WMA (Windows Media Audio)対応ミュ ー ジックプ

レーヤー’'を搭載し，話題の音楽配信サービス “Napster

To Go"も楽しめる。

(4) 新たにGPS機能を搭載し，メガ iアプリ ほ）、‘NAVITIME

for D903 i”をプ リインストールしており ，大画面を生

かした地図（様々な地図表示が可能）と音声案内によるナ

ビ機能が充実。さらに，スピードセレクタで地図拡大縮

小などの操作性も向上している。

一

□日
藝躙

-ー・ ー。

W-CDMA方式携帯電話 ‘‘FOMAD903 i" 

W-CDMA方式携帯電話 ‘‘MUSICPORTER X (FOMA D851 i WM)" 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

W -CDMA Mobile Phone "MUSIC PORTER X (FOMA 0851 i WM)" 

（
 

味NTTドコモ向けに， W-CDMA方式FOMA国） D85li

W Mを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 究極のミュージックケータイを目指し，端末内に 1GB

の内蔵メモリを搭載し，加えて，約20時間の長時間連続 ，

再生や多彩なフォ ーマットヘの対応などポータプルオー

デイオと比較しても遜色（そんしょく）のない充実の音楽

機能を実現している。

(2) 国内ケータイとしては初めて，衛星デジタル放送“モ

バHO!’'に対応し，多チャンネルの音楽 ・音声番組の

受 信 音 楽 データの録音も可能で，高音質のク リアなデ

ジタルサウンドが楽しめる。

(3) 端末本体・付属品・内蔵コンテンツに至るまで国内外

のミュージック／ファッションシーンを牽引（けんいん）

する話題のデザイナ ーがト ー タルプロデュ ースした。

"MUSIC PORTER X” は，単なるデザインケータイにと

どまらず， 最先端のミュージック・ファッション トレ ン

ドを取り入れた。

(4) 究極のミュージックケータイと呼べる種々の機能を持

ちながら，ケータイとしての基本機能も保持し，大画面

2.8インチワイドQVGA液晶を搭載したことで， 音楽 を

始め通話やメール， iモード（注）等の各機能が快適に利用

できる。

W-CDMA方式携帯電話
"MUSIC PORTER X (FOMA D851 i WM)" 
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w-CDMA方式携帯電話 “FOMAD702i F” 
W -CDMA Mobile Phone "FOMA 0702 i F" 

昧NTTドコモ向けに，W-CDMA方式FOMA偉 ）D702i F 

を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) ドコモ初の型番“F’'が付いたファッション端末で，

ファッションデザイナー幾田桃子氏の協力の下，女性が

使うことを想定し企画された画期的な女性専用携帯を開

発した。

(2) 女性の曲線的なフェースラインになじむしなやかな

フォルムは宝石のカット法を応用したもので，女性が使

うことを強く意識した形状とした。

(3) 端末自体が目立つのではなく，使う女性を美しく見せ

るため， コスメを応用した H本人女性の肌をさりげなく

引き立てるカラー展開で，特にライラック・ミラージュ

には国内携帯電話としては初めて曲面に加飾プリントを

施す“マルチアングルプリント”技術を採用した。

(4) サイドのメモキーを長押しすることでカモフラー

ジュ音を鳴らすことができる“ほっとメロディ’'機能を搭

載し，周囲の注意を引き付けつつだれかと通話している

ように思わせることができ，夜道を歩く女性の強い味方

となる。

(5) そっと身体のリズムを教えてくれる“バイオリズムメ

モ'’，美容と健康をサポートするレシピ集アプリ

℃ooking timer&Recipe"など，女性のためのアプリを

充実させた。

グ... 

口
9
・
 

ノヽ

W-CDMA方式携帯電話 ‘‘FOMAD702 i F" 

W-CDMA方式携帯電話 ‘‘FOMAD702i'’‘‘FOMAD702 i BCL'’ 
W -CDMA Mobile Phone "FOMA 0702 i " "FOMA 0702 i BCL" 

（掬NTTドコモ向けに， W-CDMA方式FOMA（注） D702i / 

D702 i BCLを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) ボデイの形状をストレート型にすることで，薄さ

16.8mm ・質量約99gというコンパクトさと，見る人の目

を引くシャープなモノフォルム・デザインを共に実現し

た。

(2) 青色LEDを用いたクールなキーイルミネーションを

搭載し，通話着信時やメール着信時に27ものパターンで

点灯するブルーイルミネーションは， さりげなくキーを

彩り，かつ存在感を放つ。

(3) 待受け画面で何もしないまま設定時間が経過すると自

動的にキーロックがかかる“タイマキーロック設定”，誤

作動防止のため解除操作を 2段階とした“ツータッチ

ロック解除’'を設け，ストレート型に求められるキーロッ

ク機能を進化させた。

(4) D702 iにはアウト約131万画素，イン約10万画素のカ

メラを搭載し，スピーディで快適な撮影を可能にするた

め，横取りスタイルに合わせてシャッターキーが右側と

なる配列を施した。

(5) D702 iをベースに，カメラ付き携帯電話を持ち込む

ことができない企業・施設でも使用可能なカメラレス携

帯電話FOMAD702 i BCLを開発した。

● --

）
 

FOMA D702 i FOMA D702 i BCL 

W-CDMA方式携帯電話
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内部統制の整備・評価・報告までをフルスケールでサ派ートする ‘‘TOOLMASTER/ IC" 
．．． ．．．． ．． ．． ．． ．．．．． ．．． ．．．．．．．． ．．． ．．．．．．．．．．．．． ．．．．． ．．．．．． ．．． ．．．．．．．． ．．．．．． ．． ．．．．．． ．．．． ．． ．．．．．． ．．．． ．． ．．．．． ．．．．．．．．． ．． ．．．．．． ．．．．． ．． ．．．．．．．．． ．． ．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

"TOOLMASTER / IC" : Documenting, Evaluation and Reporting System for Internal Contorols Activities 

ノヽ

"TOOLMASTER位t)／ IC’'は， 2006年6月に成立した金

融商品取引法（日本版SOX法：サーベンス・オ クスリー法）

への対応を支援するソフトウェア製品である。

この製品は，SOX法先進国である米国での実態調査で

得た “内部統制にITシステムを部分導入しても効果が小 さ

い”という教訓を生かし，内部統制の整備から評価・報告

書作成までに必要な全ドキ ュメント・デー タと全業務の体

系的・ 一元的管理を提供する。製品設計には米国SOX法

対応の実務経験者が参加し，内部統制の各業務の具体的な

作業ステ ップを対話形式でガイダンスするユーザーインタ

フェースを実現した。内部統制のデータは，PDM(Product 

Data Management)技術を活用して業務の階層構造に沿っ

て管理し，統制や試験データの変更履歴も管理できる。内

部統制にかかわる業務は，作業の流れを詳細化した13種類

のタスクとして定義 し，責任者や作業者，進捗（しんちょ

く）情報完了時の承認フローを設定できる。データに内

部統制の進捗段階情報を持たせることにより ，PLM

(Product Lifecycle Management)技術を利用してタスク

間の順序の制約性やデータに対する排他性の管理を実現し

ている。また， ドキュメントの全文検索には，独自の高度

な文書管理技術を適用している。このように，他分野で実

績ある要素技術の活用により ，実務に則したきめ細かい機

能を提供している。

□
こ

〗

作
業
内
容
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
等

影響度評価

是 醤ブロセス 喜汀竺；糾リこ二言 品
統制目的 Ill終評価

？勺1 9̀卜C -> C 二

｛ 

ill捗フォロ一

DB:Oata Base 

TOOLMASTER / ICによる内部統制のフルスケール・サポート

く取り扱い ：三菱電機インフォ メーシ ョンシステムズ（掬TEL: 03 -5445 -7438 > 

多種多様なログを統合し，一元管理する “LogAuditor"
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

"LogAuditor" Consolidating Logs from Disparate Information Systems to Create Centralized Log Database 

企業内の内部統制やセキュリティ 管理に対するニーズか

ら，企業内ITシステムで採取されるログ（例えば，ネット

） ワーク 管理システム，入退室管理システム， コンテンツ管

理システム，情報漏洩（ろうえい）防止システム等からのロ

グ）を証跡として包括的に管理・分析することが強く望ま

れている。 しかし，種々のログは形式がまちまちで，また，

多量に発生するため， 管理・分析は容易ではなかった。

当社の内部統制推進ソリューション “LogAuditor〇主）

Enterprise'＇は，大 量に発生する任意形式ログの収集 ・蓄

積・分析を可能とする統合的なログ管理機能を提供するス

イート製品である。LogAuditorEnterpriseは， ①データ

圧縮技術（データ量を1/10以下に圧縮し，ストレージコス

ト低減と高速化を実現），②並列処理技術（データ規模に応

じた処理速度と高スケーラビリティの実現），③高速文字

列照合技術（ログ形式判別や，索引を使用しない検索を高

速に実現）の当社独 自の高速処理技術を活用して大規模な

ログの高速処理を実現した。

）
 

LogAuditor Elementsは，LogAuditorシリーズの中小

規模システム向けエントリー製品として，自動ログ収集機

能，分析テンプレートの提供により，導入を容易にした。

分析テンプレートでは，動作時間のガンチャート表示や集

計結果のランキング表示なども実現した。

名＇膚 剖がンステム群
ビ a□通知メール等 稼勁分祈． 監五レポート

楽ログ内容監視 ：あ ら か じ め設定した条件と合致 、

したログを取り込んだ際 に適知すい桟 能 《 こ こ） バックアップiill用

LogAudito「 Ente「priseはログの取り込みを行う LogAuditor/ PSF. 統 合 的 に
ロクを保管 ・監視パLogAudito「/ LOB.統合的なログの分析エンジンである
LogAuditor / AQしから構成される。また．分析フ ロントエンドとなるMicrosoft
Excel'注＇アドインを利用できる分析テ ンプレートが提供される。

(DB : DataBase. PSF : Power Staging Facility, LOB : Log DataBase. 
A QL : Analytical Query Language) 

LogAuditor Enterpriseのシステム構成

く取り扱い ：三菱電機イ ンフォメ ーショ ンテクノロ ジ一閥TEL: 03 -6414 -8052 > 
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MIND新統合運月管制センターによるITILプロアクティブ運用管理サービスソリューション
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

MIND ITIL Proactive System Management Service Solution by New Integrated Control Center 

三菱電機情報ネットワーク （梱(MIND)は，顧客のICT

(Information and Communication Technology)シス テム

を24時間365B運 用 監視する統合運用管制センター

(Integrated Control Center: ICC)を2006年8月にリニュー

アルした。主な特長は以下のとおりである。

(1) IT運用管理の国際的な標準とな っているITILu.t）(IT

Infrastructure Library)を導入し，統合運用管制システ

ムを刷新する ことにより ，運用監視業務の標準化・ 自動

化を進めて対応の迅速化を図った。

(2) 監視データを分析してICTシステムの障害予兆を察知

し，障害発生を未然に防止するなどのプロアクテイプ

（能動的）な運用監視サービスを提供する。

(3) MINDデータセンター内に新ICCを設け，セキュリ

ティレベルの高いインフラ設備と運営管理によって，セ

キュリティ対策を大幅に強化した。

(4) MINDの運用管理サービスを利用することにより，顧

客のICTシステムの可用性向上，エンドユーザーヘの

ICTサービスの継続性向上に貢献する とともに，顧客の

ICTシステムのITILへの対応をバ ックアップし，運用の

合理化を促進する。

）
 

MIND新統合運用管制センター

く取り扱い ：三菱電機情報ネットワーク昧TEL: 03 -5276 -6821 > 

既存IT資産を活用し全体最適化を実現する ‘‘SOAプラットフォームESB"．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

"SOA Platform ESB" for Realizing Total Optimization with Existing IT Resources 

SOAはアプリケーションプログラムをコンポーネント

化し，これらを組み合わせることで情報システム全体を構

築する設計手法 として注目 されている (SOAでは， このコ

ンポーネントをサービスと呼ぶ。）。 SOAによるシステム

構築は，既存アプリケーション資産の有効活用，変化への

迅速な対応，業務プロセスの可視化などに効果がある。

ESBはサービス間のメ ッセージ交換により SOAを実現

するミドルウェアで， SOAに基づくアプ リケーショ ン統

合のインフラとして， メッセージのプロトコル変換，デー

タ変換， さらに，メッセージのルーティングやキューイン

グなどをサポートする高機能なミドルウェアである。

SOAプラットフォーム ESBは，SOAの基本的なプロト

コル(SOAP, JMS, HTTP)に加え，メール(SMTP/

POP3)やファ イル転送(FTP)などの既存プロトコルを標

準でサポートしている。さらに，ファイル入出力，フロ ー

制御，外部プログラム起動，文字コード変換など多数の実

用的な機能も提供する。 これにより，情報システムの

SOA化にすぐ適用できるとともに，関連製品であるSOA

データ連携DHprofor SOAなどと組み合わせることで，

SOA化が困難な既存アプリケーション資産のSOA化も可

能としている。

外部サービス
既存情報システム

Windows（注）

-,パッケージ — 
サービス

(SOA)化された

ま｝
システム

"s _- ）
 

データ交換

プラットフオーム

Biz砂der
’‘ 

DB : DataBase 
SOA : Service Oriented A「chitecture
ESB : Ente「P「iseService Bus 
SOAP : Simple Object Access Protoc 
JMS : Java Message Service 
HTTP : Hype「TextT「ansfe「Protocol
SMTP : Simple Mail Transfer Protocol 
POP3 : Post Office P「otocolversion 3 
FTP : File T「ansferP「otocol

"SOAプラットフォーム ESB"を中心としたシステム構成例

く取り扱い ：三菱電椴インフォメ ーションテクノロジー（掬TEL: 03 -6414 -8052 > 

、ノ
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デジタルハイビジョンチューナー内蔵DVDレコーダ‘楽レコ'’
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

DVD Recorder "RAKU -REKO" with Built -in Digital High -Vision Tuner 

DVDレコーダ“楽レコ”の2006年モデル“DVR-DV635"

を開発した。楽レコとして初のデジタルハイビジョン

チューナーを内蔵し，ファミリーユースをターゲットにし

て，デジタル放送対応においても“簡単・便利”を開発コン

セプトとした。また， VTR(Video Tape Recorder)も搭載

した 3in1タイプとし，デジタルチューナー内蔵機とし

て以下の当社オリジナル技術による差別化を図った。

)
 

1, ‘‘スマートダビング'’

デジタル放送で運用されているフォーマットや最大転送

レートは， DVD(Digital Versatile Disk)の記録フォーマッ

トや最大転送レートと 大きく異なるため，通常HDD(Hard

Disk Drive)に記録したデジタル放送番組を再生しながら

DVDに記録する等速ダビングとなり，記録した時間分だけ

ダビング時間が必要となる。 そこでDV635では， ‘‘TS

AUTO” と称するデジタル放送を無変換で記録すると同時

に，内部でDVDの記録フォーマットと記録する番組の時間

に応じDVD1枚にびったり収まる転送レートによる変換

記録を行い，ダビングの際は内部で変換記録した映像音声

信号を用いてDVD1枚びったりに高速ダビングできる機

能を搭載した。このスマートダビング機能によって最大 8

時間必要なダビング時間がわずか30分で実現可能となった。

¥,ノ

）
 

2. デジタル放送対応‘‘ハイライト再生'’&“オートカット i再生'

2005年のモデルから搭載したハイライト再生，オート

カット i再生をデジタル放送にも対応した。デジタル放送

を直接記録するだけでは，スポーツ番組の盛り上がった

シーン（ハイライト再生）や，番組本編部分やCM部分の抽

出（オ ートカット i再生）が難しいことから，前記のTS

AUTO記録を行い，変換記録した映像音声倍号からハイ

ライトシーンや番組本編部分などの編集ポイントを記憶し，

再生時に無変換記録した映像音声信号に編集ポイント情報

を伝達することにより，デジタル放送対応でも2005年モデ

ルと同等のハイライトシーンの抽出力，CM（本編）カット

成功率を維持した。これにより ，ハイビジョン画質におい

てもハイライト再生やオートカット i再生などの時間要約

再生による視聴スタイルの提案が実現可能となった。また，

オートカット i再生に関しては，前記のスマートダビング

機能を用いて，番組本絹又はCMのみのプレイリストを

DVD 1枚の容量内に高速ダビング可能とした。一方， ハ

イライト再生に関しては，外部入力からの予約録画時にお

いてもハイライト再生用メタデータを記録することとし，

スカパー！やケーブルテレビなどのチューナー (SetTop 

Box: STB)を外部入力に接続した場合でもハイライト再

生を楽しめるようにした。

3. HDMIケーブルによる簡単接続＆アップコンバート視聴

HDMI (High -Definition Multimedia Interface)端子を

搭載し， HDMIケーブル 1本でテレビやプロジェクタと接

続することが可能となり ，また， VTRもHDMI出力するこ

とにより，他社機に見られるVTRモード時にテレビ側の

入力切換えをする必要のない（テレビのHDMI入力からの）

視聴を実現した。さらに， HDDやDVDに記録したアナロ

グ放送（標準画質）の番組などをアップコンバートすること

によりハイビジョン画質並みの高画質で楽しむことができ

るようにした。

4. デジタルチューナー内蔵でも高速録画スタート

アナログ放送対応モデルで実績のあった高速録画スター

トをデジタル放送対応でも実現した。 1秒スタートをア

ピールする他社機もあるが，内部的に電源ON状態であっ

たり HDDを動作させていたりと，消費電力が大きくなる

条件で実現している機能であり， 1秒スタート機能をOFF

状態にした場合は，録画スタートまで10~20秒必要と

なってくる。これに対しDV635では，当社アナログ放送対

応モデルと同様， HDDが立ち上がるまでは内部の半導体メ

モリに記録し， HDDへの記録準備ができ次第，半導体メモ

リのデータをHDDに記録することにより，完全電源OFF

状態から 5秒以内に録画を開始することが可能となった。

DVR-DV635の本体とリモコン
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映像情報
Visual Information 

人にやさしい液晶テレビ “LCD-H37MX60" 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

"kindly & easy" LCD -TV "LCD -H37MX60" 

“高画質’'を基本機能と位置付け．‘‘かんたん’'操作，‘‘べん

り”な機能と “省エネルギー”を実現し． ‘‘人にやさしい”デジ

タル放送対応液晶テレビ“LCD-H37MX60"を開発した。

主な特長を以下に上げる。

(1) 人にやさしい

家庭画質 ：家庭での視聴条件である視距離と視聴者に応

じて画面の明るさをコントロールし． 目へのストレスを軽

減する機能“明るさセンサー’'と“視聴者設定”を総称し家庭

画質と命名した。視聴者設定については後出「目にやさし

い画面の明るさ制御技術」参照。

(2) かんたん操作

らくらく設定：デジタルテレビの受信設定は， 3放送波

受信設定． B-CAS (BS -Conditional Access Systems)カー

ド挿入． BSアンテナ給電，地域設定と煩雑である反面，

持ち帰りによるユーザー自身での設定が増えている。初回

の電源投入で設定画面を表示しガイダンスで確実な設定を

誘導するのが“らくらく設定”である。当社独自の地上デジ

タル，地上アナログ同時スキャンで設定時間も短縮した。

ユニバーサルデザインを取り入れたリモコン：携帯電話

開発で培った“持ちやすいサイズ・形状”を応用したボデイ 。

指掛けも設け手にしつくり馴染むだけでなく，使い方で

ゾーン分けを明確にし操作性を向上した。よく使うボタン

以外は蓋（ふた）の中に納め．見た目のボタン数を減らし，

ボタン．文字を大きくし．だれもが使いやすいリモコンを

目指した。

使う場面で替わる“かんたん”メニュー：パソコンの右ク

リックのように，状況に応じた操作項目を表示するかんた

んメニューは，今までメニュー階層の奥にあり，使い慣れ

たユーザーだけがしていた操作をだれにでもすぐに操作で

きるようにした。

地デジチャンネル再設定：これから増えていく地上デジ

タル放送局のチャンネルをメニューからすぐに再設定でき

るようにした。

(3) べんり機能

オートターン“中央’'：画面がどこを向いていてもボタン

一つ，又は電源オフと連動して（別途設定必要）中央に戻 り，

インテリアとの栽和性を高めた。

きょうの定番チェック：過去 7週間の視聴履歴からその

日のよく見る番組をリストアップ。見逃しを防ぐ。

一発録画： IR(Infrared)システムを使って，今見ている

デジタル放送をリモコンのボタン一つで録画開始し，楽レ

コ高速起動モデルとの組合せでは電源ONからサポートす

る。

(4) 省エネルギー

業界一の低年間消費電力量を実現した。

(5) 高画質

NCM皿， DLEIIl,IBC, モスキートNR,FFDIIlほか色，

階調ノイズを改善する多彩な回路(DIAMONDENGIN 

N)を搭載し，市場でも好評を得ている。

このほかにも，パソコン入力時動画に適したバンド幅に

合わせて選べる 3種の映像モード，フラットスピーカー採

用の“DIATONE"スピーカーなど，気配り機能満載の

MX60を市場に出している。

（
 

＼
 

LCD -H37MX60の本体とリモコン
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住環境
Living Environment 

フラット形レンジフー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Flat Type Rangehood Fan 

ドファン“フラッティア(Flattea)"
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・"・・・"・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・" 

"Flattea" 

（
 

／
＼
 

近年，オール電化住宅の普及を背景に，安全性や清掃性

に加えてインテリア性の高いIH(Induction Heating)クッ

キングヒ ーターが人気を集めている。そこで， レンジフー

ドファンについても同様にクリ ーンで手入れがしやすく

インテリア性の高いものが求められている。

ところが，ガスコン ロに比べてIHクッキングヒータ ー

では，調理に よって発生する油煙の上昇気流が弱いため，

インテリア性を重視した従来の薄形レンジフ ー ドによって

は捕集能力を確保することが困難であった。

そこで，このたび当社中津川製作所では，独自の誘引流

捕集方式‘袖煙ナビ”を開発し， 薄形レンジフ ー ドのインテ

リア性はそのままに， IHクッキングヒ ーターで使用した

場合でも油煙や水蒸気の捕集能力を確保できる新製品を開

発した。併せて清掃性と操作性も向上している。

油煙ナビは，壁に沿ってレンジフ ー ドから真下に吹き出

す空気の流れ（誘引流）を作ることにより，油煙や水蒸気を

吸込口に効率良く導いて捕集能力を高める当社独自の技術

である。これには，流れる空気が静止した空気より相対的

に低圧となり，周りの空気を引き寄せる性質を利用してい

る。図 1は油煙ナビの効果を気流シミュレーションによっ

て示したものである。誘引流によって， IHクッキングヒー

ターの上方ほぼ全領域で壁側へ向かう気流が発生している

ことが分かる。また， 図2では，この実際の流れの様子を

煙で可視化 し，従来型レンジフ ー ドと比較して示している。＇

図右側の従来型レンジフ ー ドでは煙が広がりながら直上に

向けて吸い込まれているのに対し，図の左側の油煙ナビ付

き薄形レンジフード開発品では煙の広がりを抑えつつ手前

から奥に向かってたなびいている様子が見られる。これに

より，薄形レンジフ ー ドをIHクッキングヒ ーターの排気

に使用 した場合でも ，強ノッチ運転時で約99%,

運転時でも約90％の高い捕集効率を実現した。

この油煙ナビの技術をベースに， フード部分は業界ト ッ

プクラスの藩形とし，最近のキッチンのインテリアやIH

クッキングヒー ターの意匠にもマッチするものと した。ま

中ノッチ

従来品との比較ー側面 （左 ：フラ ッティア，右 ：従来品）

“油煙ナビ’'捕集効果の可視化図2
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IHクッキングヒーター

気流比較（左 ：フラッ ティア，右：従来品）

図1.‘‘油煙ナビ’効果の気流シミュレーション

た， このフー ドは（図3,図4),業界初の一体絞り構造で形

成して継ぎ目をなくし，表面の凸凹を減らすとともに表

面に撥油塗装を施すことで汚れを拭き取りやすくして，田

クッキングヒー ターのトップと同等の清掃性を実現している。

また，操作性の面では当社家電商品群のユニ＆エコの

コンセプ トの下，押しやすいスイッチ形状，

LED (Light Emitting Diode)表示 とし，IHクッキングヒ ー

ターとの無線連動運転機能も搭載して使いやすさの向上を

図っている。

ー

＼、ビ
-―
-r
-

ヽ

し

他社との比較ー側面 （左：フラ ッティア，右：他社品）

見やすい

従来品との比較一正面 （左：フラ ッティア，右：従来品）

図3. 全体写真 図4.フード形状
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住環境
Living Environment 

美味しさを追求した“本炭釜’'と“超音波圧力炊飯器'
"All Carbon Material Pot" & "Ultrasonic旧 PressureRice Cooker" 

1. 本炭釜炊飯器

IH (Induction Heating)ジャ ー炊飯器の内釜（うちがま）

を誘導加熱が可能で熱伝導性に優れた炭素材料により構成

し，釜厚全体発熱による均一加熱とデンプン分解酵素が活

性化する適温加熱制御により 美味（おい）しさを向上させた

炭炊きIHジャ ー炊飯器“NJ-WSlO（漆黒）”を開発した。

主な特長は次の とおりである。

(1) 純度99.9％炭素材料による業界初の釜厚全体発熱

内釜材料には大きな固有電気抵抗を持ち，熱伝導率が大

きく，磁力線が深く浸透することで肉厚全体から発熱する

純度99.9％の炭素材料を開発した。釜底中央部に沿って肉

厚形状（業界最大肉厚7.5mm)にし熱容量を増加させること

で，激沸騰（大きな気泡）を連続的に発生させて米全体へ熱

を均ーに伝えると ともに，米粒間へ蒸気を十分に供給させ

ることで釜全体の温度むらを大きく低減させ，米一粒一粒

にしっかりと熱を伝えふっくらとしだ炊き上がりを実現し

た。

(2) 予熱時の適温均一加熱によ る甘み向上

釜側壁部の温度上昇が速いため，予熱時の釜全体をデン

プン分解酵素が活性化する温度(55~ 60℃)で均ーに保持

できご飯の中の糖度が当社従来比10~ 20％増加した。

(3) 表面コ ーティン グの適正化

釜表面への含浸部とフッ 素樹脂との結合部に適合する性

能を分けたプライマー2層構成にする ことで，炭釜強度と

フッ素樹脂コ ーティングの耐久性を確保した。

炭炊き IHジャー炊飯器 NJ-WS10（漆黒）“本炭釜'’

2 超音波圧力炊飯器

炊飯器の高級 ・中級ゾーンでは圧力炊飯器が主流である。

今回，内釜内の初期水温や炊飯量を検知して，予熱時の最

適温度をしっかり保ち， 一年中おいしく炊飯できる超音波

圧力IHジャー炊飯器“NJ-RZ, RV” を開発した。

(1) 新開発の“炊温みてますセンサ’'搭載

炊飯では，予熱工程時に57℃で15分間加熱すると糖化酵

素の働きが活性化されて米の甘みを最大限に引き出すこと

ができる。

今回，低温領域の温度を高感度で精度良く検知する黒色

センサを追加しだ炊温みてますセンサを開発し，低温域で

の微小な温度変化をと らえ，仕込み段階で初期水温と炊飯

量を検知し， どんな炊飯条件でも57℃で15分間の制御を実

現可能とした。

(2) “超音波＇と“大沸騰圧力 IH”の相乗効果

特別な振動素子を用いずに内釜に縦振動の共鳴を起こさ

せて水中に超音波を発生させる当社独自の全く新しい超音

波発生振動方式の技術が評価され，家電で初めて 『日本機

械学会賞（技術）』を受賞した。この超音波による微振動に

より，仕込み時にわずか15分で米の芯（しん）までたっ ぷ り

吸水させる。次いで沸騰後も火力を落とさない当社独自の

大沸騰圧力IHで，炊飯に最適な1.2気圧105℃の沸騰状態を

約 6分間保ち，激しい対流でかき混ぜ続ける。最後は‘‘超

音波スチーム蒸らし”でつやと甘みのある ご飯を炊き上げ

る。‘‘吸水'’“沸騰”“蒸らし＂の工夫で，炊きたてはもちろ

ん，冷めてもおいしいご飯を提供する。

ノヽ

ノヽ

炊温みてますセンサ

三菱超音波圧力旧ジャー炊飯器 NJ-RZ

）
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FA及び産業メカトロニクス
Industrial Automation Systems 

MESインタフェース製品を使用したサーボモータe-F@ctory化工場の構築
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、.．.

Servo Motor Factory's Innovation e -F@ctory System 

ノヽ

統合 FAソリューションe-F@ctory（注） のシーケンサ

"MELSEC-Qシリーズ”用MESインタフェ ースを使用した

"Manufacturing Execution System（製造実行シ ステム）”

をサーボモータ工場の“見える化解る化”による生産性改

善ツ ールとして構築した。特長は次のとおりである。

(1) MESインタフェースによりシーケンサから情報収集

するゲートウェイパソコンが不要で管理工数を低減

(2) ゲート ウェイ パソコンが設備をポーリン グする従来の

システムと異なり，都度MESインタフェ ースからデー

夕送信し通信負荷を低減し， リアルタイム性向上

(3) 製造ライ ンの各工程の装置からMESインタフ ェース

により加工・試験履歴を全数自動収集

(4) 組立てラインの先頭，最終工程の加工・試験履歴と生

産管理シス テム のオーダー情報からオ ーダー進捗（しん

ちょく ）状況をガントチャ ート で自動表示（生産管理板）

し，異常を見える化

(5) 各工程から収集された加工・ 試験履歴をオーダー完了

インプッ ト時に参照し，後工程への全数良品渡しを実現

(6) 各工程の加工 ・試験履歴（測定値）から管理グラフ， ヒ

ス トグラム （工程能力） によ る品質管理を実現

(7) 自動収集される設備異常情報（異常状態，停止時間）を

基に的確な設備メンテナンスを実現

MEL_SECシーケンサ ... 1旨；；；情報
<MESインタフェース幌椛＞

e -F@ctory化工場システム概念図

安全シーケンサ “MELSECSafety” 
Safety Programmable Controller "MELSEC Safety" 

産業ロボッ トや機械など生産設備の安全制御において，

安全レベルの向上や高機能化に対応しつつ，装置を小型化

） し，かつ保守性を向上するために，安全 リレー盤の安全

シーケンサヘの置き換えが求められている。

MELSEC Safety (MELSEC-QSシリーズ）は，機械の安

全制御をプログラマブルに実現できる安全シーケンサであ

る。安全制御のプログラム化によ る開発， 保守期間の短縮

や省配線化によるコスト削減に貢献するほか， 自己診断機

能により検出された故障情報を蓄積・参照する機能を備え，

保守性を向上させている。また， 自動車や液晶など様々な

製造現場で幅広く使用されているシーケンサMELSEC-Q

シリーズとの優れた連携が可能で，‘‘安全”と‘‘制御”の統合

的な管理が可能と なる。

製品の特長は次のとおりである。

(1) 機械安全制御に関する国際安全規格と して最高レベル

のIEC61508SIL3とEN954-l / IS013849-lカテゴリー

4の適合認証を取得

(2) MELSEC Safetyのエンジニアリング（プログラム開

発保守）環境は，汎用シーケンサMELSEC-Qシリー

ズと同じ“GXDeveloper"を使用でき，一般制御と安全

制御のエンジニアリング環境の操作性統一を実現

(3) オープンでマルチベンダーな安全フィ ールドネット

ワーク℃C-Link Safety” に対応

MELSEC-QSシリーズ

、ノ
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FA及び産業メカトロニクス
Industrial Automation Systems 

新型ワイヤ放電加工機 “FA-Advanceシリーズ”
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

New wire -cut EDM system "FA -Advance series" 

FA-Advanceシリー ズを開発し， 2006年11月］IMTOF

で発表した。このシリーズの特長は，新型CNCを搭載し

三次元ソ リューションを提供するほか， 15インチ液晶搭載

による視認性向上，マウス搭載タッチパネル採用による

操作性向上を行っている。三次元ソ リューションでは， 3 

DモデルからNCパスを生成するだけでなく， 3Dチェッカ，

3Dビュ ーワを備え作業効率を向上するだけでなく，形状

特徴を自動抽出し加工困難箇所の手前からフィ ー ドフォ

ワード制御(3D-PM)を行い，段差， ざぐり穴といった複

雑形状加工中の断線を防止し，加工速度アップを図ること

ができる。さらに，当社ビジネス情報サイトから最新の加

工条件や最新のシステムのダウンロ ー ド，バージョンアッ

プを可能とし，機械をいつでも最新の状態で使用すること

も可能としている。 Vパッケージでは，世界最速の500平

方加工を実現するほか，新開発の形状制御電源(Digital-

AE)を搭載することにより，デジタルパルス制御技術によ

る放電位置に合わせた最適エネルギーコントロ ールを実施

した。工作物板厚方向の加工形状を制御することができ，

特に厚板領域において加工精度が向上し仕上加工回数の削

減を実現した。各加エステップにおける真直精度の向上に

より，加工時間の短縮やランニングコス トの低減も実現し

ている。

（
 

F A20S Advance 

小容量UPS"AX-Pシリーズ”
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Uninterruptible Power Supply "AX -P series" 

新技術階調制御型インバータ技術を利用し高効率，力率

調整機能を持った小型小容量UPS"AX-Pシリ ーズ”タワー

タイプを開発した。機種は出力定格0.75k, l.Ok, 1.5k VA 

の3種類で，主な特長は次のとおりである。

(1) 業界最高水準の通常運転時95％の高効率化により，従

来の常時インバータ方式に比べ電カロスを約1/3まで低

減し，ランニングコス トを削減

(2) 半導体スイッチにより，バックアップヘの無瞬断切換

え(1ms以下）を実現。 さらに出力は電圧調整機能に

より， 5種類から選択した電圧を維持，正弦波で出力

(3) バッテリ ーやファンの消耗部品の交換に，前面アクセ

ス，ホットスワップを採用し，メンテナンスを容易化

(4) 国内初となる非常用停止信号入力端子を持ち，従来の

UPS外で行っていた外部シーケンスを組む手間を省略

(5) 商用電源起動／バッテ リー起動の両方に対応

(6) EU指令RoHSに対応し，環境負荷を低減

, (7) 増設バッテリ ー接続によりバックアップ時間最長60分

(8) 従来の各種オプションボー ドを利用でき．各種OS下

でネットワ ーク経由のUPS設定 ・監視などが可能

1 kVA用 （型名 AX-P10 -1.0K) 
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自動車機器
Automotive Equipment 

SiGe-MMIC搭載 “ETC車載器＇
"ETC Onboard -Equipment" mounted with SiGe -MMIC 

ノヽ

2001年から運用開始されたETC(Electronic Toll Collec-

tion System)は， 2006年 7月には1,300万台を超え，利用

率も60％を超えるに至っている。

ETCは， 5.8GHzのASK(Amplitude Shift keying :振幅

変調）変調を用いた狭域通信を使用しており，その高局波

部を 1チップ化したSiGe-MMIC (Silicone Germanium 

Bipolar CMOS-Microwave Monolithic IC)を開発し， 2006年

度モデルETC車載器に搭載している。

(1) 2006年度モデルETC車載器

図 1は2006年度モデルのアンテナ別体型ETC車載器で

あり，高級感をテーマに“コンパクトでスタイリッシュな

仕上がり”を目指した設計となっている。アンテナはフロ

ントガラス張り付けタイプとし，ルームミラー後ろの目立

たない場所に取り付けできる。ラインアップは，このほか

にも，ナビ接続タイプや，“日本最小の超小型ボデイー”の

アンテナー体タイプがある。

(2) ETC車載器の構成

図2に示すように， ETC車載器はデジタル倍号処理部

と高周波信号処理部に分類することができる。デジタル部

は，既に当社で開発したASICを採用している。今回，高

周波部の5.8GHzの送受信回路であるフロントエンド部，

PLL (Phase Locked Loop)を用いた発振部，及び検波部の

三機能を 1チップに集積する ことができた。

(3) SiGe-MMICの特長

） シリコンプロセスにゲルマニウムを注入するプロセスを

追加することで高局波特性を向上させることができ，約

10GHz程度まで使用可能である。また， ウェーハサイズも

通常のシリコンと同様に大きくでき，今まで高周波で使わ

れてきたGaAs(Gallium Arsenic)と比べ 1ウェーハ当たり

のチップ取り数も増加する。

回路は， vco広帯域化や基板厚薄化によるチップ内ア

イソレーション性能の向上など特許出願されている先進技

術を導入し，業界でもトップクラスの集積化を実現できた。

(4) その他

SiGe-MMICの搭載により実装部品や基板面積の縮小と

低価格化を実現できた。

今後のETC市場は市販から直納へ， またDSRC車載器へ

と推移していくと予想されるが， 自社開発の強みを生かし，

他社に先駆けたETCのリーデイングカンパニーとしての

地位を継続していく 。

ETC車載器

SiGe-MMIC（高周波信号処理部）

lチップ化

フロンエンド部 □ 
ASIC 
（デジタル
信号処理部）

図2. ETC車載器の構成

フロントガラス張り付けアンテナ

-

ETC 
“”゚ぐ0.n"＂01叩 0ヽ

M "＂＂ 

、ノ 高級惑をテーマにコンパクトでスタイリッシュな仕上がり

図 1.2006年度モデル アンテナ別体型 ETC車載器
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自動車機器
Automotive Equipment 

三菱自働車工業（株）向けHODカーナビゲーション（オーディオ・ナビ一体機）
・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

HOD Car Navigation (Audio Navi Display) for MITSUBISHI MOTORS 

2006年8月に納入を開始 した 三菱自動車工業（株向け

HDDカーナビゲーション（オ ーデイオ ・ナビ一体機）は，

ナビゲーションシステム専用LSIナビコアを搭載し，高機

能かつ高速レスポンスを実現したハイ エンドのナビゲー

ションシステムである。 内部には30GバイトのHDD,

DVDドライブを搭載し，オーデイオ機能の対応，CAN

(Controller Area Network)経由で取得する車両情報によ

る表示機能，及びプレミアムオーデイオや後席デイスプレ

イとの連携を実現している。今回，国内向け／北米向け／

欧）小1向けの 3機種について仕様の共通化を図りながら同時

開発を行った。

この製品の主な特長は次のとおりである。

(1) CANによる情報表示対応

HDDカーナビゲー ションと同時開発を行ったCAN-

BOX経由で搭載車両とCAN通信を行い，車両か ら取得 し

た平均車速燃費等の走行情報，外気温度等の環境情報，

エアコン情報等の各種情報表示，搭載車両の装備（キーレ

スエン トリー，ワイパー，ライ ト，警報音等）設定の切換

えを行えるようにした。 また， CAN-BOXでは，搭載車

両から取得する各種データをHDDカーナビゲーション用

にデータ加工及び必要情報のみ通倍することにより，

HDDカーナビゲーションの処理負荷削減を行った。

(2) プレミアムアンプとの連携対応

プレミアムアンプとの通信を行うことにより，各種音質

（ミュ ージックタイプ，サウン ドフィールド，サラウンド，

リスニングポジション）の調整を行う ことを可能とした。

(3) 後席デイスプレイとの連携対応

後席デイスプレイとの通信を行うことにより， HDDカー

ナビゲーション／後席デイスプレイでオーデイオ機能の表

示操作を行うことを可能とした。

(4) 今後の予定

今回開発を行ったHDDカーナビゲーションは，三菱自

動車工業（樹の各車両に順次搭載される予定である。市場投

入後，市場動向，客先要望を踏まえながら，ナビゲーショ

ン機能，及びオーデイオ機能の改良を図るとともに，車両

の特色を生かした高機能で分かりやすいカ ーナビゲーショ

ンの開発を進める。

（
 

HDDカーナビゲーション
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車載用 “DIATONE’'高級スピーカー
DIATONE" Premium Car Speaker System 

ノヽ

オーデイオ市場では，近年， より 上質な音を追求する

ピュアオーデイオヘの回帰傾向が見られ，車載用高級オー

ディオの世界でも，音へのこだわりがますます強くなって

いる。

今回，ホーム用DIATONE高級スピーカーの技術を車載

用高級スピーカーに展開し．音楽CDに入っている情報を

できるだけ加工せずにストレートに再現するというハイエ

ンドホームオーデイオの設計思想の下，車載用高級スピー

カーを開発した。

この製品の主な特長と技術，仕様は次のとおりである。

1. 製品の特長と技術

(1) トウイーターに当社独自の振動板を採用， 自然な高音

を再現

独自の特殊な焼成処理を施したSR(Super Rigidity)チタ

ン振動板をトウイーターに採用し，従来のチタントウイー

ターに比べて剛性値を40％向上させることにより，入力信

号に対する反応，追随速度が速くなり ，高音の情報密度を

格段に高めた。また，振動板の中心部と表裏層部とで密度

が異なる 3層構造を形成することで，チタン固有の金属音

を抑え， より自然な音の再生を可能にした。

(2) トウイーターにフロントロード・ダイレクトラジエー

夕方式を採用，車室内での繊細な高音を再現

トウイーターには解析により求めた最適形状のフロント

） ロードをダイレクトラジェータに施し，微少信号再生に優

れたハイスピードで繊細な高音を再生可能とした。特にガ

ラス面で音が乱反射されやすい車室内では，指向特性の最

適化により反射音量を低減させて，明瞭度を高めた。

(3) ウーファーにダイレクトマグネットマウント (DMM)

構造を採用，伸びやかな低音を再現

ウーファーには磁気回路と振動系とを高剛性アルミ鋳造

フレームに一体化するDMM(Direct Magnet Mount)構造

を採用し，高剛性と適度な内部損失を併せ持ったアラミッ

ドスキン・アルミハニカム構造振動板と強力なネオジウム

マグネットを強固に支え，音の中域から低域の不要な共振

を廃した，反応が早くかつ自然でスケール感のある低音を

再現した。また，磁界解析により開発された低ひずみ磁気

回路ADMC(Advanced Magnet Circuit)の搭載により，過

渡応答性に優れた伸びのある低音を実現した。

2. 主な仕様

(1) トウイーター

口径

再生周波数帯域

外形寸法

質量

(2) ウーファー

D径

再生周波数帯域

外形寸法

命旦
只里

: 25mm 

: 1.5 -40kHz 

: ¢ 84mm x 21mm 

: 240g 

: 160mm 

: 55Hz ~ 5kHz 

: cf> 183mm x 91mm 

: 1,360g 

(3) クロスオーバーネットワーク

クロスオーバー周波数 ：2.5kHz

減衰スロープ

外形寸法

質量

: -12dB / oct 

: (W)210x (H)71 x (D)l54(mm) 

：約1,500g

車載用 DIATONE高級スピーカーの外観

ーヽノ
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半導体・電子デバイス
Semiconductors & Devices 

RC-IGBT搭載超小型DIP-1PM Ver. 4 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ 

Super Mini DIP -1PM Ver.4 with a Built -in RC -IGBT 

近年，白物家電製品では，機器の省エネルギー化，高機

能化を目的として，モータ駆動システムのインバータ化が

急速に普及してきた。特に，冷蔵庫，洗濯機等では，機器

の低コスト化・高機能化の競争激化により，インバータユ

ニット基板縮小による低コスト化を目的として，基板搭載

面積がより小さくなる小型パッケージのインバータ制御用

小電流容量DIP-IPMの強い要求がある。このよう な市場

要求に対応し，今回，DIP-IPMのコストパフォーマンス

を高める新開発RC-IGBTを搭載した定格電流 3Aの新製

品を開発し，超小型DIP-IPMVer. 4シリーズの品ぞろえ

を拡充した。

この新製品の主な特長は次のとおりである。

(1) 世界で初めてRC-IGBTをインバータ用途IPMに搭載

当社独自のウェーハ技術を駆使し，従来，別チップで構

成していたIGBTとFWDiを1チップで構成するRC-IGBT

の新開発により， DIP-IPMに内蔵するチップ数とワイヤ

配線数を削減し，コストパフ ォーマンスを高めた。

(2) 低熱抵抗

放熱性に優れたパッケージの採用により ，熱抵抗を当社

従来品比で48％低減し，放熱特性を改善した。

(3) 鉛フリー化

RoHS指令に対応し，外部端子めっき ，内部パワー素子

のはんだ付けに鉛フリーはんだを適用し， DIP-IPM全体

の鉛フリー化を実現した。

ノヽ

RC-IGBT搭載超小型 DIP-1PM Ver. 4 

HSDPA対応携帯電話端末用経路切替式送信用電力増幅器 ‘‘BA□l254" 
Switchable Power Amplifier "BA01254" for HSDPA Mobile Phone 

近年，携帯電話では，小型・薄型化が求められており，

部品の小型化及び部品点数削減が課題となっている。

当社は今回 SiCMOS IC, GaAs MMIC (Monolithic Micro-

wave Integrated Circuit)及びパワーアンプモジュール設計・

製造技術の融合により， HSDPA (High Speed Downlink 

Packet Access)に対応した経路切替式送信用電力増幅器

"BA01254” を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 基準電圧供給不要

CMOS基準電圧発生回路をモジュールに内蔵することに

より 基準電圧を発生するレギュレータICを不要とし，口

BA01254の外観
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Midモード

ジック信号で動作可能とした。

(2) 電源電圧制御不要

出力電カレベルによって最適なトランジスタサイズと整

合同路を選択し，電源電圧を制御せずに最適な効率を得る

ことが可能で（効率＝40/ 24/7%＠出力電力＝27/ 16 

/8dBm)，これにより，電源電圧制御用DC/ DCコン

バータICを不要とした。

(3) 小型パッケージ(4x 4 x 1.2 (Max.) mm) 

基準電圧発生回路及び経路切替機能を搭載した電力増輻

器を小型パッ ケージに内蔵した。

27 
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直射日光下でも視認性の高い反射透過型8.4型TFT-LCD
8.4 inch Transflective TFT -LCD Realizing Clear Images Under Direct Sunlight 

屋内などの暗い照度環境下から屋外の直射日光下まで，

幅広い照度環境下において視認性の高い8.4型TFT-LCD

モジュールを開発した。暗い照度環境下では， LCDモ

ジュールに内蔵したバックライトを光源とする一方，明る

い照度環境下では，外光の反射光を光源とする反射透過型

の液晶モードを採用した。これにより，反射モードでの低

消費電力化を達成している。また，反射特性は，液晶パネ

ル構造の新規技術開発により，色再現範囲として，透過特

)
 

性と同等のNTSC比40％を実現するとともに，階調特性の

ひずみを抑制することにより，従来の反射透過型LCDで

は実現できなかった透過モードと同等レベルの反射モード

の高画質化を実現した。また，当社独自の色変換技術であ

るNCM(NaturalColor Matrix)機能を搭載することで，鮮

やかな自然画表示も可能にした。さらに使用部材の最適

化により ，ー20~70℃の広い動作保証温度範囲を確保し，

屋外などの様々な環境下での使用に対応させている。

製品仕様

製品型名 AA084VEOl 

画素数 640X480 

外形寸法 (W) 199 5X (H) 149 ox (D) l l 5(mm) 

輝度 200cd/m2 

反射率 12% 

透過コントラスト 200 l 

反射コントラスト 15 l 

直射日光下での画像表示例

超薄型高密度フルスタック基板
Ultra -Thin And High Density Build -up PWB with Full -Stacked VIA 

）
 

最先端のモバイル機器で採用されるマザーボード，モ

ジュールに最適な超薄型・高密度のフルスタック全層ガラ

スエポキシビルドアップ基板を開発し，製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 多段スタックVIA

狭ピッチCSPの引き出しパターンを最短化でき，直下の

配線チャネルを最大限に利用可能

(2) ANY-LAYER構造

IVHを含む全層のVIAをレーザで加工してめっきで埋め

るエ法を採用し，全層同一のランド径で，任意の箇所に設

置可能

(3) 超薄型化

内層コア部に60μm厚プリプレグは40μm厚の材料を採

用し， 8層板で厚さ0.55mmを実現

(4) 高剛性

全層にガラスクロス入りの材料を使用し，薄板ながら高

い剛性を保持

用途は携帯モバイル機器全般と狭ピッチ／多ピ ンCSP搭

載基板が主であるが，半導休パッケージ用インターポーザ

の分野にも応用可能で，マイクロエッチエ法と組み合わせ，

既に量産が始まっている。

基本設計ガイドライン
（単位 μm) 

ノヽ

項目 I 標準タイプ 高密度タイプ

板限 600 ← 

コア部
レーザIVHランド径 250-300 200 

展小辺体幡 75-100 50 

最小迫体間隙（かんげき） 75-100 50 

府問因 400,600 

ピルド レーザVIAランド径 250-300 200 

アップ部 最小辺体幅 75-100 50 

最小打体間隙 75-100 50 

屈数
コア屈数 2屈

最大和上げ数 4層

表面仕上げ
フラッシュ金めっき（全体部分），

プリフラックス他

ー・
基板外観と製品

"FOMAほ）D902iS"

＝ ＝＝ ＝一=g: 
フルスタック基板断面写真

35 



新技術開発財団 「第38回市村産業賞 貢献賞」
2006年 4月28日に，新技術開発財団 「平成18年度（第38

回）市村産業賞」の表彰式において，当社情報技術総合研究

所及び通信機製作所が共同で開発した “民間航空機搭載用

Ku帯衛星通信アン テナサブシス テム’'が貢献賞を受賞した。

今回の受賞では，高性能薄型反射鏡アンテナ，高精度衛

星追尾システム等の新たな技術開発に取り組むこと により ，

惟界中の上空を飛行する航空機の中から通信衛星経由でイ

ンターネットに接続可能な航空機搭載用Ku帯衛星通信ア

ンテナサブシステムを世界で初めて実現した こと が高く評

価された。

• • • • I U寅

＂口蝙 9"n••
知•島曾●●,,,""':.!・ 
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を受賞
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大河内記念会 「第52回（平成17年度）大河内記念生産賞」 を受賞
2006年 3月14日に行われた第52回（平成17年度）大河内賞

受賞式において，当社パワーデバイ ス製作所が開発した

デュアルインラインパッケージタイプのインテ リジェント

パワ ーモ ジュ ール(DIP-IPM)が 「トランスファ ーモー ル

ド形イ ンテ リジェント パワ ーモジュールの開発と生産」と

して大河内記念生産賞を受賞 した。

今回の受賞は，インバータ用パワー回路を構成する複数

のパワ ーチップ と制御ICを トラン スフ ァーモールドで一

体化し，信頼性ある部品を低コストで実現 したことが高 く

評価されたものである。DIP-IPMは，インバータ 家電市

場のみにとどまらず，誘導加熱器(IH)や産業機器市場へ

も拡大している。
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電気科学技術奨励会 「文蔀科学大臣奨励賞及び電気科学技術奨励賞」 を受賞
2006年11月28日に行われた（財）電気科学技術奨励会「第

54回電気科学技術奨励賞（オーム技術賞）」の表彰式におい

て，当社情報技術総合研究所と姫路製作所の“ETC/

DSRC車載技術の開発と 実用化’'が文部科学大臣奨励賞及

び電気科学技術奨励賞を受賞した。

今回の受賞では，経済の効率化と 環境保護を日指した社

会重要インフラ (ETC/DSRC)の普及拡大への貢献や世

界水準のセキュ リテ ィ技術，高周波技術などが高く 評価 さ

れ， また，業界最小 タイプやフ ロント ガラス張り 付け タイ

プなどの先進的な車載器展開についても評価された。

ETC : Electronic Toll Collection system 

DSRC : Dedicated Short Range Communicauon 

回電気科学技術奨励ー

、ノ
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9t 平成18年度全国発明表彰 「21世紀発明賞」 「21世紀発明貢献賞」 を受賞
発明協会総裁常陸宮殿下・同妃殿下のご臨席の下， 2006

年6月19日に行われた平成18年全国発明表彰の表彰式にお

いて，当社先端技術総合研究所が出願した「高効率・高濃

度オゾン発生技術の発明」 （特許第3545257号）が「21世紀

発明賞（本賞）」と「貢献賞」を受賞した。

今回の受賞は，生成したオゾンを分解するエネルギーの

低い電子の抑制により，従来の 2倍以上も高い濃度のオゾ

ンを高効率に発生できる技術が評価されたものである。こ

れまで環境負荷が高い薬液を大量に使用していた水処理，

半導体製造，パルプ漂白などの分野に，環境に優しいオゾ

ンを導入することが可能になり，‘‘環境の惟紀”と 言われる

21世紀の循環社会の実現に対する貢献が期待される。
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平成18年度全国発明表彰 「発明賞」 を受賞

ノヽ

2006年 6月19日に行われた （社）発明協会「平成18年度全

国発明表彰」の表彰式において，当社先端技術総合研究所，

名古屋製作所が共同で開発した 「ワイヤ放電加工機の加工

制御」と先端技術総合研究所が開発した 「色変換技術の発

明」が発明賞を受賞した。

「ワイヤ放電加工機の加工制御」は，複雑形状の金型加工

において， ワイヤ放電加工機の放電パルスエネルギーを的

確に計測制御することで，ワイヤ電極の断線を防止し，微

細精密加工分野における生産性向上を目的としたワイヤ放

電加工機の自動無人加工を実現する技術が評価された。

1994年からワイヤ放電加工機への適用を開始し，現在まで

に累計生産台数12,000台を達成した。

「色変換技術の発明」は，小規模の演算で高性能な色変換

技術を発明，実用化したことが評価された。この発明を適

用することにより，電子商取引，医療や教育分野などで求

められる基準に合致した色再現性を示す製品，テレビなど

で求められる色鮮やかな使用者が好ましいと感じられる

色再現性を示す製品を実現するなど，液晶表示装置に代表

される各種カラーデイスプレイの普及に貢献した。
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文部科学大臣表彰 「科学技術賞」 を受賞

、ノ

2006年4月18日に行われた平成18年度科学技術分野の文

部科学大臣表彰において，当社姫路製作所，先端技術総合

研究所が共同で開発した“普通車用電動パワ ーステアリン

グモータ及びコントローラ’'が，科学技術賞を受賞 した。

今回の受賞は， 自動車のハンドル操作力を軽減する装置

として古くから実用化されている油圧式パワーステアリン

グに比べて燃費を 3~5％向上し，これに伴いCO2排出量

を削減できる電動パワーステアリングを，独自の低振動／

低騒音化技術及び操舵フィーリング向上技術の開発により，

その実用化領域を軽自動車クラスから普通車クラスにまで

拡大したことが評価されたものである。
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ゾーン空調を実現した家庭用エアコン “霧ヶ峰zwシリーズ'’・の開発
基本性能の向上と，‘‘ゾーン空調”という新たな視点の省

エネルギー技術が高く評価され，「平成17年度の省エネ大

賞資源エネルギー庁長官賞」を受賞 した。エアコンの使用

時に生じている暖め過ぎや冷やし過ぎを防止することで約

30％の節電，居住エリアを中心に空調することで無駄な電

力消費を徹底的に抑制し，更に10％の節電を実現した。こ

れまでの部屋全体を空調するのではなく，人の居住エリア

を中心に快適に空調する“ゾーン空調＂で大幅な節電（省エ

ネルギー）が可能になり，新たな省エネルギー技術の方向

性を築いた。

冷却負荷追従制御式店舗用ショーケース設備
2006年 2月13日に行われた日本機械工業連合会「平成17

年度優秀省エネルギー機器表彰」の表彰式において，当社

冷熱システム製作所，住環境研究開発センターと日本建鐵

闊が共同で開発したライブメイ ト・エコが日本機械工業連

合会会長賞を受賞 した。冷却負荷変動による部分負荷運転

という課題に対し，ショーケースの運転情報を用いたイン

バータ冷凍機の圧縮機制御方法を開発し，冷凍機年間消費

電力量の約30％減を達成した。

‘‘ライブメイト・エコ'’............................................................. 
の開発 ）

 

平成18年度電機工業技術功績者表彰
2006年4月12日に行われた日本電機工業会「平成18年度

電機工業技術功績者表彰」の表彰式において，当社先端技

術総合研究所，稲沢製作所が共同で開発した‘‘世界初の電

子化強制減速機能付最高速度可変駆動技術の実用化”が会

長賞を受賞 した。今回の受賞では，最高速度可変駆動技術

と電子化強制減速機能により “運行効率改善”と“省スペー

ス”を両立させるエレベーターシステムを世界で初めて実

現したことを高く評価されたものである。

「会長賞」 を受賞

表 彰 状
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「2005年（第48回）十大新製品賞 本賞」 を受賞
2006年 1月25日に行われた「日刊工業新聞社選定2005年

（第48回）十大新製品賞」の授賞式において，当社情報技術

総合研究所．三菱プレシジョン（掬が共同開発した“ドーム

型シームレスマルチプロ ジェクタ映像表示シス テム「プロ

ジェクションクラ スタ」＂が本賞を受賞した。 曲面スクリー

ンに投影したプロジェクタ間の位置・輝度合わせを高速に

行う技術と，平面映像を曲面に投影した際の映像ひずみを

リアルタイムで補正する技術が評価された。

翻
ーコ 、ノ
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1．研究。開 Research & Development 

1. 1 環境。医療 Environment & Medical Care 

■次世代粒子線治療用照射技術 [><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 
A Novel Beam Irradiation 1¥;fethodfor Particle Therapy 

粒子線治療は，がん組織への線鼠集中性が高く，息者へ

の負担が小さい治療方法として普及しつつある。この集中

性をより向上する方法として， ビームを走壺し腫瘍（しゅ

よう）に直接照射する方式（スポットスキャニング照射）を

開発中であり，今回，当社独自の走査方法（平行ビームス

キャナ方式）の照射装置を試作し，放射線阪学総合研究所

の粒子線ビームを用いた実証試験において三次元の照射の

形成に成功し，この方式の装置化に日途を付けた。この方

式の実用化により以下の効果が期待される。

(1) コンパクトな設計による照射装置の小型化

(2) スポットスキャン照射による照射分布の向上

(3) 患者ごとの照射分布形成治具の省略化

粒子線

回転ガントリー式照射装置 平行ビーム
スキャニング照射法

.超コンパクト円筒多管式短ギャップオゾナイザ [><l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 
Ultra -Compact乃1bular-type Ozone Generator by Narrow Gap Discharge 

平成18年度全国発明表彰21枇紀賞＊を受賞した当社独自

の短ギャップ高濃度オゾン発生技術は，国内外における水

環境浄化，安全性向上に大きく貢献している。

上下水処理プロセスの高効率化，設備のコンパクト化・

コスト削減へのニーズに対応するため，冊界最高レベルの

高効率・コンパクトな新型円筒多管式オゾナイザを開発し

た。この開発器は，①高濃度オゾン発生： 180g/m3(N), 

②省エネルギー化： 8kW・ h/kg-03, ③コンパクト化：

胴休径当社比2/3, ④ヒューズを使用しない独自の高信頼

性保護機能： Self-Healing電極という特長を持ち，他に類

を見ない高性能化・低コスト化を達成した。この成果によ

*37ページに記載

1. 2 映像・情報 Display & Information 

り，高効率．ハイグレードな水処理プロセスが期待できる。

新型円筒多管式オゾナイザ

111反射自由曲面光学系技術 t><lt><lt><lt><lt><lt><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><] 
Wide -Angle Optical System with Free -Form Mirrors 

反射光学系は，波長分散が発生しないため広帯域なマル

チバンド撮像システムに適しており，天文観測や地球環境

観測などの分野で広く用いられている。これまで主に望遠

鏡に使用されてきた共軸構造の反射光学系に対し， 自由曲

面ミラーを三次元配置することで広角化を実現する設計技

術を開発した。この技術により，画角30°, F / 2という

従来の反射光学系の枠を越えた広角光学系の設計が可能に

なる。この技術をカメラ用光学系に適用することで色にじ

みの全く発生しない広角光学系を実現できる。また，紫外

領域から可視領域，赤外領域にわたる広い光線波長帯を一

つの光学系でカバーできるようになるため，観測衛星の小

型化などにも応用できる技術である。

1. 研究・開発

エリア検出器

設計例（画角30',F/2) 

試作光学系による撮像例

光線図及び撮像例
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國プロジェクションテレビ用高輝度非球面ランプ[><[>＜ [>ぐ[><[>ぐ[><[>＜ [>ぐ[><[>ぐ[>ぐ[>＜[>＜[>く[>く[>ぐ

Aspherical -shaped Lamp for Brighter Rear Projection TV 

プロジェクションテレビを高輝度化する高輝度非球面ラ

ンプを開発した。

非球面ランプは，光の集光率が低い従来の楕円（だえん）

ランプに対し， リフレクタと前面板を非球面形状として集

光率を高め，光利用効率の向上を図る独自技術である。同

ー電力のランプで，効率改善による約10％の輝度向上を実

現した。この光利用効率向上効果は，長時間使用後のアー

ク長（放電電極間の距離）が拡大したランプでより顕著とな

る。そのため，従来ランプと比べて輝度の経時劣化が低減

でき，ランプ寿命（初期輝度が半減するまでの経過時間）も

実効的に30％長寿命化する。

園目にやさしい画面の明るさ制御技術く[><[>＜ [>く [>4[>く[><[>く[><[>く[><[>く[><[>ぐ[><[>く[><[>く[><

Brightness Control Technolo忠,Based on Visual Characteristic 

目にやさしい画面の明るさ制御技術は，人の視覚特性研

究を基に映像の表示輝度を制御する技術である。この技術

を液晶テレビ2006年モデルに“家庭圃質モード＂として搭載

し，年齢層周辺の明るさに合わせた明るさ制御選択を可

能にした。この制御は，以下の特長を持っている。

(1) 年齢層によるまぶしさ感の違い（高齢者は暗い映像が

見えにくく明るい映像がまぶしい，若齢者は高齢者より

低い輝度でまぶしく感じる）に対応し， 日の疲れを軽減

(2) 人の目の黒色感度に合わせて平均輝度の低い映像では

バックライトの輝度を下げ，黒浮きを軽減

(3) (1)と(2)の制御を，明るい部屋では上げる，暗い部屋で

は下げることで照明環境に対応

圃デジタルテレビの番組推薦技術＜レ 4l><＞4l>4レ＜レ dl>＜レ4>＜じく l><l>< ＞4 l>4 >< ＞＜ l>< l>＜じく

Technology of Electronic Guide of Favorite Program for Digital TV 

デジタルテレビの操作性改善技術として，ユーザーの視

聴履歴からお勧め番組を抽出する番組推鷹技術を開発した。

この技術の中心である番組抽出エンジンは，ユーザーが過

去に視聴した番組の視聴時間と番組情報を視聴履歴として

視聴履歴データベースに荼積し，評価関数による視聴履歴

の重み付けを行い，今後放送予定番組の番組情報を参照し

てお勧め番組を抽出する。この機能により，見たい番組を

探す煩雑さを解消するとともに見逃しを防止することが

できる。また，視聴履歴データベースの効率化により，高

性能かつ省メモリの番組拙鷹機能を実現した。さらに，キー

ワード入力等の設定を全く必要としない方式の導入により，

だれでも簡単に使える高い操作性も実現している。

楕円ランプ（従来品） 非球面ランプ

非球面ランプの構成と原理

表示する映像データの平均四度レベル

平均輝度に対する表示輝度 液晶 TV06年モデル

非常に

ある

る

や

る

あ

や

あ

U
担
t
8
E
l

ない

目の疲れ
各条件15名の平均1直と標準誤芸

計臼時点

90分 15分

視聴 休憩後

高齢者の疲労軽減効果

0視聴時問，番組情報を苗栢し，
評価関数による棗み付けを行い，
お勧め番組を抽出gる

0お勧め番組の優先度を星マークで表示
0お勒め番組リストをユーザーに分かりやすく表現

口番組拍出エンジン

し
番組推薦の仕組み

口
お勧め番組

饂区ベストボップス 19 00-21 00 

饂巴回トデラマスベシャル 21.00-22:00

位区アンデスの秘宝 1800-1900 

＊ 巴団珍フレー好プレー2000-21 00 

＊ 巨亘］なっかしの映画集 2100-2300

推薦優先度順の表示

番組推薦の仕組みと表示例
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Ill DVDレコーダの映像検索／要約技術 [><][><][><][><][><][><][><][><][><][><][><][><][><] [><] [><][><] [><] [><] 

Video Summarization Technology for DVD Video Recorders 

HDDやDVDなど民生用レコーダの大容贔化が進み，観

たいシーンを素早く検索したり，短時間で内容を把握でき

る自動要約技術が差別化の競争軸となっている。

2005年発売の“楽レコ”に搭載したスポーツ番組向けの自

動要約機能“ハイライト再生”を更に進化させ，①2つの音

声特徴（音声クラスラベル法，ステレオ差分法）を合成して

音楽番組の楽曲シーンを高精度に抽出する技術を開発し，

自動要約の対応ジャンルを拡大して利便性を高めた。また，

②検出精度を維持しつつ派算処理量を大幅に軽減した高速

アルゴリズムを開発し，専用DSPを廃して内蔵マイコンで

の処理を実現したことで，輻広い映像機器製品への応用を

可能とした。

音楽番組の楽曲シーン抽出システム

Ill Blu -ray Discストリーム検証用ソフトウェア [><] 1><] 1> <] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 

Verifier for Blu -ray Disc Stream 

Blu -ray Disc (BD)製品の品質や互換性を維持するため

のツールとして， BDストリーム検証用ソフトウェア

(Verifier)を4種類開発し， Blu-ray Disc Association公式

テストツールとして承認された。特長は次のとおりである。

(1) 製品の再生動作を記述するNavigationデータの文法，

圧縮映像・音声ストリーム， Javaアプリケーションなど

BD規格で規定されたすべての項目をテスト可能

(2) AVストリームの分解及び検証動作のマルチスレッド

処理により，マルチCPUパソコンでの処理を高速化

(3) Navigationの構文やAVストリーム構造を細部にわ

たって表示可能なViewer機能により，デバッグ作業の

大幅な効率化が可能

HDMV : High Definition Movie. BD-J : Bロ-Java.UDF: Universal Disk Format 
0:今回開発したソフトウェア（ベリファイヤ）の検証範囲

開発したソフトウェアの Blu-ray Disc規格における検証範囲

■ CALS/ECにおけるデータ利活用を実現する CAD-GIS連携技術 I><l [><] 1><l [><l [><] 1><] 1><l [><] 1><l [><l [><l 

CAD -GIS Conversion Method.for Data Re -usability in CALS / EC 

自治体の公共事業執行を支援するCALS/ECにおいて，

CAD図面（電子的な建設工事成呆）をGISデータ (CALS/ 

ECの中核データ）へ構造変換するソフトウェアを開発した。

従来は，紙図面をまとめて手作業で一括変換していたた

め，作業量の大きさから年 1回の作業となり現況とGIS

データに最大 1年間の不一致が生じる間題があった。この

技術は，建設工事完了のたびに，まずCAD図面の線画情

報と属性情報を意味解釈して，例えば道路における車道部

分のような構成要素（面構造）を生成し，次に，それをGIS

データに変換する。現況に基づく正確な工事計画立案や，

構成要素単位でのきめ細やかな維持管理が可能となるなど，

省力化と品質向上の観点から業務改善に寄与できる。

1. 研究・開発

CAD図面（工事成果品） GIS 

「道路竹格」オブジェクト

GALS : Continuous Acquisition and Lifecycle Support CAD : Computer Aided Design 
EC : Elect「onicCommerce GIS : G eographic Information System 

CAD-GIS連携技術
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園三菱 BAM (Business Activity Monitoring) ツール 1><] 1><] 1><] 1> <] 1> <] 1><] 1><] 1><] 1><] 1> <] 1><] 1> <] 1><] 1> <] 1><] 

Mitsubishi BAM Tool 

ビジネスプロセスの状況を監視することにより，企業活

動の可視化を支援する“三菱BAMツール’'を開発した。重

要業績評価指標（以下“KPI” という）を設定し，監視・可視

化することにより業務改善を効率的に実施することが可能

となる。

主な特長は①業務ロジックとBAM機能を分離したアー

キテクチャにより，既存システムに後付けてBAM機能を

追加可能で②プログラムレスで設定(“業務の流れ”“KPI

／通知の定義”“イベントと業務の対応＂）により， BAMサー

バがKPIの算出し，通知の自動的実行である。

このツールの適用により，‘‘リアルタイムな業務の状況確

認'“業務に影聾する事象の通知”などのBAM機能を容易

に提供することが可能となる。

Bes 

三菱 BAMツールの構成

111111 IDベース暗号方式を用いた暗号化電子メールシステム<]1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 

Secure E -mail System Using fdentiり1-Based E11c1yption 

近年，個人情報や機密情報の漏洩が相次ぎ，電子メール

による機密情報の漏洩（ろうえい）が危惧（きぐ）され，電子

メールの暗号化が求められていた。しかし，パスワードを

用いた暗号化方式ではパスワードの共有の間題， PKIを用

いた暗号化方式では公開鍵（かぎ）証明書の取得コストや認

証局の運用コストの問題があり，一般には使いづらい面が

あった。そこで， ID情報（メールアドレス，社貝番号）そ

のものを鍵として用いることができるIDベース公開鍵暗

号(Identity-Based Encryption : IBE)方式と， IBEを用い

た暗号化電子メールシステムを開発した。 IBEの実用的な

実現法は長らく暗号研究者間で課題であったが， 2001年ご

ろに“楕円（だえん）曲線上のペアリング”演算を用いて，初

めて実用的な方式が提案されてから，これまで幾つかの方

式提案がなされてきた。今回は，それら従来方式を改善し，

高安全性と高速性を両立したIBE方式を開発した。すなわ

ち，改善された安全性証明を持つIBE方式及び高速なペア

リング演算法を開発した。また， IBEの応用として，マイ

クロソフト社のOutlookにIBEによる電子メール暗号化機

能を実装した。これにより，電子メール受信者のメールア

ドレスがあれば受信者だけが復号可能な暗号化電子メー

ルをOutlookを使って手軽に送れるようになり有用性が高

まった。

PKG(Private Key Generator) 
master-key :秘密情報
pa「ams:公開消報

IDBobに対応するBobの
秘密鍵(SBob)

Bob 
Bob@yy.Mitsubishiビlect「ic.co.jp=ID恥

IDベース暗号方式を用いた暗号化電子メールシステム

圏セキュリティ攻撃予兆分析技術<]1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 

Cyber Attack Early Detection System 

データの振る舞いを分析することで，不正アクセスの予

兆を検出し対策する技術を確立した。この技術は，未知の

ワーム検出のほか，故障診断などにも適用可能である。

この技術を使用した不正アクセス検知システムの動作例

を図示する。①監視対象のネットワークのトラフィック

データを収集し，②当社保有技術であるDynamicSingular 

Value Decomposition (DynamicSVD)により分析し不正ア

クセスのデータの特徴をリアルタイムに浮き立たせる。③

不正アクセスの予兆が検知された場合は，④対策のための

情報を生成しネットワーク管理者に通知する。

なお，実験では，未知ワームの拡散を従来のしきい値方

式と比較して約1/3の時間で検知に成功した。
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S : Intrusion Detection System 
Fire Wall 
IDS 1 

監視対象ネットワーク

ケーションサーバ

>'.(DeMilitarized Zone) 
ニータ

イントラネット

呵 トワーク管理者
妥心翌!

セキュリティ攻撃予兆分析技術の適用例
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Illワンストップ型広域 Web認証技術 <lじ<l＞<]><l＞<]レ<]><lレ<lじ<lじ<lじ<l><lレ<l><]レ<]じ<lじ<lじ<lじ<l
One -Stop Authentication Technology炉rWeb -based DistけbutedSystems 

1つのWebサイトでユーザーを認証した結果を他の

Webサイトでも利用するための“ワンストップ型広域Web

認証技術”を開発した。認証結果の共有により Webサイト

への冗長なユーザー登録を減らし，個人情報流出を防ぐこ

とを可能にする。複雑な認証処理を代行する仮想認証プロ

キシサーバを実現し，計算性能や通信速度に劣るユーザー

端末上からサービスプロバイダーヘのアクセス時の認証要

求から結果受け取りまでの応答時間を短縮した。

企業グループや業界団体など，ユーザー情報は個別に管

理しながら，共通のサービスを共有するような企業間を

渡る認証システムに適用可能である。

巳I 認証桔果共有によりWebサイトヘのユーザー登録を減らし偲人納跨流出防止 1 

（（独）＇情報通信研究椀構からの委託研究『異なる CA問の認証ローミング技術に関する研究開発］成果）

ワンストップ型広域 Web認証技術

■超大規模バイオメトリクス高速検索システム <J><J ><J ><J ＞<J ><J ><J ><J ><l ＞<l ><l ＞<l ><l ><lじ<l><l >＜］ 
Biometrics Identification System Applicable to Large -Scale Databases 

当社独自のバイオメトリクス高速検索手法であるマトリ

クス検索法において，検索に必要なマトリクス情報を複数

の小規模なマトリクスに分割して保持する方法を開発し，

メモリ使用最を従来比1/10-1/100に低減することに成功

した。その結果，登録データ数が比較的少ない入退室管理

システムのような機器では，従来と同メモリ麓で登録デー

タ数を約3.2倍まで拡大可能となった。一方，登録データ

数が非常に多い超大規模の認証サーバシステムでは，通常

のパソコンに搭載可能なメモリ量（約lOOMバイト）で10万

人規模のデータベースからの検索が可能となった。なお，

パソコンを使用して10万指規模の超大規模データベースか

ら指紋の検索を行った場合，検索所要時間は約 1秒である。
システム概要

圃 MS-Windows用マルチスクリーンシステム <l><l ＞<l ><l ><l ＞<l ＞<l ><l ＞<I ＞<I ><I ><I ><l ><l ＞<l ><I ><l 
Multi -screen System for MS -Windows 

MS-Windows(it)上で，複数の 3D-CGアプリケーショ

ンを実用的速度(15fps以上）で動作させるマルチスク

リーンシステムを開発した。このシステムは複数のパソコ

ンで分散描画するクラスタ構成を採用しており， 128面ま

で対応可能である。面数が増加しても速度劣化の少ないス

ケーラビリティを特長としている。一斉通信方式やキャッ

シュ最適化技術により，パソコン間のデータ伝送を高速化

することで，特に 3D-CGの描画速度を向上した。また，

既存のアプリケーションが，ソース修正や再コンパイルす

ることなく，マルチスクリーン上でそのまま動作する汎用

性も備えている。このシステムは，大堕映像事業の監視・

制御システム分野に適応させていく予定である。

1. 研究・開発

地図を用いた管理業務での使用例
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Illレートコンパチブル LDPC符号化方式 [><I[><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I 

Rate -Compatible LDPC Codes 

誤りを訂正するための冗長ビット長を容易に変更できる

レートコンパチブルLDPC（低密度パリティ検査）符号化方

式を世界に先駆けて開発した。劣悪な通信路でも高い訂正

能力を持つLDPC符号が近年注目されているが，冗長ビッ

ト長に応じて個別の符号化規則を適用する必要があったた

め，複数の符号化率（情報ビットと冗長ビットの割合）を用

いる携帯電話システム等に適用する場合，回路構成が非常

に複雑になる課題があった。今回の方式では，独自のビッ

ト間引き処理により単一の符号化規則で任意の冗長ビット

長を構成できるようにしたため，回路規模が従来の約1/2

に削減できる。
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冗長ピa卜 1 冗長ピノト 1二三5旦-没ろから1けに
ピットを問引く

揺醗→--旦き定の問零
ピットを1SI引く

独自の符号化率調整ルール

0実線：当社LDPC符号

0破線：3GPP ターポ符号

0情報長：1476ピット
0加法注ガウス雑音通信路

lE-05 

Eb/NO (dB) 

BER（ビット誤り率）対
Eb/NO（情報ビット単位の信号電力対雑音電力比）特性

レートコンパチブル LDPC符号構造及び誤り率特性

國列車運転台用グラフィックス技術じ <Iじ<lじ<1レ<]じ <Iじ<lじ<1じ<Iじ<Iじ<]じ <1じ<Iじ<Iじ<Iじ<1じ<1じ<Iレ<]じ <I

Graphics for加 inCookpit 

列車運転台表示装置用の二次元グラフィックスLSIコア

とグラフィックスライブラリを開発した。この表示装置は，

列車の速度メータや車両内故障情報などを表示するもので

ある。この開発では従来機種の描画速度を改善し，業界最

高の133M画素／秒での描両を可能にした。また，色選択回

路の追加で従来比200万倍の色数を利用可能とするととも

に多値フォント描画関数やビットマップ描画関数をグラ

フィックスライブラリに搭載し描画画質を高めた。さらに，

パイプライン構成に検討を加えて低コストFPGA用の

lOOKゲート超小型IPコアを実現した。このグラフィック

スコアは， 8ビットカラーで4,096X 4,096画素まで描画可

能である。

列車運転台用グラフィックス基板

圃無線センサネットワークにおける高精度距離測定技術<][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

Distance Measurement Technology with High Accuracy in Wireless Sensor Nenvorks 

無線センサネットワークシステムでは，センシングした

環境データ等を活用するために近隣のセンサノードとの

距離から算出した位置情報を付加することが必要である。

従来，ノード間の距離を測定するには高周波の計測回路を

使用していたため，小型・低消費電力化が容易でなかった。

今回，ノード間で折り返した信号の遅延時間からノード間

の距離を測定する技術を開発した。この技術は，ナノ秒単

位で遅延時間を計測可能な遅延回路を用いて． 5％の精度

（ノード間の距離が 5mのとき25cm)でノード間の距離を

測定することを実現する。この技術は．総務省委託研究

「ユビキタスセンサーネットワーク技術に関する研究開発」

により開発した。

一
ノードB

三
ノードC

亡
ノードD

亡
距離測定回路の構成例
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1. 3 通 信 communication 

圃 GMPLS対応光クロスコネクト<]I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] 
GMPLS-enabled Photonic Cross Connect 

次世代の基幹光伝送網への導入を目的とした光クロスコ

ネクト装置(PhotonicCross Connect : PXC)を開発した。

全光スイッチにより光経路の設定・切換えを行う光ルー

ティング装置であり， IETFで標準化が進めれられている

GMPLS(Generalized Multi Protocol Label Switching)に

準拠した。コアルータや光伝送装置と連携して高速のプロ

ビジョニングやプロテクション， リルーティングを実現す

る。監視制御機能と全光スイッチの完全二重化を始めとす

る高倍頼アーキテクチャによりキャリアグレードの高可用

性を実現している。また，スイッチ容賊を16ポート程度か

ら128ポートを超える大容量まで実現できるだけでなく，

高信頼な自動パッチパネルヘの適用も可能である。

GMPLS制御プレーンにより，光パスを
勒的・高信頼に設定／切替可能

制御プレーン

―9 ̀―く〉べ／‘＿ t'y  7 

光パス

光ネットワークの構成例

國 WiMAX基地局技術 I><]I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] 
WiMAX Technologies for Base Stations 

有線ブロードバンド並みのサービスを移動環境で提供で

きる次祉代高速無線アクセス，モバイルWiMAX基地局用

スケジューリング技術を開発した。この技術は， IPパケッ

トを無線区間で適切に伝送する上で重要な技術である。

今回開発したスケジューラは，以下の特長を持っている。

(1) 無線伝搬とネットワークトラヒックを連携制御し，無

線帯域の利用効率を90％以上確保

(2) 各ユーザーのQoSに応じた低遅延時間優先又は高ス

ループット優先の制御が可能

計算機シミュレーションにより評価を行い，時間変動す

る無線環境で良好なIPパケット伝送特性が得られ，

WiMAXに有効なスケジューラであることが確認できた。

IPネットワークを構築するすべてのノードがルーティン

グ機能を持つことにより，ノード間でのIP通信を実現する

アドホック・ネットワーク・ルーティングプロトコルを開

発した。特長は，動的なゲートウェイ選択及びMobileIP 

による経路制御に基づく複数のゲートウェイを介したイン

ターネット接続であり，以下の効果がある。

(1) 最短ホップのゲートウェイを介した通儒による転送遅

延の削減

(2) 冗長経路の確保による通信の継続性及び信頼性の確保

このルーティングプロトコルをLinuxw:）搭載サーバ

(MDIT製マイクロサーバ）上に実装し，アドホック・ネッ

トワーク上で映像の伝送が可能であることを実証した。

ー無緑 IP • Internet P「otocol
MAC • Media Access Control 
QoS • Quality of Service 
WiMAX • Worldwide Interoperability 

for Microwave Access 

WiMAXスケジューラ
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スケジューラによる制御効果

IIアドホックルーティング技術 I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I> <l I> <l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I> <l I><l I><l I><l I><l 
Ad Hoc Routing Technologies 

IPノード
（マイクロサーバ上に実装）

無線 LANアドホック・ネットワーク
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.分散無線制御技術<]t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] 
Distributed Radio Control Technolo約）

セルラーシステムの無線制御は非常に複雑であり，この

制御部が網のボトルネックになり得る。また，高速パケッ

ト通信などのサービスが随時追加されることから，制御部

は高性能であるとともにスケーラビリティが要求される。

このため，無線制御を分散するパソコンサーバ群により

実現する技術を開発した。無線制御はセル制御と端末制御

に機能分離し，各々を複数サーバで負荷分散する。また，

ゼロコピーによる内部通信，検索レスによる端末やセルの

特定機能を共通基盤として組み込み，制御の高速化を実現

した。

この技術は，端末，基地局等を模擬する基地局制御装置

向け負荷試験装置に適用し， 20万／hの端末発着信に伴う

移動制御が実現できることを実証した。

國送信ピーク電力抑圧技術 l><ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><] 
Peak Power Reduction Technique for刀・ansmitters

無線通信におけるマルチキャリア変調等の大きなピーク

電力を持つ送信信号のピーク電力を低減することで，送儒

アンプの電力高効率化が可能なピーク電力抑圧技術を開発

した。この技術は，以下に示す特長を持ち，次枇代移動体

通信システムやWiMAX(WorldInteroperability for Micro-

wave Access)等に適用可能である。

(1) 適応フィルタの原理に基づき信号のピーク電力を適応

制御することで， ピーク電力と帯域外輻射（ふくしゃ）の

低減が可能

(2) 変調信号のスペクトラム形状に依存しないため，｛言号

のスペクトラム形状が時々刻々と変わるOFDMA(Or-

thogonal Frequency Division Multiple Access)のよう

な無線アクセス方式にも対応可能

↓
ロ□] ル

□□
l□ニ .................................. ・ 

分散無線制御を用いた基地局制御装置向け負荷試験装置
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ピーク電力の大きな信号に対するピーク電力抑圧効果

Ill検疫ネットワーク技術 <ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l> <l l><l l><l l><] 
Quarantine Nehvork System 

イントラネットに接続するパソコンのパッチ適用，ウイ

ルス対策，機密データ賠号化等の管理状況を検査し，ポリ

シー違反パソコンを隔離することでウイルス感染や情報漏

洩（ろうえい）を防止するシステムを開発した。主な特長は

次のとおりである。

(1) インライン設置型の専用装置（検疫ゲート）で端末を検

知・隔離し，迂回（うかい）を許さない確実な防御を実現

(2) 管理者が定義する不可欠／禁止ソフトの動作状況等，

パソコンを常に監視し，違反パソコンを即座に隔離可能

(3) パソコンを隔離しつつオンラインでの治療（パッチ適

用，ウイルスパターン更新等）が可能

(4) VLAN制御プロトコル透過機能により，既設VLANス

ィッチ網に容易に導入可能

\l• 
不正パソコン

*VLANスイッチ環境へのインライン設岡に対応

検疫ネットワークシステムの構築
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Iii UHF帯高効率ドハティ電力増幅器レ <lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<l〉<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<l〉<l〉<lレ<l
A UHF-Band High Efficiency Daherり1Power Amplifier 

放送及び移動体通信用の高出力電力増輻器の消費電力は

大きく，その高効率化は環境問題やランニングコスト低減

のために重要な課題である。当社では，増幅器の高効率化

手法として有力なドハティ増幅器において，更なる高効率

化を図るための新しい手法を開発した。これまでのドハ

ティ増幅器では， 1/4波長線路を用いて負荷変調を行って

いたため，負荷変調ができるインピーダンス範囲に制約が

あった。今回，仮想オープンスタブを用いた新しい高効率

化手法を開発し，負荷変調インピーダンス範囲の拡大を図

ることでバックオフ効率の飛躍的な向上を図った。この手

法をUHF帯250W級ドハティ増幅器に適用することで，枇

界最高レベルのバックオフ効率43.4％を実現した。

MEMS技術を用いてミリ波帯レーダ刷けのアンテナ素

子を開発した。ミリ波帯において高い指向性を得るために

は，一辺が数mmの小型アンテナ素子をアレー配置する必

要があり， これを満たすにはウェーハレベルでのシリコン

MEMS技術が有効である。開発した素子は放射基板と給

電基板の 2層構造からなり，放射効率を上げるためのキャ

ビティを給電基板側に設けてアンテナ特性の設計に自由度

を持たせる独自構造を考案した。この構造を実現するため

に，キャビティ底而への高精度製版技術，不要放射抑制の

ための接地用貰通ビア技術，低温基板接合技術を開発した。

その結果，実用レベルの放射効率(73%）とアレー化を両立

できるW帯アンテナ素子(3.2mm角）を実現した。

IN 

負荷変調インピーダンス

冒免

R
 

60, 
|o：学会発表注能国：今回開発I

□:悶
20 30 40 50 60 70 

飽和電力(dBm)

lOdB出カバックオフ動作時の

ドハティ増幅器の効率

ドハティ増幅器の回路構成と効率性能比較

璽ミリ波帯 MEMSアンテナ素子 <lレ<l><l＞<lレ<l＞<lレ<lレ<lレ<l><lレ<lレ<lレ<lレ<l><lレ<l><lレ<l〉<lレくl
Millimeter -Wave Band MEMS Antenna Element 

給電基板 貫通ピア

断面構造 素子写真

［ 三~:!実/!：；；tA)〗0/td三゜］゜｀
アンテナ素子の断面構造，外観及び放射パターン

圃 GPS受信機の高感度化技術<lレ<l＞<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<l><lレ<l><lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<l><l＞<l＞<lレ<l
A Si,per Sensitive GPS Receiver 

GPS(Global Positioning System: 全地球測位システム）

受信機は，衛星の送信する電波が到来するまでの時間遅延

量を推定して測位する。しかし，信号が弱くなると，遅延

量を正しく推定することが困難になる。今回，事後確率を

演算し，遅延蟄を拙定する方式を肌界で初めて開発した。

その結果，誤差の平均値を最小に抑え，感度を理論限界ま

で高めることが可能になった。さらに，検証用の圃路を作

製し，雑音に埋もれた受信電カー163dBmのGPS電波から

正しい遅延量を推定する原理検証を完了した。

この電力は他社高感度受信機が最低受信電力としてカ

タログに記載している電カー160dBmの半分である。
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検証用回路が霜カー l63dBmのGPS信号を受信して遅延□（横粕）に対する串
後確率（縦釉）を求めた結果の例（画面出力を絹集）。平後確率最大となる遅延

星の推定方式は，推定誤差の平均1直を最小に抑える。

電カー 163dBmのGPS信号から検出した信号ピーク
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1. 4 エネルギー・産業機器 Energy & Industrial Machinery 

圏燃料電池の運転信頼性向上 <II><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I 
Reliabi/il_), improvement of Fuel Cell 

家庭用などの定置型燃料電池システムでは，起動と停止

の繰り返し運転が必要不可欠である。この起動停止運転に

おいては，これまで軍池スタックの性能低下が大きな課題

であった。今回，電気化学分析と質最分析を合わせた手法

を活用した起動停止時の電極劣化メカニズムの解析に基づ

き，電池スタックの高電位を回避することで電極劣化を抑

制する運転制御方法を開発した。この運転方式を燃料電池

システムに適用することで，起動停止時の電池スタックの

性能低下を抑制でき，実システム運転モードの試験におい

て業界トップレベルの信頓性を実現した。

この研究の一部は，新エネルギー・産業技術総合開発機

構(NEDO)の委託により実施した。

園寒冷地向け CO2ヒートポンプ給湯用二段ロータリ圧縮機 <] [><] [><l ＞<l ＞<l ＞<l ＞<] [><] [><] [><l ＞<] [><l ＞<] [><] 
Two -Stage Rota1y Compressor/or CO2 l-leat Pump Water Heater in Cold Regions 

地球温室効果ガス削減のため，環境に優しいco2f令媒

を用いた高効率なヒートボンプ式電気給湯機の普及促進が

施策されている。当社は， NEDO共同研究「寒冷地対応二

段圧縮式ヒートポンプ給湯機の実用化開発」 (2005- 2006 

年度）に参画し，寒冷地＊で給湯能力 6kW級の高効率二段

ロータリ圧縮機を開発した。①低圧から中間圧， さらに高

圧まで二段階圧縮する過程の中間圧部へ冷媒を追加注人し

加熱能力を増加させ，寒冷地冬期条件で必要な給湯能力を

確保した。②寒冷地向け給湯機の冬期エネルギー効率を現

状製品より 20％向上するため，二段ロータリ圧縮機特有の

損失を見いだして効率を 5％改善する技術を開発した。

＊ 寒冷地：最低外気温が一10~-20℃以下の地域

， l]［．pロニwsystem

「試験1期間 l1年

0 50 100 150 200 

起動停止回数

電極劣化を抑制する運転方法をシステムで検証

冷媒注入ポート

中閻圧連結管

口 介

試作圧縮機の外観
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園エレベーターの地震対応技術ー長周期振動検知― l><ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><] 
Elevator Technolo邸 forSeismic Emergency - Detection of Long Cycle Vibration -

地震による建物の長周期微振動と，エレベーターロープ

横振動が共振しロープの振幅が増大して昇降路内機器と接

触し，機器損傷によりかごが走行不能となるのを防止する

技術である。建物加速度レベルを検知する従来の地震感知

器では，長周期微振動によるロープ横振動の増大は検知困

難であった。そこで，建物加速度からロープ横振動を推定

するアルゴリズムを開発した。この技術は，以下の特長を

持っている。①ロープの非線形振動モデルを基に，ロープ

横振幅をリアルタイムに推定。②従来地震感知器では検知

できない建物微振動に対し，ロープ共振現象を推定可能。

③ロープ横振動の椎定により，振幅増大前にエレベーター

を非共振階に移動するなどの退避動作（管制運転）へ利用可

能。

ロープと昇降路
機器が接触
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-------直ーp や弔→戸＇ 新しい管制運転動作

（ロープ振幅増大回避）
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長周期振動検知アルゴリズム
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II省エネルギー支援システムにおける計測データの‘‘見える化” <l p<lじ<lp<lじ<lじ<lじ<lp<lじ<lレ<lじ<lレ<lp<l 
Visualization of Monitoring Data on an Energy -Saving Support System 

省エネルギー支援機器の計測データを最新のWeb技術

により“見える化＇する。特長は次のとおりである。

(1) SVGを応用し， MicrosoftVisio等の市販ツールで作成

した図面や既存のCAD図面から監視画面を実現する手

法を開発した。また， Ajaxを応用し，画面の変更箇所

のみをリアルタイム更新する手法を開発した。以上によ

り，工場配置図等の上にデータや警告を表示する‘‘グラ

フィック監視機能”を実現し，従来手法に比べて，起動

時間を大幅短縮した。さらに，画面の拡縮や吹き出し表

示等の高度な表示機能も容易に実現可能である。

(2) “データサーバ機能’'を開発し，従来は困難であった複

数種類の機種に対する統合監視を実現した。

前記(1), (2)の開発により，システム製作時間を半減した。

省エネルギー支援機器の計測データの“見える化’'の概要

1111最適化技術を適用した年間発電機需給運用計画システムじ <lじ<]じ <lじ<]l><lじ<lじ<lじ<]じ <]l><lレ<lじ<lじ<lじ<l
Development of Long-Term Generation Scheduling System with Optimization Technique 

電力事業者向けの需給運用計画は各種制約条件下で経済

的な発電計画を立案する技術であり，電力自由化／環境制

約への対応を含む今後の電力需給／戦略系ビジネスの中核

である。当社では，従来最適化が困難であった年間需給運

用計画について，以下の特長を持つ自動最適策定システム

のプロト機を開発した。

(1) 対象間題を発電機起動停止状態／出力値の各決定問題

としてとらえ，それぞれ離散系及び連続系最適化手法の

開発により総燃料コストを約 3％向上（当社従来技術と

の比較テスト結果）

(2) 従来技術では対応が困難であった複数の長期制約条件

（起動停止回数，燃料消費景等）を計画ロジックに実装

[―-----―： 年問需給計画結果

．三三い
l～数年 時間

‘̀̀ i 、99‘‘~ Jヽi,T~V＼ヽ竿
9..、
’¢’’ 
l-9---

”々、 発電機起動停止状態の決定

9>• ノ／ （離散系最適化問題）

5ocl I Iい一→ ' i 

2.500 

2.000 

時間

年間発電機需給運用計画問題のイメージ

1. 5 半導体デバイス Semiconductor Device 

Ill 50A級 SiC-SBD<lp<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lレ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lレ<lレ<lじ<lじ<lじ<lレ<lじ<lじ<lじ<lじ<l
SOA Class SiC-SBD 

SiCを用いたパワー半尊体の実現はパワーモジュールの

低損失化・小型化・高耐熱化に期待されており，素子性能

の向上とともに，素子の大容量化が求められている。

当社では， SiC特有の高温プロセスを含むSiC試作プロセ

スを改善し，プロセス起因による素子不具合発生率を低減

した。その結果ショットキー電極面積の拡大に伴う素子

合格率低下が改善され，業界トップレベルのショットキー

電極 5mm角の50A級SiC-SBDを実現した。ショットキー

電極材料にはTiを選定し，終端耐圧構造を採用すること

で耐圧L2kVを実現し， Vf=L4Vで50A以上の通電を確認

した。今後は，更なるプロセスの改善と基板品質向上によ

る素子合格率の改善と，更なる大電流化を目指していく。
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50A級SiC-SBDの1-V特性
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國トンネル磁気抵抗効果型磁界センサ技術 <lじ<1じ<1レ<1じ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<l
Magnetic Sensor Technolo四 UsingTunneling Magnetoresistive Effect 

位置検出，回転検出，電流検出などの分野で磁界センサ

が広く利用されている。当社では，従来の磁界センサに比

較して高感度・高精度で耐環境性に優れたトンネル磁気抵

抗効果型磁界センサの開発を進めている。今回，原子層レ

ベルの薄膜制御技術による 2nmのトンネル絶縁層形成と

感磁部となる強磁性層に対する磁界中熱処理技術を用いる

ことにより， 土200eの線形動作領域において標準的な

ホール素子の約100倍となる高感度化を達成した。なお，

試作素子サイズは 3μmx30μmと小さく，制御IC(Inte-

grated Circuit)への高密度実装によるセンサの小型化も可

能である。

1. 6 材料。基盤技術 Materials & Basic Technology 

5 ___,,.,... 

ィll l,  1 l l l l I l l l l礼1 l l l l | 
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磁界 (De)

試作トンネル磁気抵抗効果素子の出力特性

國品質工学を用いた受配電機器の絶縁余寿命推定技術じ <lレ<lレ<lじ<lじ<1じ<1じ<1レ<l＞<1＞<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<l
Remaining Service LifiとDiagnosisTechnolo図 ofInsulator for Power Distribution Equipment using Qua!切 Engineering.

遮断器等の受配電機器を対象とした絶縁余寿命椎定技術

を業界で初めて開発した。

この技術は絶縁物の化学的評価結呆に品質工学の一手法

であるマハラノビス・タグチ (MT)法を適用したことが特

徴で，測定可能な抵抗範囲を拡大し従来の絶縁抵抗計では

実現できなかった新品から放電発生までの状態の連続的な

診断を可能にした。

絶縁余寿命推定技術を受配電機器の診断•更新ビジネス

ヘ展開中であり，余寿命を年単位で推定でき，ポリエステ

ルやフェノール等の絶縁物へ適用できる点が甑客から非常

に高い評価を受けている。

こ亨MT法による余寿命診断の概要 遮断器絶縁物の外観

.超硬材料の防食技術じ <l><l＞<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<l><lじ<l><lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<l><lじ<l><lじ<lじ<l
Development of the New Corrosion Protection for Cemented Carbide. 

ワイヤ放電加工機に対し，加工精度を長く保つことがで

きる金型用超硬材料(WC-Co)の加工ニーズが高まってい

る。当社は安全性も加工精度も高い水を加工液に使用して

いるが，金型用超硬材料の防食措置がユーザーに任されて

おり防食管理が困難であった。水加工液中のWC-Coの腐

食要因はCoの溶解及びWC-CoとWC-Coを固定する定盤

(SUS410)間の異種金属腐食である。腐食対策としてイオ

ン交換樹脂を用いて水質を改質することにより Coの溶解

を抑制した。さらに定盤周囲に設けた電極をプラス電位

に保つことにより，異種金属接触腐食を防止した。

この技術は， 2006年 4月に，ワイヤ放電加工機に

AquaSurface Control技術として搭載された。

50 

防良適用前：定盤上の超硬
材料が閉食

ワイヤ

超硬材料の防食技術と防食技術搭載装置
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園衛星用 CFRP表皮ヒートパイプパネル[><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [> <] [><] [><] [><] 
CFRP Faceskin Heat Pipe Panels for Space Satellite 

将来の通倍・放送衛星用構体パネルでは多数の高発熱

機器を高密度に実装するため，熱輸送能力の高いヒートパ

イプの組み込みが不可欠である。パネルの軽量化と寸法安

定性の向上には，炭素繊維強化プラスチック (CFRP)を表

皮とするハニカムサンドイッチパネルの内部にアルミ製の

ヒートパイプを組み込んだヒートパイプパネルが有効だが，

異種材料間の熱膨張差による熱応力問題の解決が課題で

あった。

このヒートパイプパネルでは， CFRPの表皮に異なるタ

イプの炭素繊維を組み合わせたハイブリッド型の異方性配

向設計を行うことにより， この熱応力問題を解決した。従

来のアルミ表皮以上の熱拡散性を保持しながら，熱変形が

1/5以下で質量が20~ 50％低減できる特長を持っている。

ルミヒート
パイプ

CFRP表皮ヒートパイプパネル

■超小型非冷却赤外センサ用チップスケール真空封止技術 <l l><l ＞<l ><l ＞<l ><l l><l l><l ＞<l l><l l><l ><l ><l l><] 
Chip Scale Vacuum Packaging Technology for Small Uncooled li?fi・ared Sensor 

超小型非冷却赤外センサを実現するために従来のセラ

ミックパッケージと同等の真空封止をチップスケールで実

現するチップスケール真空封止技術を開発した。 25μm

ピッチ160X 120画素のSOI(Silicon On Insulator)ダイオー

ド方式非冷却赤外センサに適用し，雑音等価温度差が

60mK以下の良好な赤外画像を得て，その有効性を示した。

開発品は以下の特長を持っている。

①従来比約 l/70の大きさ (14.5x 13.5 x 1.2 (mm)）の真空

封止パッケージを実現。②赤外センサウェーハの各素子上

に封止蓋を配置し，ウェーハレベルで一括同時に，複数の

チップスケール真空封止を実現。③溶融はんだ吐出法を用

いた独自の封止技術により， 0.5Pa以下の真空度を実現。

チッフスケール真空封止パッケージ
(l 4.5X l 3.5X l.2 (mm)) 

チップスケール真空封止非冷却赤外センサ

圃垂直配向型 LCDのセルギャップ測定技術 l><l><l＞<ll><l ＞<] l><l ＞<] l><l ＞<l ><l ＞<l l><l l><l ＞ <l l><l ＞<l ＞<] 

Gap Measurement Method for Vertically Aligned Liquid C,ystal Cells 

液晶デイスプレイ (LCD)の液晶層厚（セルギャップ）は

表示品位を左右する重要なパラメータである。しかし，液

晶テレビや携幣電話に用いられる垂直配向(VerticalAlign-

ment: VA)型LCDではそのギャップを正確に評価でき

る市販装置がなく，信頼度の高い評価装置が求められてい

た。今回，測定光をLCDに対し斜めに人射し，光透過率

の偏光依存性や液晶の微小な傾きを厳密に補正する新たな

高精度測定法を考案し， VA型LCDにおいてもギャップを

正確に評価できる測定技術を開発した。なお，この技術は，

名菱テクニカ製液晶パネル検査装置“LCDAnalyzerシ

リーズ”の新機種に採用され，製品化されている。

1.研究・開発

LCD Analyzer "LCA -LUV 2" 
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1. 7 生産インフラ・設計技術 Production Infrastructure & Design Technology 

園全社共通認証システムのディレクトリ連携基盤構築 I><II><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I 
Integrated !1沿astructureBuilding of Corporate Authentication System and Directmy Service System 

情報リソースヘのアクセス制御は． Webアクセス環境

では，全社デイレクトリサービスシステム (DSS)のユー

ザー情報を利用した共通認証システムによるユーザー認

証・認可で実現している。一方， Windowsm:）環境でのユー

ザー認証・認可は全社アクティブデイレクトリ (AD)で

行っている。さらに，人事システムと連動したユーザー情

報の管理基盤として． DSSとADの連携システムを構築し，

DSSとADのユーザー情報の同期をとっている。これにより，

人事情報に連動したユーザー情報の一元管理（ユーザー

ID・グループの改廃，不正アカウントの排除など）と，ユー

ザー情報を基にしたアカウントごとのアクセス権の管理・

強化を実現している。

ユーザー情報統合管理環境

.全社アクティブディレクトリを活用したユビキタスプリントシステム＞＜じ4t><t>< t>< ＞＜ t>< ＞4 t>< ＞4 >4 
Ubiquitous Printing System for MFP using Employee Identification IC -Card with Active Direct01y 

パソコンからの印刷，文書のコピー， FAX送信を管理

し機密情報漏洩（ろうえい）を防止する仕組みとして， IC

カード社員証と全社アクティブデイレクトリを利用したセ

キュアなICカード認証複合機システム（ユビキタスプリン

ト）を構築した。システムの特長は①複合機にICカード社

員証をかざしアクティブデイレクトリで認証されると複合

機が利用可能，②パソコンからの印刷はフロア内のどの複

合機からでも可能③複合機のすべての利用ログを保管可

能にしたことである。ユビキタスプリントシステムにより，

パソコンからの印澗文書が他人のものと混在したり，複合

機にそのまま放置されるという事態を防ぎ，機密情報や個

人情報が記載された文書の紛失や不正持出しを防止できる。

誡ーロ~-/(
I ①印刷指示 I 

全社アクティブディレクトリを活用したユビキタスプリントシステム

國パソコンセキュリティ統合管理システム “SecurePC-MAN" く[><1I> <1 I> <1 I> <1 I> <1 I> <1 I> <1 I> <1 I> <1 I> <1 I> <1 I> <1 
SecurePC-MAN: An Integrated Security Management System.for PC 

パソコンのセキュリティを確保するためには，ウイルス

対策，情報漏洩（ろうえい）対策等が必要であり，当社では，

これらを確実に実施することを目的に，杜内のパソコン環

境に適したパソコンセキュリティ統合管理システム

(SecurePC-MAN)の開発を行った。代表的な機能には，

①許可のない不正なパソコンのネットワーク接続を排除す

る機能，②セキュリティ修正プログラムの自動適用機能，

③ファイルの暗号化機能，④情報漏洩につながる危険なソ

フトウェアの利用を制限する機能等がある。

現在は，各機能のより一層の強化に着手しており， これ

ら機能はSecurePC-MANが備えている自己バージョン

ァップ機能を利用することで，容易に展開が可能となって

いる。
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不正パソコン モパイル（持出し）パソコン

SecurePC -MANの機能イメージ図
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Ill MOLDISオープン化（量販系営業情報システムダウンサイジング) <] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

Porting to the Open Platform of MOLD JS (Downsizing of Sales IFiformation System) 

支社．製作所．配送センターから販売会社．代理店，販

売店，最販店まで約 2千拠点， 5千端末をネットワーク接

続し，当社最販系製品の受発注，手配，出荷業務を支援す

る量販系営業情報システム (MOLDIS)をIBMメインフ

レーム機からオープン系サーバ機へ切換えた。データ通信

機能とデータ管理機能は，オープン系の新技術を活用し新

規に開発した。業務アプリケーション (APP)は，既存プ

ログラムを最大限に流用してシステムを構築した。また，

東西 2拠点を 1拠点に集約し，開発費の抑制とシステム運

営費用の大幅な削減を実現するとともに，処理性能の大幅

な向上とハードウェア，ネットワークの二重化による障害

時の早期復旧を可能とした。

畠
〗
：

畠
[
-
5

MOLじIS: Mitsubishi Online Distribution Information System 
IMS : IBMメインフレームでのトランザクション芭迎システムとデータ

ベース管理システムの総称
MO : IBM社製のメッセージ・キューを介してテータ交換を行う通信ミ

ドルウェア
CICS : IBM社製のトランザクションをスケジューリングするミドルウェア

システム構成図

Ill新 MOLDIS基盤を活用した当社二次取引先向け発注 Webシステムの再構築<][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] I><] 

Reconstruction of Order-Web System for Dealers using New MOLDIS Jrifrastructure 

当社二次取引先向け発注Webシステム（以下“Web” とい

う。）が活用している新MOLDIS基盤の特徴は，①

DBZUDBとOracleDB間のレプリケーション実現，②Web

とMOLDIS間通信へのMQ採用である。従来のWeb方式は，

専用サーバ経由でMOLDISのDB（データベース）更新情報

(16万件／日）を受信して自身のDBを更新していたため，

データ更新が最大20分遅延していた。今回の方式では，①

DB更新情報の受信及び受信内容に基づく WebのDB更新の

廃止と，②専用サーバを介さないWebとMOLDISの匝接

通倍により，ほぼリアルタイムのデータ更新を実現した結

果，利用者（当社二次取引先）に対する応答性能を大幅に改

善した。

MOLOIS : Mitsubishi Online Distribution Information System。屈販系営業恰報システム。

082UDB: IBM社製のリレーショナル・データ・ベース。パージョンB.2を採用。

Oracle DB: Oracle社製のリレーショナル・データ•ペース。パージョンm2を採用。

MO : WebSpheraMQ。IBM社製のメッセージ・キューを介してデータ交換を行う過1己ミドルウェア。

再構築後の当社二次取引先向け発注 Webシステム基盤構成図

圃空調機グローバル PSIシステム構築<][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

LES Global Consolidated PSI (Production -Sales -JnventOJy) System 

空調機事業におけるグローバルシェア拡大及び冊界市場

への“JUSTIN供給体制”確立の一環として，製販連携で

の効率的な在庫連常による迅速な経営判断ができる仕組み

を目指した空調機グローバルPSIシステムを構築した。

従来，欧州販売会社各支店では個別に調達管理を行って

いたが，今回，型名を統一することで，欧州全休での在廂

過不足調整ができるトータル調達管理を実現した。また，

実績把握の管理サイクルを月次から日次とすることで迅速

な経営判断を可能とした。さらに注残データ，輸送中在

庫，対前年度実績比較等の総合的なトレンド分析と，適正

在庫月数をベースとした購入数算出により，欧州販売会社

各支店のPSI精度向上を図り，製販連携強化の基盤を確立

した。

P /0  : Purchase Order 

B/0: Back Orde「

PSI : P「oduction. Sales. 
Inventory 

空調機グローバル PSIシステム概要
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11海外拠点の情報連携システム 1><11><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 
Sharing Production l吋ormationbet;veen the Domestic Works and the Overseas Works 

車両ビジネスは国内マザー工場から海外拠点への部品供

給が増えており，洵外拠点での生産に必要な部品の所要最

情報がマザー工場側でタイムリーに入手できず，この結果，

部品供給のコントロールがうまく行えずに部品の不足を起

こし，エア便の利用による物流費の増加を招いていた。そ

こで，海外拠点の生産計画と在庫状況，マザー工場からの

出荷情報を連携させ，当月を含め 3か月先までの出荷予定，

過不足状況を明確にするシステムを開発して運用を開始した。

その結果，内作品の生産順序見匝しと購入部品の納期調

整対象品が明確になり，部品の供給遅れによるエア便出荷

の削減と，海外拠点における部品供給の欠品改善が図られ

た。今後順次適用拡大していく予定である。

I海外拠点I I国内拠点I
曹~~· ~ ・ "▼・・ ~ ·曹..●曹曹~· ~曹曹~”・~ ~曹● ~曹曹曹曹~·・ ~ ~ ·曹曹~·· ~曹..•▲«· ~曹··············曹曹曹▲”~ ~曹曹● ~ ・ ~ ~曹·····曹....曹曹...● ~曹曹”: 9 ~．．曹曹……•曹曹曹~”~・ ~ ~曹~« ~曹~ ~ ~曹•« ~ ~ ~曹曹~« ~ ~ 

l 元出土屯 I 

三 ＊急；；.1竿：l：：：奎

国内外生産拠点における生産情報共有・全体関連図

圃海外拠点連結補充生産システム <lI><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l 
Replenishment System of Invent01y for Overseas Factories 

自動車事業のグローバル化に伴い，悔外への工場進出が

増える中，部品加工工場，最終組立て工場というようにエ

場ごとに役割を分担し，最適生産体制を目指している。今

回，多品種変量生産の進展に合わせて，国内マザー工場

（部品工場）での部品補充管理の確立をねらい，複数の海外

組立て工場側の生産管理情報（生産計画，部品の受入れ・

払出し実績在庫情報）を国内マザー工場側で逐次参照で

きる情報インフラを整備した。その生産管理情報を活用し

て部品別グローバル在庫基準を週次で見直し，在庫基準，

在庫情報輸送手段に基づいて各出荷及び倉入れ指示の優

先順位を最適化する生産指示システムを開発し禅入した。

海外拠点連結補充生産システム概要図

園菱電工機エンジニアリング（株）向け基幹業務システム構築 I><lI><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l 
Building a Mission -Critical System of Ryoden Koki Engineering Co., Ltd. 

放電加工機レーザ加工機数値制御装置の保守サービ

ス会社である菱電工機エンジニアリング（株）では“経営環境

の変化に対応できる経営体質の強化”を実現する新サービ

ス体制の検討を行ってきた。この新サービス休制の中核と

して，基幹業務システムCS-SIP(Corporate Standard Ser-

vice Information Processing)を構築した。

CS-SIPでは，部品センターと全国26か所のサービス拠

点の業務をサポートすることにより，以下のサービス業務

の効率化とCS向上を図った。

(1) 全国の顧客情報・修理情報一元化による厠客管理強化

(2) サービス部品の物流効率化とトレーサビリティ導入

(3) i呆守履歴蓄積・市場品質分析による初回完治率の向上
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園人事情報システムの再構築 <ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><] 
Restructuring of Personnel Information Systems with Downsizing 

30年近くにわたり当社ホスト計算機上で稼働していた人

事情報システム基幹機能（人事管理給与計算他）のオープ

ン環境へのダウンサイジングを実施した。ダウンサイジン

グに当たっては．従来の手作りによるシステム開発ではな

＜．市販のパッケージソフトを活用することにより開発工

数を当初想定規模の約1/2に削減できた。また，従来．事

業所ごとに運営していた人事業務の標準化を行い．本社へ

の集約を図った（事業所独自項Hの廃止等）。

これらの施策により．従来のホスト環境と比較して，侮

年の人事情報システム開発1呆守のエ数を約1/2に抑えるこ

とが可能となった。

園最適化ウェーハ処理順序計画システム 1><JI><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J 
Production Scheduling System/or WqfとrFabrication 

複雑な工程制約条件を持つウェーハ生産ラインにおいて，

設備を有効利用しラインの生産性向上を実現するため，従

来人手では困難であったウェーハ処理順序計画作成を自動

計算するシステムを開発し導入した。

主な特長は，次のとおりである。

(1) 工程管理システムと連携し，生産ライン状況（生産進

捗（しんちょく），設備状態）を高精度かつリアルタイム

に把握する。

(2) 生産計画と設備能力を基に，各工程における処理順序

計画を自動計算し，ライン作業者へ作業指示を行う。

(3) 特急ロット発生などの生産計画変動に加え，刻々と変

化する生産ライン状況をフィードバック計算し，生産条

件変化に追従したウェーハ処理順序計画作成を実現する。

既存システム

［二闘冒こ」 ニ
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．令

□互］........................................................ ： 新人事情報システム（市販パッケージ）

竺；：i］員サーロロ
: I t |. ： 関係会社独自給与システム : 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

人事情報システム全体概念図

対
外
取
引
機
関

二
ウェーハ処理順序計画システム概要

圏電気・電子部品情報一括検索システム “PartsNAVI"I><] ><] > <] ><]じ<]><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 
Electricit;1 and Electronic Parts Information Search System "PartsNAVI" 

電気・電子部品を対象として，当社で扱う部品の情報（購

入実績部品カタログ，評価・認定情報， RoHSなどの含

有化学物質情報など）を共通のデータベースとして一元管

理し，社内の設計・評価・品証・資材部門を始め各部門で，

Webブラウザ上から容易に部品情報を検索し活用できる

システムPartsNAVIを構築した。

これにより①購入部品による製品不具合未然防止（品

質向上，品質コスト削減），②部品選定・評価業務の効率化，

③原価低減の誰進（部品コストの低減）の効果が期待できる。
PartsNAVI概要構成と画面例
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薗国内外の新工場立上げスタートアップ・エンジニアリング <lt><l t><l t><l t><l t> <l t><l t> <l t><l t><l t> <l t><l t><l t><] 

Start -up Engineering.for New Plants in the World Wide 

事業のグローバル化に伴い，空調機，昇降機，車載用電

装品， FA機器等の販売規模が急増しており，国内及び悔

外市場における当社製品の競争力強化のためには現地生産

休制の整備・強化が不可欠である。従来，工場の発展段階

をI立上げ期， II成長期， III独立期， W連携期の 4つに層

別し，①工場運営の基本整備を目指した生産方式・管理方

式，②工期短縮・業務多サイクル化など国内拠点改善で

培った管理技術③グローバル化に向けた製造販売や国内

外拠点間連携の管理技術を開発し適用してきた。

現在，立上げ期から独立期までをカバーする新工場立上

げの計画立案とともに①②③の迅速化・高度化・拡張性

を踏まえた管理技術の開発・蓄積を拙進中である。

□□三＞ 1l成長期＞□□□邑三三□＞□:日已□〉
①-l 生産方式桶築
0 生産レイアウト設計
0 ライン編成•生産迎営構築
0 設備・機器の据付け，工事を

含めた工場立上げ管理
①-2 生産管理業務構築
0製品及び部品の入出屈管理，
工場内物流蓬営構築
0業務自動化・効率化

［酒用甲業l
FA機器，車載用電装品，
空調機，昇降機

②OCD(Ouality Cost Delivery)向上を目指
した高効率生産体制構築
0工期短縮（フィーダ・組立同期）
0業務多サイクル化（月次→半月→週次）
0生産計画の引付け確定
0 部品調達納期の短縮・納入筐理強化
0 管理指標の見える化

マザー工場との連挟強化
0ノックダウン部品調達・納入管理の強化
0製造基準愉報管理の強化
③-2 海外販売会社と生産拠点との迪拠強化
•PSI (P「oduction-Sa les-lnventry)計画
• SCM(Supply Chain Management) 

スタートアップ・エンジニアリング構築ステップと管理技術マップ

圏仕様書の自動チェックによる設計不具合防止支援技術<][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

Design Support Technology to Prevent Defects in Specification Documents 

仕様書と設計知識を照合することで，仕様書中の問題箇

所と参照すべき関連情報をシステム側から自動提示し，設

計の上流過程で不具合を予防する技術を実現した。技術的

特長を以下に示す。①外部の部品データベースやシソーラ

ス辞書を用いて，仕様書に記載されない情報（使用部品の

材質等）を補完したり用語の表記揺れを吸収しながら，仕

様書の内容と設計知識を照合する知識表現グラフ・文書内

容照合技術。②不具合事例等を言語解析して部品名や部品

材質等の用語を自動抽出することで，設計知識の作成作業

を効率化するチェック用知識作成支援技術。

上記技術により，記述の抽象度が異なる仕様書と設計知

識との照合を可能とし，実製品設計にて有効な指摘数0,87

件／頁の性能を得た。

表記揺れ

記述の抽象度の‘

外部情報

知識表現グラフ曇文書内容照合技術

園定量分析に基づく‘ノフトウェアプロセス改善<][><][><][><][><][><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [>＜］ 

Sojhvare Process Improvement based on Quantitative Anaかsis

ソフトウェアの品質•生産性向上のために定批的な

データ分析に基づくプロセス改善手法を確立した。

(1) 独自に開発した定量的ソフトウェア管理システムから，

不具合情報，開発規模，エ数情報等のデータをプロセス

検査表に集計

(2) 集計したデータを複合的手法により分析し，ソフト

ウェアの品質及びプロセスの改善点を明確化

(3) 上記情報を組織資産としてデータベース化し，次回見

積りやプロセス定義への利用による継続的改善活動

製造現場の“見える化＂活動にならった上記取り組みを，

FA関連機器，ルームエアコン，昇降機等の製品で椎辿し

品質向上に貢献している。
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國可動機構設計フロントローディング技術と製品への適用

Practical Viability of Front Loading Mechanical Motion Design 

電子機器製品の可動機構開発において，従来の製品試作

機による実機確認を中心とした開発スタイルの改善（設計

での品質の作り込み）を目的に開発初期段階で適用可能

な設計検証手法を構築した。機梢部品形状，ジョイント構

造，駆動トルク等の相互関係を，簡易試作による実験と三

次元CADモデルによる機構シミュレーションを併用する

ことで分析し，さらに応答曲面法を用いて定式化するこ

とにより，製品構想設計段階での可動機構部パラメータ検

討を可能とした。

この手法を“ムーブアイ’'搭載ルームエアコン室内機の開

発に適用し，広角ワイド気流• Wフラップマルチゾーン風

向制御機構を実現した。

II太陽電池パネルの回路設計検証技術<]1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 
Circuit Design Verification Technology of Solar Array Panel 

人工衛星用太陽電池パネルの設計において，パネルを構

成する個々の太陽電池セルの電流ー電圧特性をモデル化し．

任意の配置構成でのパネル電力出力特性を算出する解析技

術を開発した。太陽電池セルは確率的に個々の出力特性が

ばらつくため．その特性分布を考慮した配置設計と試験調

整が必要となる。この解析技術により，設計初期段階での

パネル回路検証を実施することで．人工衛星の電力仕様に

応じた最適なセル配置を短時間・高精度で実現可能とした。

さらに．この技術を宇宙空間で発生する太陽電池セル表

面での帯電によるトリガー放電解析に応用することで，人

工衛星の生命線である太陽電池パネルの安全性／信頼性／

品質の確保に効呆を上げている。

I><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1> <] 1><] 1><] 1><] 1> <] 

刀

↑

＼

＼

ぃ

三次元CADモデルによる
機構解析シミュレーション

可動機構設計フロントローディング技術

太陽電池セル電流ー電庄特性モデル化 ゾ＇］ 応

ニ 三
I太陽軍池セル単体モデルI

太陽電池パネル出力電力特性解析モデル

太陽電池パネル出力電力特性解析モデル

國圧縮機の熱かしめ組立て技術 I><]1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 
New Assembling Techno!o邸 ofThermal Caulking for Compressors 

空調用圧縮機の小型高性能化をねらいとして，熱かしめ

工法を開発した。従来はアークスポット溶接で圧縮機メカ

部を外郭筐体（きょうたい）に固定していたが，今回のエ法

では，局所予熱した外郭筐体に特殊形状のエ具でかしめ固

定するスパッタレスエ法を実現した。新工法により，メカ

部の組立てひずみを半減化でき，通年エネルギー消費効率

(APF)が従来比で 2％向上した。また，容量上限拡大が

可能となり，業務用パッケージエアコン用の 3馬カクラス

圧縮機として世界最軽量(14.0→8.6kg)を実現した。
かしめ部拡大

庄縮機外観

かしめ固定部詳細
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國 LTCCの高精細パターニング技術 t><It><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I 
Fine Fattening of'LTCC 

高周波モジュール用パッケージの小型化・機能部品内蔵

化を目的としてLTCC (Low Temperature Co-fired Ceramics) 

基板に形成する配線の微細化に取り組んでいる。

第一の方法として，焼成後の基板に感光性ペーストを塗

布・露光・現像することによりパターニングを行い，その

後 LTCCの焼結温度より低い温度で再焼成する方式を用

いて， 30μmの微細配線形成に成功した。また，第二の方

法として， UV反射防止処理を施すことでマスクの乳剤の

解像性を高めた高メッシュマスクと，分散処理と粒子径分

布を最適化したAgナノフィラーを用いたペーストを作製・

適用することにより，従来のスクリーン印刷法を用いた場

合でも30μmの微細配線形成を可能にした。

従来：スクリーン印刷 感光性ペースト酒用

ナノペースト＋新マスク ナノペースト＋粒子最適化＋新マスク

LTCC上に形成した配線パターン

園マイクロバブル洗浄機 <lt><lt> <l t> <l t><l t><l t><l t> <l t> <l t> <l t><l t><l t><l t> <l t> <l t><l t><l t> <l t><l t><l t> <l t> <] 

New Chemical -less Cleaning Machine based on Microbubble Technology 

従来，機械・精密部品に付着したプレス池等を洗浄する

脱脂工程では，アルカリ洗浄液の劣化や超音波素子の故障

が起きやすかった。これを解決するために，環境負荷の少

ない0.1％の希薄アルコール系洗浄水で生成させた高濃度

のマイクロバブル(lOOμm以下の微小気泡）を用いた洗浄装

置を開発した。また，浮上汚れを迅速に分離するオーバー

フロー型の洗浄槽構造とし，超音波洗浄と比較して同程度

以上の洗浄能力と，従来比 2倍以上の液寿命を達成した。

当社福山製作所内のプレス洗浄工程にこの装罹を導入し，

2006年 6月から稼働中であり， 2か月間液交換なしで，ラ

ンニングコスト 10分の 1以下の実禎を得た。 洗浄方式概略説明図

園光送受信器試験技術[><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

Test Technology of Optical T,・ansceiver and Receiver 

光通信のキーパーツである光送受信器（光・電気変換器）

に対し，小型恒温槽を複数配置し，マルチタスク処理によ

る並列試験化を実現した温度試験装置を閲発した。従来，

並列試験化では，計測機器の制御プログラムが複雑になる

という問題があり，適用範囲が限定されていたが，マルチ

タスク処理の導入と各タスク間の調停機能を持った試験用

スクリプト言語を開発することにより，簡単なテキスト文

の記述で，各恒温槽の独立制御，及び試験条件・内容の変

更を可能とし，並列試験の適用範囲を大幅に拡大した。こ

の結呆，製品の品質確保に不可欠な低温／高温の温度試験

のスループットが大幅に向上した（従来比約50％アップ）。
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2 社会景燒。交週システム Public-use Systems and Transportation Systems 

2. 1 社会環境システム Public-use Systems 

國耐振性を強化した RPR対応光イーサネットスイッチ ‘'MELNET-RP1000T" [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 

RPR Ethernet Switching Node "MELNET-RP 1 OOOT" 

社会インフラの監視・制御機器を結ぶ高儒頼なネット

ワークとして好評を拇しているRPR(Resilient Packet 

Ring)規格対応光ネットワーク “MELNET-RPシリーズ”

で，新たに鉄道車両搭載向けに耐振性を強化したリング伝

送速度lGbpsの機種“MELNET-RPlOOOT” を附発した。

(1) 光ファイバ断線等の障害を50ms以下で高速迂回（うか

い）

(2) プラグアンドプレイ機能により装置交換作業を容易化

(3) 堅牢（けんろう）なLAN(Local Area Network)コネク

タと光コネクタを採用し，耐振動と耐衝撃の車両搭載規

格に対応

(4) 広範な電源人力範囲 (DC70~ llOV)で車両環境に対応

(5) ファンレスで周囲温度0~ 50℃に対応し完全メンテナ

ンスフリー

MELNET-RP1000Tの外観

広域迂回機能に対応した RPR対応光イーサネットスイッチ “MELNET-RP2400"[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 

"MELNET-RP2400" for Subnet Protection 

50ms以内での高速障害迂回（うかい）を特長とする

"MELNET-RP2400” に，支線L2ネットワークの分断障害

時も最短30秒程度で迂回可能な広域迂回機能を実装した。

従来．支線のL2ネットワークが分断されたときには障害

を迂回できず，分断ネットワーク間の通1言， さらには上位

ネットワークとの通信が停止するという問題があった。今

回開発した広域迂回機能では． RP2400で構成した上位ネッ

トワークを迂回することで分断されたL2ネットワーク内

の通信を復旧し． さらに，端末単位のルーティング情報を

広告することで上位ネットワークとの通倍も復旧する。ま

た，装置単独でも，既設上位ネットワークを迂回経路とす

る広域迂回装置としての適用も可能とした。

RPR : Resilent Packet Ring 

広域迂回機能による障害の迂回

ビジュアルコミュニケーションシステム ‘‘MELVCS" <] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 

Visual Communication System "MELVCS" 

ビジュアルコミュニケーションシステムは遠隔地に複

数設置されているパソコン端末間で情報交換をリアルタイ

ムに行う遠隔会議システムである。以下の機能を持ってい

る。

(1) 異なる解像度のパソコン圃面のリアルタイム圃面共有

(2) カメラ・マイクを用いたTV会議

(3) タッチパネルによるフリーハンド手書き

(4) 端末間での任意のファイル交換

(5) 議事録の電子データによる保存

通常業務における遠隔会議重要書類の複数メンバーに

よる製作作業，複数の発表会場を設置してのプレゼンテー

ション，大型表示デバイスヘの手書き入力装置など，多様

な目的で利用することが可能である。

2. 社会環境・交通システム

ビジュアルコミュニケーションシステムの概要図
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國設備保全をスムーズに導<“DiaPassage"[><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

"DiaPassage" which Draws Asset Management Smoothly 

"DiaPassage"は，電力会社 2社への大規模システム構

築実禎を基に，統合EAM(Enterprise Asset Management) 

システムとして開発したパッケージである。

このパッケージはアセットデータ管理機能として“基

盤ソフトウェア”を提供しており，設備台帳・カルテ管理

機能や設備に紐（ひも）付く関連情報の追跡•履歴管理など

のほかに，ユーザーの要件に応じて，独自にアプリケー

ション開発が可能である。

さらに地図情報システムとの連携により，地形図住

宅地図やCAD図面などから設備の保全管理が可能となり，

通信設備， ビル施設や道路や港湾などの公共設備の維持管

理にも適用可能である。 DiaPassageのメイン画面

園 RFID応用保全点検システム [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 

Handy Terminal with RFID for On -site Plant lvfaintenance 

点検用携帯端末にRFID(Radio Frequency IDetification) 

タグリーダー／ライターを付加し，機器に取り付けられた

RFIDタグを読み取って機器を自動同定することによって，

現場機器の巡視点検作業を効率化するシステムである。携

帯端末での，当該機器の点検項目表の自動表示のみならず，

設備の誤認識，重複点検，点検漏れ等のヒューマンエラー

を防止する。

また，以下の機能によって，点検業務を委託した際の監

督管理を支援する。①現場機器のRFIDタグを読み取るま

で点検結果を人力できないようにすることで，点検員に現

場点検を確実に実施させる。②点検結果人力時に，現場の

RFIDタグに実施者と実施日時を書き込むことで，後日，

監督員が， RFIDタグを読み取って点検履行状況を確認する。

点検用携帯端末

+RFIDリーダー／ライター

点検用携帯端末

点検結果入力画面

RFID応用保全点検システムのシステムイメージ，画面例

圏 Web応用統合管理システム<]1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 1><] 

Integrating management system using Web application 

公共プラント施設の運転管理の広域化や効率化・省力化

のニーズに対応するため，統合管理センターに設罹した統

合Webサーバが各水処理施設設置のWebサーバから運転

データを収集し，統合管理するシステムを開発した。

Web通信標準であるOPC-XML(Object linking and em-

bedding for Process Control -eXtensible Markup Lan-

guage)をベースにマルチベンダ接続を可能とし．以下の

機能を実現した。①異常検出の高速化： OPC-XMLベー

スで双方向通信を実現し．水処理施設側で発生した異常情

報を瞬時に検出可能とした。②大規模化対応：回線異常な

ど，データ再収集時に，収集データの優先度付けや変化

データのみを送信することにより，通信最を減らし．水処

理施設数の増加に対応できるようにした。
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この技術により．異なる水処理施設間においても統合連

用管理を容易に行うことが可能となった。

Web応用統合管理システム例
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園屋内型超高精細オーロラビジョン[><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

Si/j~er Fine Pitch DIAMOND VISION.for Indoor 

屋内の高精細大画面の市場ではリアプロジェクタ式のマ

ルチビジョンが多く用いられてきたがホールや展示会場，

放送局内のバックモニタ用といった環境では明るさや視認

性に不満があり，明る＜鮮明な高精細映像が表示できる大

型表示装置が求められている。

当社は，この市場ニーズに対し， 6mm, 4mmピクセ

ルピッチの高精細スクリーンを製品化し市場投入を開始し

ており，今回，更に高精細な 3mmピクセルピッチの超高

精細オーロラビジョンを開発し納入した。

このスクリーンは，ハイビジョン画素(1,080X 1,920)を

持ち，屋内高梢細LED(Light Emitting Diode)スクリーン

としては憔界最大級の縦約3.3mX横約5.Smのサイズであ

る。素子ごとの光度補正や色度変換，表示制御といった当

社独自の制御，イ言号処理技術により高画質を実現している。

今後デジタル放送等により映像ソースの高解像度化が

進む中，高精細スクリーンのニーズはますます拡大してい

くものと予想され，屋内型市場におけるオーロラビジョン

の一層の事業拡大が期待できる。

屋内型超高精細オーロラビジョン
（サイズ：縦 3.3mX横5.8m)

園 JR東日本 E233系空調システム [><][><][><][><][><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [>＜l 
Air-Conditionig System/or Series E233 Electric Car of JRE 

JR東日本では， 2006年12月以降から中央快速線・青梅

線等に新形車両(E233系）を導入することとなった。この

車両は山手線等で運川中のE231系や常磐線E531系通勤車

両を踏襲し，更なる信頼性の向上が図られている。

この車両には普通車とグリーン車(2階建て車両：以下

"2FG”車という。）があり．空調装置としては“AU726A-

G4形（普通車用）”,及び“AU729形(2FG車用）＂がある。い

ずれの空調装置も E231系 •E531系に投入した機種である。

空調システムとしては， E231・ E531系を改善又は現

車試験結果をフィードバックしたものであり，車内環境の

更なる快適性向上を図っている。

空調システムの主な特長は次のとおりである。

(1) 地球環境への配慮（代替冷媒R407Cの採用）

(2) 6段階マルチキャパシティ制御（普通車用）

(3) ファジー制御，年間全自動空調制御

(4) TIMS（車両統合管理システム）との連携による車上試

験機能

2. 社会環境・交通システム

JR東日本向け AU726A-G4形空調装置
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2. 2 交通システム T ransportation Systems 

JR東日本向け中央快速線用E233系列車情報管理装置<]t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] 
Train 1”゚ rmationManagement System for JRE £233 Chuo Line 

JR東日本中央快速線用E233系列車情報管理装置(TIMS)

は，車両システム全体としての冗長性を高め，運用支障時

間の短縮を図ることを目標に設計を進めた。冗長性設計の

主なポイントを以下に示す。

(1) 機器接続の冗長性：通1言不能時の運用にかかわる影評

度の高い機器（例えば，ブレーキ制御器）とTIMSの接続

を二重系化した。

(2) 電源系の冗長性： 1か所のブレーカ「OFF」による機

能損失を最低限とするよう，電源供給区分を分散した。

(3) 連転台表示器の冗長性：運転台に設置する 3台の表示

器の表示性能仕様を共通とし，表示器の異常検知時には，

自動相互バックアップを可能とした。

列車情報管理装置(TIMS)表示器

電子連動装置<]t><]t><]t><]t><]t><]t><]t><]t><] t><] t> <] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] 
Computerized Interlocking System 

鉄道信号システムの安全性確保の中核を担う電子連動装

置を製品化し， JR西日本へ納入した。

特長は次のとおりである。

(1) 安全性を確保するため，核となる連動処理部及び電子

端末部はデュアルCPUによる入出力照合方式を採用し

た。

(2) 信頼性向上のため各装置を並列 2重系とした。

(3) 各装置のボード故障を自己検出し，システムを停止さ

せず生かしたままボード交換可能（活栓挿抜）とし，保守

性を高めた。

(4) 拡張性について，プログラム自体を変更することなく，

連動データの変更と電子端末部を増減させることにより，

進路数512ルートまでの範囲で対応可能である。

福知山駅電子連動装置の本体

薗乗客流動推定椴能を搭載した列車ダイヤ作成支援システム <1t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><l 
乃•ain Operation Scheduling Support System with Railway Passengers'Flow Algorithm 

乗客流動を推定する機能を搭載した列車ダイヤ作成支援

システムを開発した。乗客はH的駅まで最短所要時間かつ

最小乗換え回数となる乗車ルートを利用するという前提条

件の下に乗車定員等の列車条件と時間幣別に集計された

ODデータ (ODはOrigin-Destinationの略：出発駅と到着

駅の組合せごとに得られる乗客数のデータ）を用い，この

システムは各列車・各駅での乗降客数を推定する。各列車

の各駅間ごとの乗車率を“スジ”の表示色で示し，各駅の乗

車待ち（滞留）乗客数をグラフ形式で示すことができる。

ODデータ自体を編集することによって，計圃者は将来，

季節及び佃事等，輸送需要に応じた列車ダイヤを作成する

ことが可能になる。
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列車ダイヤ作成支援システム

三菱霞機技報 •Vol.81 ・ N o.l ・ 2007 



.低騒音形ギャカップリング <ll> <l l> <l l> <l l> <l l> <l l> <l l><l l><l l> <l l> <l l> <l l><l l><l l> <l l><l l><l l> <l l><l l><l l><] 
Low Noise Type Flexible Gear Coupling 

鉄道車両は，安全•安定輸送とともに乗客へのサービ

ス向上や環境への配慮が要求されており，搭載機器も車内

外の騒音低減を目指した低騒音性や小型軽賊化が要求され

る。これらのニーズに対応した低騒音形ギャカップリング

（主電動機と歯車減速装置間の庫訓変位を許容したトルク伝

逹継手）は， トルク・変位に対応した歯形の最適化と内歯

歯車の偏心量低減を行い，大幅な低騒音化と小型軽贔化を

達成している。小型継手の特性を生かし，低騒音／省保守

の大容最全閉形主霞動機と組み合わせることにより，駆動

システム全体としての低騒音化に貢献している。このカッ

プリングは現車での走行確認を経て実用化され，既に営

業車両に1,000台以上麻入されている。

低騒音形ギャカップリング全景及び解説図

■ LRT用 VVVFインバータ制御装置 l><ll><ll><ll><ll><ll><ll><l l><l l><l l><lじ<ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l 
VVVF Inverter/or LRT 

近年の路面電車では，バリアフリー化を考慮し，低床式

車両(LRT)の導入が増加している。主電動機を駆動制御

するVVVF(Variable Voltage Variable Frequency)イン

バータ制御装置でも，低床式車両艤装（ぎそう）に対応する

ために，主回路機器の小型・軽最化を図り．屋根上に配置

する装置を開発した。この装罹は，主回路機器を一体箱に

収納した構成となっている。具体的には．強制風冷の採用

により，従来，別箱構成としていた断流器，ブレーキ抵抗

器，フィルタリアクトルの主回路機器をインバータパワー

ユニットや制御ユニットと同一箱内に内蔵し， LRT特有

の非常に狭い艤装スペースに搭載が可能となった。現在，

このVVVFインバータ制御装置を適用した低床式車両が多

数営業運用されている。

LRT用VVVFインバータ制御装置の外観

次世代車両用補助電源装置 <ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><lじ<ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l 
New Generation Auxi!imy Power Equipment 

車両川補助電源装置は，空調装置・空気圧縮機・照明等

電車の主要電気機器の電源装置として広く普及している。

今回，最新のCSTBT (Carrier Stored Trench -gate Bi-

polar Transistor)タイプIGBT(Insulated Gate Bipolar Tran-

sistor)を適用し，騒音65dB以下，効率92％以上，フルデイ

ジタル制御による瞬時波形制御を実現した次世代車両用補

助電源装置（容量100~ 250kVAのラインアップ）を附発し

た。

この補助電源装罹は，機能面での充実とともに保守性向

上と軽最化を考慮し，機能モジュール単位のビルデイング

ブロック方式に基づいた設計としており， MTTR(Mean

Time To Repair)を大幅に短縮した。環境に優しく，小型・

軽鼠・省保守の要求される次世代車両用補助電源装置とし

てユーザーニーズに幅広くこたえられるものである。

2. 社会環境・交通システム

次世代車両用補助電源装置
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圏環境放射線モニタリングシステム [><l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 
Environmental Radiation Monitoring System 

原子力発霞所や放射線使用施設の周辺地域における放射

線空間線最を連続監視する環境放射線モニタリングシステ

ムとして，設置する環境によらず安定した連続監視が可能

なシステムを開発した。このシステムは放射線を検知す

る検出部と検出器信号を処理して計数する測定部から構成

される。主な特長は次のとおりである。

検出部

(1) 検出部内の温度・湿度の影評を受けやすい部位の保護

強化を実施し，高温多湿の環境下で安定した放射線監視

を実現した。

(2) 検出部のメンテナンス性を更に向上させ，メンテナン

スによるシステム停止時間を最短化した。

(3) 測定部タッチパネルにより操作性と視認性を改善した。

測定部

園タービン発電機・水車発電機 ><lp<l＞<l><l><l><l><l><lp<l><lp<l><lp<l><l><l><l ><l ><l ><l p<l 
Turbine Generat01; Hydro Generator 

近年，火力発電プラントでは，発電機の大容批化・高効

率化に対するニーズが高まっている。これに対応するため，

当社では，北米の大型石炭火力向けに 2極機で最大容最と

なる1.00SMVAの水冷却機を完成した。また，最新鋭のコ

ンバインドサイクル向けには，高効率の大容量水素冷却機

“VPシリーズ”をラインアップ化し， 2007年4月の出荷に

製作中の大容量タービン発電機

64 

向け製作を進めている。

水力発電では，高速大容最可変速発電電動機の記録機と

なる九州電力（株）小丸川発電所向け 3号発電電動機

(319MV A /  330MW)の出荷を， 2006年3月末に開始した。

現在， 2008年7月の運転開始に向けて，現地において組立

て，据付けが進められている。

小丸川発電所向け 3号発電電動機の固定子
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圏東北電力（株凍新潟火力発電所4-2号系列運転開始 1><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I 
Commercial Operation Start of Higashi -Niigata Thermal Power Station 4 -2 System 

東北電力東新潟火力発電所第 4-2号系列の複合発電設

備が2006年12月に‘営業運転を開始した。この発電設備は，

4号系列定格出力l,610MWの半賊を担うもので同発電

所の 4-1号系列 (1999年 7月営業運転開始）に続き熱効率

50％以上を達成し，一世界的にも最高水準の高効率性能を

持っている。当社は，発電機，変圧器を始め，配開装置，

デジタル形保設継電装置“MELPRO-CHARGE” などの電

気設備のほか，発電機自動電圧調整装置，各種制御装置

"MELSEP -550", CRT (Cathode Ray Tu be)オペレーショ

ン装置などの制御機器も納入している。運転制御は全自動

化され，監視．操作は大堕スクリーンやCRTオペレーショ

ンなどによって少人数運転を可能としている。 東北電力東新潟火力発電所の全景

圏電源開発田子倉発電所4号機スクラップアンドビルド工事完遂 l><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l 
Tagokura Power Plant Unit 4 "Scrap and Build" Job Successfid Execution 

運転開始から，既に46年が経過した老朽化設備のスク

ラップアンドビルド工事（一括更新工事）を田子倉発電所4

号機(2006年完遂）を皮切りに2012年までに 4台分の工事を

完了させる計画である。また，今回の工事で，当初単機出

力が9万 5千キロワットであった発電機を10万キロワット

に出力変更しており，全号機分で 2万キロワットの出力増

加を見込んでいる。出力増分は小規模水力発電所に匹敵す

るものであり，多くの老朽化した大規模水力発電所を保有

する国内において，水力発電所の建設に適した地点がほと

んど残されていない現状から，スクラップアンドビルドエ

事により既存発電所を有効利用することが今後注目を浴び

ると考える。

田子倉発電所4号機の水車•発電機室

圃ユニットタイプ新形デジタルリレー <]t><]t><]t><]t><]t><]t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] 

New Unit Type Digital Relay 

国内低位系の保護制御装置へ適用するために電源，入出

力部，演算部を 1つの筐体（きょうたい）に実装したユニッ

トタイプ新形デジタルリレーを開発した。

このユニットの特長は次のとおりである。

(1) 基本タイプ(LCD(Liquid Crystal Display)による

ヒューマンインタフェース）と拡張タイプ（入変・電源を

完全二重系パソコンインタフェース）との 2ラインアッ

プを実現

(2) 電力用規格B402準拠

(3) 単一不具合での誤動作防止

(4) 自動監視（常時監視， 自動点検）により高倍頼性を確保

(5) 動作結果及び異常内容のデータセーブ機能付き（動

作結果データセーブはCOMTRADE(COMmonformat 

for TRAnsient Data Exchange)形式準拠）

3. 発電・系統変霊・産業・電力情報システム

ユニットタイプ新形デジタルリレー（基本タイプ）
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圏 N700系新幹線電車用主変圧器 <lt><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l 
Main乃ansformerforSeries N700 Shinkansen加 in

JR東海及びJR西日本は， N700系新幹線電車を共同開発

し， JR東海が発注した最産先行試作車は， 2007年夏の営

業迎転開始に向けて，現在，東海道・山陽新幹線区間で各

種性能試験を実施している。 N700系の編成出力は17,0SOkW

であり， 700系13,200kWに対し，約30％増加している。当

推進制御システムの重要機器である主変圧器の設社は，

N700系新幹線電車用主変圧器

計・製作を担当し，新幹線用として，過去最大容量

(5,600kVA)の主変圧器を完成した。最新の軽量化技術を

駆使し， 700系に対し，単位容最当たりの質量で，約 8%

の軽最化を達成している。 700系： 0.74kg/kVA, N700系：

0.69kg/kVAである。

形
一
方

定

名
一
式

格

質量寸法

仕

ITTM4形主変圧器／WTM207形主変圧器

外鉄形送油風冷式シリコーン油入り

IGBT使用3レベルPWMコンバータ制御方式対応

単相， 60Hz,連続定格

1次： 5,600kVA 25,000V 224A 

2次： 5,l 50kVA 1,520V 847AX4巻線

3次： 450kVA 434V 1,037A 

3,850kg（計画値），（W)2,408X(L)2,952X(H)B55(mm)

様

IGBT 
PWM 

Insulated Gate Bipola「T「ansisto「
・ Pulse Width Modulation 

園残留磁束の常時監視に基づいた変圧器開閉極位相制御 <lt><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l 
Controlled Switching of Transformer Based on Real -time Measurement of Residual Flux 

変圧器の開閉極位相制御では無負荷変圧器の励磁投入

に伴う励磁突入電流は，系統電圧の低下，又は保護リレー

の不要動作を発生し，電力品質向上を図る上で大きな課題

となる。

変圧器鉄心中の残留磁束に応じた最適な電圧位相で遮断

器を投入する開閉極位相制御は，励磁突入電流を効果的に

低減できる経済的な解決策としで注目を集めている。

変圧器開閉極位相制御システムの特長は次のとおりであ

る。

(1) 遮断器動作特性の補正

周囲温度，制御電圧などの動作条件に加え，

l三;tt言三言：i：i9,•:’・•,

励磁突入電流 ：7.727A 
母線電圧変動率： 74.9%

母線電圧

変圧器電圧

変圧器磁束

両 Cエス
早 1111』

過去の動作

位相制御投入

履歴，休止時間など，遮断器の動作特性に影聾を及ほす各

条件に応じ，開閉極時間を補正する。

(2) 変圧器残留磁束の常時監視

遮断器極間コンデンサを介した変圧器端子の誘起電圧に

よって変化する残留磁束を連続的に監視し，常に最適な位

相で遮断器を投入する。

(3) 高い信頼性

デジタルリレー，モニタリングシステムで蓄積した技術

に基づく，信頼性が高く耐環境性に優れた制御装置である。

主要仕様を下表に示す。開閉極位相制御装置は，新設，

既設を問わず，多様な遮断器に柔軟に対応が可能である。

変圧器開閉極位相制御装置の主要仕様

二
無負荷変圧器励磁投入時のオシログラム例

第1相投入 第2, 3相投入

励磁突入電流 ：96A 
母線電圧変動率： 0.3%

項目

制御電圧

対応同波数

参照電圧

周囲温度

外形寸法

仕様

DC l OO/l 25V 

50/60 Hz 

57/100/l lOV 

-30~＋60℃（相対湿度 95％以下）

{W)3 l 0X(H)260X(D)260(mm) 
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圏 Linux対応‘‘配電総合自動化システム”

Distribution Automation Systems Based on Linux 

I><1 1><1 1><1 1><1 1> <1 1><1 1><1 1> <1 1><1 1><1 1><1 1><1 1><1 1> <1 1> <1 1><1I> <1 

計算機の将来動向を考慮したシステム保守性・拡張性の

確保と，既存システムで開発済みのソフトウェア資産を最

大限に活用することを目的とし，

(Linux(it)）を適用した配電総合自動化システムを実現した。

(1) 汎用ハードウェア（パソコン）上にマルチプラット

フォーム (Unix（注）， Linux)対応の最新ミドルェアと既存

システムの応用ソフトウェア間のインタフェース変換機

オープンソースのOS

能を開発し，既存ソフトウェアの品質を維承しつつ， リ

アルタイム監視制御機能を高速に実行できるシステムを

実現した。

(2) 広域分散システムヘの適用実鎖があり信頼性の高い最

新ミドルウェアを採用し，今後計画されている広域分散

型配電総合自動化システムを容易に実現可能とした。

リプレースシステム

【インタフェース変換機能］

ミドルウェア世代ことのインタフェース
差異を吸収するソフトウェア

「--------iシステム構成（例） 1-一―---------］

！監視制御サーバ 情報系サーバ ： 

冒
l 
： 

監視制御操作卓 i 
------------ ＇ --------------------------------

システム・ソフトウェア構成

.開閉機器の健全運用を支える高性能センサ I><ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><lI> <I 
High -pe1jorma11ce Sensor for GIS 

設計期待寿命を超えて使い続けられる高経年開閉機器と

これら機器の健全性を最小コストで管理するために当社

の高度センサ技術を生かした開閉機器の状態依存保全

(Condition Based Maintenance : CBM)用センサをライン

アップした。

機器内部の絶縁状態（部分放電センサ）， 接触不良（分解

ガスセンサ）， シール劣化によるガススローリーク（ガス圧

カセンサ）等を管理するセンサ群は，業界一の高い感度で

異常を検知するだけでなく，長寿命の機器に対応できる長

期の安定性・寿命を保有し，導入初期から将来に至るまで

同一管理基準で機器の健全性トレンドを追跡し，‘‘必要な時

期に必要な保守’'を行うことを支援する。

ポータブル測定器 GIS用高機能センサ

部分放電センサ

4
y
,

＇ 

ぶ

ガス庄カセンサ

監視システムHMI画面例

GIS 
HMI 

Gas Insulated Switchgea「
Human Machine lnte「face

高性能センサ・監視システム HMI画面例

3. 発電・系統変霞・産業・電力情報システム 67 



國ダイレクトモールドタイプポリマ避雷器 <lt><l t><l t> <l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t> <l t><l t><l t><] 
Direct Molding Type PoかmerHoused Surge Arrester 

避雷器は，送電鉄塔や変圧器・開閉機器等の変電機器の

近傍に設置され，雷撃等の異常電圧から電力系統を保設す

る機能を持つ機器である。その性能は内蔵される酸化亜鉛

素子の電気特性によって決まり，この酸化亜鉛素子をシリ

コーンゴムで直接被覆（ダイレクトモールド）するタイプの

避雷器を開発した。

ダイレクトモールドタイプの避雷器は，軽餓性，耐候性，

防爆性．難燃性に優れた特性を示すことから，近年． 1仕界

的に適用が拡大しており，我が国でも送電鉄塔に取り付け

られる避雷装置への適用が進められている。当社では， 66

- 154kV用避雷装置のシリーズ化を完了し， 2006年下期

の出荷を予定している。

77kV送電線用避雷器適用例

園大電力試験所の三相合成試験設備と第三者機関立会いによる 145kVGIS形式試験 ><] t><] t><] ＞<] ＞<] t><] t><] t><] 
145kVGIS乃'PeTest Using Three Phase Synthetic Testing Facilities of Mitsubishi High Power Laborat01y 

欧州試験所からの第三者機関立会の下， IEC62271-101

(2006)に準じた電力用遮断器の三相合成投入・遮断試験法

によるGIS(Gas Insulated Switchgear)用遮断器の形式試

験を無事完了し，海外向けGISの形式承認を取得した。当

社大電力試験所は， 550kV1点切り， l,lOOkV2点切りガ

ス遮断器及び大容量発電主回路用遮断器などの開発・形式

試験に対応するため，順次コンデンサバンク，短絡発電機

及び短絡変圧器の設備増強を実施してきた。また， 2002年

には，（財）日本適合性認定協会(JAB)から，国際規格ISO

/ IEC 17025に基づく短絡試験を遂行する能力を持ちJAB

認定成績害が発行できる大電力試験所としての認定を受け，

当社以外の配電用機器メーカーなど多数の短絡試験も受託

している。

三相合成投入・遮断試験回路

園 72kV脱 SF6ガス化密閉形複合絶縁スイッチギャ “HG-VA" <l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><] 
72kV CompositeかInsulatedSwitchgear Hermetically Sealed without SF6 Gas "HG -VA" 

受配電設備用72kVクラスのスイッチギャとして，低圧

カのドライエア（乾燥空気）と固体絶縁物との複合絶縁方式

による密閉形複合絶縁スイッチギャ “HG-VA’'を開発した。

この製品は以下の特長を持っている。［特長(1X3)は世界初］。

(1) 低圧力 (0.15MPa-G)ドライエア絶縁の採用により，

脱S凡ガス化と薄板鋼板容器による軽最化を実現した。

(2) 遮断器にシンプルかつ部品点数の少ない電磁操作方式

を採用することで，高信頼性と省資源化を実現した。

(3) 操作電流分析による操作機構と部分放電計測による主

回路絶縁の状態監視を行う CBM(Condition Based 

Maintenance)機能の採用により，保守性の向上とラン

ニングコストの低減を実現した。
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" びビル設備 Elevator, Escalator & Facilities for Building 

4. 1昇降機 Elevator & Escalator 

園超高速・大容量エレベーター 1><lI><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I> <l I><l I><l I><l I><l 
Super -High -Speed and Large -Capacity Elevator 

当社は， ビルの縦交通の輸送能力を向上するシャトルエ

レベーター用に，分速360m, 積載鯖2,150kgのダブルデッ

キエレベーターを新たに開発した。巻上機の電動機として

用いるPMモータは，定格速度，積載蟄に応じた最適設計

を行い，電動機効率を向上させた。また，ブレーキには袖

圧開放式のブレーキ装置を用い，増大する積載聾や機械恨

性屈を安全に制動，停止させることができるよう制動能力

を向上した。

駆動制御装置には定格電流600AのIGBTモジュールを

6個並列接続したインバータを適用し，高性能なデジタル

シグナルプロセッサを使用した制御により，スムーズで滑

らかな乗り心地を実現している。

超高速・
大容量エレベーター用
巻上機

超高速・
大容量エレベーター用
駆動制御装置

薗海外標準形機械室レスエレベーター “ELENESSA’' モデルチェンジ I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] 
Machine -Room -Less Elevator "ELENESSA" with Model Change 

2001年10月から生産を開始している海外向け標準形機械

室レスエレベーター ELENESSAについて．省スペース化，

機能拡充， コスト低減などを目的としてモデルチェンジを

実施(2006年6月生産開始）した。

な変更点は次のとおりである。

(1) 薄形かご天井を適用することにより．昇降路頂部寸法

を縮小（最小3,700mm→3,600mm)した。

(2) ハイトラクションロープの適用やかご機器の軽最化を

行い，釣合鎖の廃止やロープ本数を削減した。

(3) かご天井．かご操作盤乗り場ボタンなどに新意匠を

追加し． また．展望用ガラスかご室を選択可能とした。

(4) 定期点検用乗り場パネルを任意階に設置可能とした。

ローフ
本数削減

II り1~:Qジ
パネル

海外機械室レスエレベーター “ELENESSA"

リニューアル用遮煙乗り場ドア<]〉<]し<]じ<]〉<]し<]し<]じ<]〉 <l〉<l〉<]〉<]じ <l〉<lじ<]し <lし<]し<]〉 <l〉<]

“DejとnseDoor" for "ELEMOTION'' 

新設エレベーターで適用されている遮煙乗り場ドアは，

エレベーターのリニューアル時にも要求されるケースがあ

り， リニューアル用遮煙乗り場ドアを開発した。

リニューアル用遮煙乗り場ドアでは，既設三方枠，乗り

場の敷居を流用することにより，建築側での付帯工事を不

要として工事期間の短縮や工事コストの削減を図った。ま

た，別途防火設備を設置する場合に比較して．建築のレイ

アウト・意匠性の自由度を向上させた。ただし，既設三方

枠，乗り場の敷居の仕様によっては取替えが必要なケース

がある。現在稼働中の既設エレベーターには多種類のドア

タイプがあるが，既設のドアタイプに合わせて顛次開発を

進めている。

4. 昇降機及びビル設備

遮煙乗り場ドアの製品構成 (CO)遮煙乗り場ドアの製品構成(2S)
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圏新エスカレーター “Zシリーズ’' レ<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<lI> <l I><l I> <l I> <l I> <l I> <l I> <l I><l I> <l I> <l I><l I> <l 
Development of New Escalator 

現在の主力機種である］形エスカレーターの後継機種と

して，新シリーズZ形エスカレーターを開発した。このZ

形エスカレーターは，高揚程向け仕様も含め，商業施設か

ら交通関連施設や公共施設まで．幅広い用途に対応する当

社エスカレーターの基幹機種として位置付けられる。 z形
エスカレーターでは，手摺（てすり）入口に設けた気配りア

ナウンスを始めとする安全性向上機能，運転方向表示や故

障表示機能などの安心機能を国内向けに標準装備した。ま

た，乗り場周辺は，様々な建築に調和するシンプルで開放

的なデザインとすることにより，あらゆるシーンで，年齢

を間わず輻広い利用者が，安心して利用できるための配慮

を行っている。

新エスカレーターの外観

圏エレコールセキュリティシステム機能拡張レ <lレ<l＞<lい<lレ<lレ<lレ<lレ<l><lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<l><l
New ELE -CALL Security System 

マンション向けに納入されるエレベーターにはセキュリ

ティに対する客先ニーズが多様化してきており，その仕様

対応力強化を目的にエレコールセキュリティシステムの機

能拡張版を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) エントランスと乗り場に加え，かご内にも照合装置を

設置する“トリプルセキュリティ”への対応

(2) 複数エントランス階が存在する大規模物件への対応

(3) 外出時に居室からエレベーターを呼ぶ機能への対応

(4) 連動するHAメーカー及びキーメーカーの拡大

(5) 非接触キーに加え， FeliCa国）カード／おサイフケー

タイけI・)への対応

(6) 通信のシリアル化による配線作業の省力化
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園小型機械室レスエレベーター“メルシティ”“メルワイド’' レ<lレ<lレ<lじ<lレ<lい<l><lレ<l><lレ<lレ<lレ<lレ<l
Low Capacity Machine Room Less Elevator "MELCITY" "MELWJDE" 

中低層一般ビル用及び共同住宅用として好評を得ている

小型機械室レスエレベーターメルシティ，メルワイドが，

最新機種で採用されているユニバーサルデザインと安全性

向上機能に対応した。

乗り場とかごの操作盤には高コントラストの凸文字ボタ

ンを採用し，視覚と触鎚の両方で識別しやすくした。また，

かごと乗り場の敷居間隔を 3cmから 1cmに縮小すること

で，車いすやベビーカー利用者の脱輪への不安感軽減を

図った。ドアの安全装置には従来の機械式セーフティ

シューにマルチビームドアセンサを付加し，非接触かつ高

精度に扉部分の障害物を検出することが可能となった。こ

れにより，扉への挟まれ現象が従来より更に低減される。

大型戸開ボタン 敷居間隔1cm マルチビームドアセンサ

凸文字ボタン，敷居間隔 1cm, マルチビームドアセンサ
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國昇降機技術ナレッジシステム t><lt><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l 
Knowledge System jar Liji Technology 

このシステムは，エレベーター設置後に収集・蓄積され

た品質情報を分析し，市場不具合の未然防止や製品の品質

向上をねらい開発したものである。エレベーターの品質情

報は，顧客からの間い合わせや保守員の保守作業報告等を

コールセンターに収集・荼積している。これに着Hし，過

去から現在に至る情報を基に，エレベーターの不具合兆候

を検出する“傾向分析機能”を開発し，事前に保全して安定

稼働を実現する。さらに，予兆がある現場からの補足情報

や，他現場の類似な情報を授受できる“現場情報共有機能”

で，現場保守作業者と設計者が情報を共有し，迅速な処置

を可能にした。また，蓄積された現場情報は，現場ノウハ

ウとして共用し活用することも実現している。

障報告，保守作業報

三戸二

昇降機技術ナレッジシステムの構成

圏エレベーターの地震時自動診断，自動復旧システムレ <l><lレ<l><lじ<]レ<]レ<]レ <l><l ＞<l ＞<]じ<]レ<]レ <l><l 
Elevator System with Se/j會-diagnosisand Auto -recove1y after the Occurrence of Earthquake 

エレベーターには地震感知器が設置され地鹿動の大きさ

が150Galを超えるとエレベーターを最寄り階に停止させる

が，停止した多台数のエレベーターの点検，復旧には多大

な時間を要するため， 自動診断， 自動復旧システムを開発

した (200Gal感知器が動作なしの場合）。画像処理検知，秤

（はかり）装骰でかご内の乗客不在を確認後， 自動診断運転

を開始する。微速及び低速で走行し，つり合いおもりの異

常主ロープ・調速機ロープ・制御ケーブルと昇降路機器

との干渉，昇降路内スイッチの異常診断実施後，定格速度

で異常音診断，最後に戸開閉診断を行う。診断には約20

~ 30分要するが異常がなければ自動的に仮復旧し通常

サービスに戻り，従来に比較し利用者の利便性は格段に向

上する。

4. 2 ビルシステム Building Systems 

地震時自動診断，自動復旧システムの動作

三菱顔・指認証装置レ <l><l＞<]レ<]レ<]レ<]レ<l><lレ<l><lレ<]レ<]レ <l><l ＞<]レ<l><l ＞<]レ<]レ <l><lレ<]

Face and Finger Recognition Device 

顔と指紋（指透過）の認証機能を持った入退室管理システ

ム用の端末装置を開発し製品化した。以下に特長を示す。

(1) 高感度・小型広角カメラの採用と，映像エンジンLSI

による最適露光制御・逆光補正，高性能32ビットマイコ

ンによる高速な顔画像切り出し処理により，頻認証の高

速化・高精度化を実現

(2) 顔認証ならばオート認証(1対100人）により，ハンズ

フリーな本人認証を実現

(3) 認証方法を，顔と指紋のどちらかを認証（シングルス

タイル⇒利便性重視），両方を認証（デュアルスタイル⇒

高セキュリティ），の 2種類から選択可能

4. 昇降機及びビル設備

装置外観
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4. 3 ビル設備 Facilities for Building 

匿コンパクト高効率空冷チラー℃A/CAH-Fシリーズ'’ <l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [>＜] 
Compact & High -Efficiency Chilling Unit "CA/ CAH -F Series" 

工場や大型施設の空調設備として用いられる空冷チラー

を対象に，省エネルギー性能の向上とユニットコンパクト

性を両立させた新シリーズ(F形， FII形）を開発した。

(1) 業界トップクラスの省エネルギー性能(F形）

新F形スクリュー圧縮機や新冷凍サイクルの採用により，

冷房COPを当社従来比24％向上させ，最高4.2を実現(F形

100馬力50Hz)

(2) コンパクト性重視のFII形ラインアップ

当社従来機と同等COPで最大32％のユニット設置面積

のコンパクト化を実現（当社100馬力従来機比）

(3) 大容輩機種ラインアップ

最大180馬力までをラインアップし大規模空調に対応

空冷チラー Fシリーズ (CAH-P5300F形）

圏三菱ハンドドライヤー“ジェットタオルスーパーハイパワータイプ” <] I><] I><] I><] I><] I> <] I><] I> <] I><] I><] I><] 

Mitsubishi s hand dryer, "Jet Towel super hi power type" 

業界NO.1の乾燥性能のジェットタオルを開発した。

(1) 業界最速の 2~3秒乾燥

“ハイパーブロックノズル”の採用により，手の甲と平に

膜状のジェット風を効率良く吹き付けることで，業界で初

めて 2~3秒の短時間乾燥を実現した。

72 

(2) 清掃性の改善

手挿入部に採用した汚れが付きにくく，ふき取りやすい

シリコン撥水（はっすい）加工により消潔感の向上と清掃

性を大幅に改善した。

(3) 清潔感のあるデザイン

照明に白色LEDを採用し，明るくて使いやすく，消潔

感のあるデザインに仕上げた。

ジェットタオルスーパーハイパワータイプ
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5 宇宙。衛 用 Space Systems and Electronic Systems 

Cバンド 5OMWクライストロン<]t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t> <] t><] t> <] t> <] t><] t> <] t><] t><] 
C -band 50MW Klystron 

Cバンド線形加速器システムに用いるクライストロン

"PV-5050K" （周波数： 5712MHz, 出力： 50MW)を開発

した。高出力を実現するためには，出力空胴と高周波窓の

耐電圧を向上させる必要があった。出力空胴には 4セル

(2/3冗モード）の進行波型出力空胴を採用して空胴内の電

界強度を抑制した。高周波窓はミックスモード型(TE11+

TM11)を採用し，セラミック部の電界強度を下げた。出力

空胴に接続された 2本の導波管からの高周波は，合成器を

介して 1個の高周波窓から出力される。

評価試験において，高周波パルス幅2.0ms, 出力

50.0MW, 効率48.5％を初号機で確認した。今後，研究用

加速器分野へ事業展開を図る。

項目

周波数

出力電力
ビーム電圧
ビーム電流
パービアンス i

I 

RFパルス幅
繰り返し

ドライフ電力
利得

効率

全長

代表的動作例

5712MHz 

50MW 
338kV 

305A 

l.55,tP 
2.0μs 
50pps 
230W 

53.4dB 

48.5% 

1500mm 

PV-5050Kの性能表とクライストロン外形図

圃気象庁向け MTSAT2衛星管制システム “Birdstar" <] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] 
MTSAT2 Satellite Monitor & Control System.for Japan Meteorological Agency (Birdstar) 

運輸多目的衛星新 2号(MTSAT2 :ひまわり 7号）向

けに衛星管制システムを開発し納入した。このシステムは

衛星の状態監視と制御を行うことを目的とし，主に以下に

示す機能を持つ装置（計算機）によって構成される。

(1) 軌道解析：軌道制御／軌道情報（月蝕等）を算出する。

(2) 運用計画：運用計画に基く衛星制御命令の自動実行を

行う。

(3) 衛星管制：衛星制御命令を実行し衛星状態を監視する。

(4) データ解析：衛星の状態を解析，残燃料計算を行う。

OSにLinuxw:）を採用して上記の各機能を個別の計算機

に分担させることで信頼性の高いシステムを実現し，さら

に運用計画機能によって，運用者の負荷軽減と運用ミス

の防止を図っている。

MTSAT 2地上システム構成概要

MTSAT 2管制システム画面

國放置駐車違反管理システム<]t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t> <] t><] t><] t><] t><] t><］ 

Illegal Parking Management System 

2006年 6月 1日から放置駐車違反の取締方法が変更され

るに伴い 8県警に放置駐車違反管理システムを納入した。

このシステムは現場で取締データを入力するための携帯

端末と警察署及び瞥察本部に設置される管理システムで構

成される。

特に現場取締用携帯端末では当社の得意技術である車

両ナンバー自動読み取り，暗号化，霞子透かし， CCD

(Charged Coupled Device)カメラモジュール等の技術を

用い製品化した。また，現場業務に即した使いやすいアプ

リケーションソフトウェアを実現したことで，取締作業効

率の大輻向上に寄与するものである。

当該携帯端末技術は，駐車場管理，車両による入退場管

理等，セキュリティ分野への展開が可能である。

PDAタイプ タブレットタイプ

携帯端末 (PADタイプ， タブレットタイプ）

5. 宇宙・衛星及び遣子応用 73 



圃小型・一体型 DSRC路側機<][><][><][><][><][><][><][><][><][><][><][><][><][><][><][><] [><] [><] [><] [><] [><] 

Practical DSRC Beacon 

当社は，狭域通儒(DedicatedShort-Range Communi-

cation : DSRC)技術を使用した汎用型DSRC路側機を既に

実用化し，今回， DSRCビーコンとDSRC路側装附を一休

化した小型・一体型DSRC路側機の販売を開始し，駐車場

管理システムヘの納入・稼働を始めている。この小型・一

体型DSRC路側機は， ARIE（電波産業会）のDSRC規格：

STD-T75に準拠し， ASK(Amplitude Shift Keying)変調

方式と rr/ 4シフトQPSK(Quaternary Phase Shift Keying) 

変調方式に対応している。また， STD-T88と基本アプリ

DSRC路側装置

OSRCビーコン

ケーション： ITSFORUM RC-004を搭載することで，入

退場管理や決済サービス及び情報提供サービス等を可能と

し，渋滞情報の配信や音声による情報配信サービスも可能

となり，様々なDSRC応用システムによるサービスをこれ

一台で実現できるとともに，今後， ETC(Electronic Toll 

Collection System)車両の管理システム，安全運転支援シ

ステム等にも組み込み，インフラ協調システムの更なる高

度化を H指す。

DSRC路側機：の l69X 185 (mm) 

＜小製一体塑DSRC路側機＞

DSRCビーコン： 2oox2oox100 (mm) 
DSRC路側装置： 350X350X700(mm) 

＜汎用型DSRC路側機＞

小型・一体型 DSRC路側機

111成田国際空港納め車両位置情報システム<][><][><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

Accurate Positioning System of Automobile for NARITA International Airport 

濃霧などの低視程時の航空機の安全誘導のために空港内

車両位僅を lm精度で地図上に表示する車両位置情報シス

テムを成田国際空港に納入した。

このシステムは当社の高精度GPS(Global Positioning 

System)受信機“AQLOC", 車載パソコン，無線通信装置

基準GPS局，センター装置で構成される。基準GPS局で得

られたGPS補正データは，センター経由無線通信で，車両

に搭載されたAQLOCに送1言され， GPSの位置補正を行い，

車載パソコンで自車位置を表示する。一方，得られた自車

位置は，センターに無線通信で送信されセンター装置に表

示される。このシステムは空港内の航空機誘導車両以外に，

空港内消防車の配置確認による作業の安全・効率化にも貢

献している。

74 

センター

センター機器

高精度GPS受信機
AOLOC 

センター地図表示画面

表示器

車両地図表示画面

車両位置情報システム
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園 40波対応 10G-WDMシステム <l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 
1 OGbps WDM Systems for珈 ltiplexing40 Waves 

40波の波長多重伝送が可能なlOG-WDM(Wavelength

Division Multiplexing)システムの製品化を行った。

主な特長は次のとおりである。

(1) 非同期信号収容機能によるマルチネットワーク対応

従来のSTM(SynchronousTransport Module) -64, lOGbE 

に加え， 4本の非同期STM-16個号を電気多重するインタ

フェースを具備し，クロック同期を意識することなく，複

数のネットワークを収容可能

(2) 自動調整機能等の充実による保守運用性の向上

伝送路損失自動調整機能，受信しきい値最適化機能等に

より，建設時壻減設時の現地作業を効率化し，保守運用

コストと人的作業ミスを大幅削減

(3) 経済性，柔軟性の追求

波長可変光源による予備カード削減，高利得FEC

(Forward Error Correction)によるlOG/ 2.5G混在システ

ム実現と，一心双方向機能による運用コスト低減等，経済

性／柔軟性に優れたシステムの提供

(4) 高侶頼性の実現

装置／伝送路冗長により高信頼度を実現

40波対応 10G-WDM装置と非同期信号多重インタフェースカード

璽光ホームゲートウェイ装置 <lt><lt><lt><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l 
Residential Gateway for Optical Ne加 ark

光ホームゲートウェイ装置は， 2007年度から本格的に稼

働する次世代ネットワーク (NextGeneration Network : 

NGN)で提供されるFTTH(Fiber To The Home)のギガ

ビットサービスにいち早く対応した製品である。この装置

は， 1 Gbpsの高速ルーティング機能を備えることで，高

速インターネット，高音質な光電話，地上波デジタル放送

のIP(Internet Protocol)再送信等の映像配信を統合したト

リプルプレイ（データ，音声，映像）サービスの提供を可能

とする。

この製品の特長は次のとおりである。

(1) LAN(Local Area Network)インタフェースをギガ

ビットイーサネット信）に拡張しlOOMbpsを超える高ス

ループットを実現

(2) データ，音声，映像をサービスごとに優先制御する

QoS (Quality of Service)機能を備え，高品質なデータ，

音声，映像伝送を実現

(3) 電話機インタフェースを 2回線備え，通話品質及び

110番， 119番等の緊怠通報への対応等，固定電話と比較

して遜色（そんしよく）ないサービスを提供

光ホームゲートウェイ装置

6.通 信 75 



園列車内映像遠隔モニタシステム <l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [>＜］ 
Remote Video Monitoring System in the frain 

列車内に設置した複数台のカメラによる車内映像を走行

中の列車から地上（指令所）へ伝送することにより，遠隔で

車内状況をモニタするシステムを開発した。地上ー車上1flJ

の無線伝送に 5GHz帯無線LAN(Local Area Network)を

使用することにより，大容最な映像伝送に対応した。さら

に， 5 GHz帯無線LAN装骰への高速ハンドオーバー機能

の搭載により，走行する列車が複数の地上基地局間を移動

する場合でもシームレスな映像伝送を可能とした。

このシステムにより，走行中の列車内状況をリアルタイ

ムに画像で確認でき，列車内の安全性向上や，災害発生時

の乗客誘尊など，乗務員の負荷を軽減する手段として期待

できる。

愛知高速交通（株）東部丘陵線（通称リニモ）において，実車

による列車内映像伝送試験を行い，走行する列車内のカメ

ラ映像を地上の運行表示装罹でモニタできることを確認し

た。実用上十分利用可能な映像であることを実証でき，今

後は，実用化に向けての展開を図っていく予定である。

基地局 1 基地局2 基地屁3 基地局4 トンネル

尋へ奏こ ~、 三へ忍し ふ；，否｀

□バ
はなみすき通駅

二

l二・ •. 
I I 1 ！ 鳩吟ジ` ｀ ！ 

： 

I 曇応芦ぶ、，文て9.．ふぶ＼唸， l 

： ： 監視モニタ
l 

I 

’‘←』い●ヽ＾’｀’’‘-‘"•し‘’‘‘←9 9~ ● ¥’’’l 

I il［ーロー告;斤ー（□/旦旦
I凡例：区ZZ2/＼ブ＝ ネットワーク l 

I アタフタ ［車両l:

OLP 1 : Digital Light Processin且

東部丘陵線における実証システム構成

園 800MHz帯デジタル MCA用 “IP-BTSシステム’' い<lい<l><l ＞<l ＞<lい<l><l ＞<]い<lい<lい<l><lい<l><l ＞ <] 
800MHz Band Digital MCA System "JP -BTS" 

800MHz帯デジタルMCA(Multi Channel Access)シス

テムは無線の通話チャネルを多数の利用者が共同で利用

する業務用無線システムであり，運送業社などの事務所に

設置する指令局と，配送車などに設置する移動局間で業務

連絡に利用されている。

指令局と移動局間の通信は基地局を経由して行われており，

従来は，指令局と基地局との接続に無線を使用していた。今

般，インターネット技術を利用した有線接続を可能とする基

地局“IP(Internet Protocol) -BTS (Base Transceiver Station 

equipment)＂と指令局 “IPモデム＂を開発した。主な特長は

次のとおりである。

(1) 指令局と基地局を有線で接続するため，従来基地局の

電波が届かずMCAシステムを利用できなかった地下街

やテナントビルに事務所があるユーザーもIPモデムを設

置することにより，サービスが利用できるようになる。

(2) IP-BTS導入前は，指令局から複数の移動局と同時に

通信を行うことができる一斉通信の通信範囲は，各地域

ごとに限られていた。指令局にIPモデムを導入すること

76 

により， IP-BTSの設置されている全国の基地局と接続

が可能となり，通信範囲に制限のない一斉通信が可能と

なる。さらに，各地域にある指令局を一箇所に集約する

ことも可能となる。

800MHz帯デジタル MCA用IP-BTS, IPモデム
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圃通話品質に優れた無線 IP電話用基地局装置 <l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l 
Access Point.for叩relessIP Phone 

無線JP(Internet Protocol)電話用基地局装置を製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) きめ細かい通話制御と音声1言号優先機能により，従来

間題であった音声・データー伝送混在時やユーザー集中

時の音声途切れや通話断を解消し，優れた音声品質を実

現

(2) VLAN(Virtual Local Area Network)機能により，部

門組織など端末グループごとに論理的に独立したネット

ワークを構成できるとともに，ネットワークヘの攻撃に

対しても， より強固なセキュリティを実現

(3) 隣接する複数の基地局を仮想的に統合するバーチャル

セル構成により，基地局間の干渉を抑えられ，困難で

あった大規模ネットワークの骰局も容易

なお，この製品は，東京電力（桐との共同開発品である。

Cプレーンワイヤレスコントローラ

園地上デジタル放送用 100W中継局送信機 <lt><l t><lじ<lt><lじ<lt><lじ<lt><l ＞<] t><lじ<lじ<lじ<l><lじ<lじ<lt><l 
Digital Terrestrial Broadcasting IOOW Relay T,・ansmitter 

地上デジタル放送に対応したlOOW中継局送信機を開発

した。主な特長は次のとおりである。

(1) 冷却風路最適化により 1システム (2台方式）を幅

570mm, 奥行き630mmの 1架に実装し，設置面積は従

来機種の1/3となる省スペース化を実現

(2) 130W増幅部は， 70W増幅ユニットを 2合成する方式

を採用することによって冗長性を向上した。片側の電力

増幅ユニットに異常が発生したときでも 1台の電力増幅

ユニットで放送を継続（出力25Wで減力述転）することが

可能

(3) 70W増幅ユニットは，当社で十分出葡実績のある

フィードフォワードひずみ補償方式を採用 地上デジタル放送用 100W中継局送信機

圏素材伝送用小型 HDTVエンコーダ／デコーダ “MH-200E / D" I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I I><I 
HDTV Encoder Board and Decoder Board for Contribution "MH -200E / D" 

放送局等で使用される素材伝送機器などに内蔵可能な

ボ ードタイプの小型MPEG-2 HDTV (High Definition 

Tele Vision)エンコーダボード，デコーダボードを開発し

た。国内仕様のフィールド周波数59.94HzのHDTV（有効走

査線： l，080本）とSDTV(Standard Definition Tele Vision) 

（同480本）に対応する従来機種“MH-lOOE/D"と同ーサ

イズのままで海外仕様のフィールド周波数50HzのHDTV

（同l,080本）とSDTV（同576本）にも対応し，当社独自の高

画質符号化制御技術により，素材伝送で要求される高品質

な映像音声の圧縮／伸張が可能である。

(1) HDTV/ SDTV, フィールド周波数59.94Hz/ 50Hz 

対応

(2) SMPTE302M（最大8ch), MPEG-1 Layer 2, MPEG-

2AAC（最大 6ch)の各種音声符号化方式に対応

6.通 信

主要諸元

型名 Iエンコーダ MH-200E lデコーダ MH-2000 
映像入力／出力信号 SMPTE282M (HDTV). SMPTE258M-C(SOTV) 

映像フオーマット
l 080i/50Hz,576i/50Hz, 

l OBOi/59 94Hz,480i/59.94Hz 
映像符号化／復号方式 MPEG-2 422P@HL MP@HL,422P@ML,MP@ML 

音声入力！出力信号 AES3-id.SMPTE299M/SMPTE272M 

音声符号化／復号方式
SMPTE302M（最大Bch).MPEG-l Layer2, 

MPEG-2 AAC LC p「ofile（最大6ch)
補助データ伝送 ARIB TR-B23.ARIB TR-B22 
電源電圧 DC12V単ー電源
消費電力 約75W I 約73W
大きさ（単位mm) 1sox12ox12 L l80Xl20Xl2 

SMPTE : Society of Motion Picture and Television Engineers 
MPEG : Moving Picture Expe「tsGroup 
ARIB :（社）電波産業会
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圃デジタル CCTVネットワーク監視カメラ “NC-4085" I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] 

Network Surveillance Camera "NC -4085" for Digital CCTV System 

ビルやデパート・工場での広範囲なエリアをカバーする

監視システムを提供するため，ネットワーク監視カメラ

"NC-4085"を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) カメラ画像出力と電源供給を 1本のネットワークケー

ブルでサポートするPoE(Power over Ethernetrii)）機能

を搭載し，従来の別線による配線が不要になり，設置が

容易に行える。

(2) 侵入者の監視に威力を発揮する業界最速の旋回性能を

実現した（最大540° /s)。

(3) 超高倍率ズームにより不審者の手元の動きまで監視が

可能になり，不正行為の防止に威力を発揮する（当杜比

約4.5倍の400倍ズーム）。

デジタル CCTVネットワーク監視カメラ NC-4085 

園デジタル CCTVモーション JPEGエンコーダ ‘‘X-1160"<J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J I><J 
Motion -JPEG over IP Encoder "X-1160" for Digital CCTV System 

アナログカメラを備えたCCTV(ClosedCircuit Tele Vision) 

をデジタルCCTVに変換する装置“X-1160” を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) アナログ映像信号をモーションJPEG(JointPhotographic 

Experts Group)に圧縮してネットワークに配信できる

ため，既設アナログカメラ監視映像のパソコン検索や，

インターネットによる遠隔監視実現などの高度なデジタ

ルCCTV監視システム構築が可能である。

(2) 1台で最大4台のアナログカメラの監視映像をネット

ワークに配信可能で，カメラ 1台当たりの装置体積を当

社従来機種の約半分とした。これにより，スペースを選

ばない設置が可能になった。

デジタル CCTVモーション JPEGエンコーダ X-1160

圃屋外用小型カラー監視カメラ℃IT-8800" <] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] 

Compact Outdoor乃peSurveillance Color Camera "CIT-8800" 

小型・軽量化を実現するために， カメラケース・レンズ・

取付け足の一体化を図った屋外用小型カラー監視カメラを

開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 小型・軽量化（当社比で体精約20%，質量約50％減）の

実現により，建物の景観を損なわない設置が可能となっ

た。

(2) 照度 0ルクスの暗闇でも近赤外線照明により撮影が可

能で，駐車場，住宅街等の夜間監視に威力を発揮する。

(3) 従来，軒下設置を標準的な使用環境としていたが，防

水性の大幅な向上により，台風等の暴風雨に直接さらさ

れる環境でも使用可能とした (JIS規格IP66に準拠）。
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屋外用カメラケース一体型カラー監視カメラ CIT-8800 
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7置情 Information Systems and Network Service 

7. 1 ITプラットフォーム IT Platform 

國メタデータ分析により全社データ／アプリケーションの地図を提供する “MetadataManager"<l ＞<l ＞<l ＞<l ＞<l ＞<］ 

"Metadata !Yfanager" : Metadata Ana/izer Generating Ente11Jrise Data and Application Map 

"Metadata Manage/it)’'は， システム内に散在するデー

タベースやアプリケーションの“データの意味”を表す“メ

タデータ”の統合／分析を可能にする。これまでメタデー

タの統合／分析は，各システムに梢通したスペシャリスト

が手動で実現していた作業であったが， Metadata

Managerによって自動的に統合できるようになった。

Metadata Managerの導入により，①メタデータの一元

的な管理が可能になり，コンプライアンスに対応しだ情報

資産管理（データガバナンス）を自動的／効率的に実現でき

る。②グラフィカルなレポートにより地図から目的地を探

すような容易さで“データの流れ／出所”や“データの依存

性（異常値の原因等）”を突き止めることができる。

Metadata Managerのシステム構成

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジー1!18TEL: 03 -6414 -8105 > 

圏セキュリティ機能を強化したソリューションサーバ “Entrance新DSシリーズ”じ <l><l ＞<lじ<lじ<lじ<lじ<l><lじく］

、•MitsubishiEntrance New DS Series" with Enhanced Security Feature 

"Entrance新DSシリーズ’'は，企業が保有するデータ資

産を経管に生かすとともに，情報システムの全体最適化を

実現するサーバシリーズである。今回の新シリーズでは，

“認証”“アクセス制御”“暗号化”“監査”の 4つの観点か

らサーバのセキュリティ対策を提供し，企業を取り巻く

様々な脅威からデータ資産を保護する。

主な強化内容は，①“DP-UX”へのログインに生体認証

を導入，②各種アクセス制御機能により定型業務以外の操

作を抑止し，オペレータ操作エラーを防止することが可能，

③世界最高水準の暗号技術“MISTY国）’'を使用しバック

ァップデータを暗号化，④アクセスログの機能強化により

不正アクセスを監壺する。

6モデル， 20タイフのスケーラビリティ

アドバンストモデル

スベースパフォーマンス
モデル

Entrance OS 680f 

スタンダードモデルEntrance OS 3801 

エントリーモデル
Entrance OS 280f 

Entrance OS I BOf 

ラックマウントモデル
Entrance OS 680r 

• ↓ "̀ 
エンタープライズモデル
Entrance OS BBOr 

ソリューションサーバ Entrance新 DSシリーズ

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジー（梱TEL:03 -6414 -8052 > 

圏 MESシリーズにデュアルコア版インテル ltanium2プロセッサを搭載 <lじ<l><lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<l
Enhanced Line of MES Servers Powered by Dual -Core Intel Itanium2 Processor 

基本ソフトウェアにHP-UX直）を使用するサーバ群で

あるMESシリーズの全 4機種に，最新のデュアルコア

ィンテルいnItanium的¥;)2プロセッサ9000番台を搭載して，

従来機種と比ベシステム性能を最大で 2倍以上向上すると

同時に低消費電力を実現した。

また，上位機種並みのハードウェア信頼性向上機能を実

装するとともに， DDR2メモリ／ SAS/ PCI -Express 

等の最新技術に対応して，プロセッサバスで33%／メモリ

バスで66％帯域幅を拡大させた新開発チップセットを採用

する最大2/4プロセッサ搭載の新機種MESRX3600 / ME 

SRX6600を追加した。

これらの拡充施策により，最適機種の選択が容易となっ

た。

7.情 報

MESシリーズの新機種 MESRX6600 

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジー（梱TEL: 03 -6414 -8052 > 
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.サーバコンピュータ ‘‘FT8600シリーズ”：デュアルコア・プロセッサ搭載製品を全モデルで製品化<l><l〉<lじ<]じ<]

"Mitsubishi FT8600 Series" Server Computer with Dual Core Processor 

"FT8600シリーズ’'では，エントリークラス（部門サーバ

向け）からハイエンドクラス（基幹業務向け）までの幅広い

ラインアップと賎富なオプションを提供している。今回，

プロセッサの強化を行い，全モデルにおいてデュアルコ

ア・プロセッサを搭載した製品のラインアップが完成した。

新しいアーキテクチャによる演算処理ユニットを一つの

パッケージに 2つ組み込んだデュアルコア・プロセッサの

搭載により，従来 2台のサーバで行っていた処理が 1台で

実行可能となり，さらには，ハードデイスクの接続インタ

フェースにも高速なSAS(Serial Attached Small Computer 

System Interface) やSATA2(SerialAT Attachment-2) 

を採用したことにより，性能向上と，省電力，省スペース

を併せて実現している。

モデルllORd 

デュアルコア・プロセッサを搭載した FT8600シリーズ
（ラックマウントタイプ）

く取り扱い：三菱揺機インフォメーションテクノロジー（tねTEL: 03 -6414 -8052 > 

圃軽量モバイルパソコン “apricotAL Cシリーズ” <I ＞<I〉<I〉<I〉<I〉<I〉<Iじ<I><I〉<l＞ <l ＞<I ><I〉<lじ<]じ <I
Ultra Light Mobile PC "apricot AL C series" 

この製品は“軽景性’'“堅牢（けんろう）性”“高性能”“長
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PentiumR (in Mプロセッサや12.1型LCD(Liquid Crystal 

Display)を搭載するなどモバイルパソコンとして十分な性

能を持ちながら，徹底した省電力化により約 7時間もの長

時間バッテリー駆動(JEITA（電子情報技術産業協会）準

拠）を可能にした。また，セキュリティチップを標準搭載し，
apricot AL Cシリーズの外観

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジー（梱 TEL: 03 -6414 -8052 > 

璽非接触 ICカードを用いたログオン認証ツール l> <l l><l l> <l l> <l l> <l l> <l l> <l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l> <] 

Sofnvarefor PC Logan with Contactless JC Cards 

この製品は，社員証，交通カード，携帯電話等で普及が

進んでいる非接触ICカード技術方式“FeliCa庫）’'を用いた

パソコンのログオン認証ツールである。 FeliCaにより

Windowsm.）へのログオン認証ができるので，煩雑なパス

ワードの入力が不要で，また，パスワードや指紋照合との

組合せでの認証も可能であり，セキュリティポリシーレベ

ルに応じた最適な認証手段を提供する。さらに，マップ機

能により，あらかじめ設定したWebサイトやアプリケー

ションヘのログインをFeliCaで代行することも可能であり，

個々のIDやパスワードを憶えておく必要がない。共用端

末の用途でも利用者にパスワードの開示が必要なくなるこ

とから，パスワードの管理•更新が容易にできる。

モデル440Rc

モデル220Rd

モデル210Rd

ファイル暗号ツール“EASYCRYPTり「），＇を標準添付するな

どセキュリティにも配慮した製品である。

apricot認証デスクトップツール<FeliCa対応＞

＜取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジー（梱 TEL: 03 -6414 -8052 > 
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園パソコンシンクライアント化ソリューション “QuickSBCBOO版” <]じ<l><lじ<]じ<]レ<l><lレ<]レ<l><lじ<]じ<]
"QuickSBC Version BOO" : Solution to Change PC to Thin -client Easiか

シンクライアントは，データを保持するハードデイスク

を持たず，アプリケーションやデータをサーバ側で実行，

保存する仕組みであり，情報漏洩（ろうえい）を防止するソ

リューションとして注目を集めている。しかし，現在使用

しているパソコンのリース期間が残っていて直ちにシンク

ライアントを導入できないという課題があった。

"QuickSBC"は，専用OSを内蔵したUSB(Universal Serial 

Bus)メモリをパソコンにセットするだけで，パソコンを

シンクライアント化するソリューションであり，既存のパ

ソコン資産を有効に活用することができる。 BOO版では，

①高速通信カードのサポート拡充，②バッテリーメータの

追加，③ユーザーインタフェースの改良を行い，モバイル

環境での使いやすさを強化した。

QuickSBC 

く取り扱い：三菱虚椴インフォメーションテクノロジー（梱TEL:03 -6414 -8052 > 

園ネットワークカメラを活用した新世代監視システム‘‘ネカ録シリーズ’' <]じ<]じ <l><lじ<l><l ＞<l ＞<l ><l ＞<]じ<]
"NE CARO KU" : New Generation Surveillance System leveraged with Ne畑 arkCameras 

市販ネットワークカメラと画像録画専用サーバで構成す

る新世代監視システム“ネカ録直）シリーズ’'を開発した。

(1) アナログカメラによる従来システムに比べてシステム

コストを30％程度削減できる。

(2) 主要ネットワークカメラベンダーの製品をサポートす

る。

(3) (W) 105 x (D)240 x (H) 185(rnrn)の超小型モデルから

Raid5をサポートした19インチラックマウントタイプま

で用途に合わせて豊富なラインアップを持っている。

(4) 広域ネットワークに接続し，支店に設置したカメラを

センターで監視するなどの構成が可能である。

7.2 ITシステム IT System 

(5) 動休検知時のみ録画，プリセットしたカメラ画角の自

動巡回故障通知機能など高度な機能を搭載した。

ネカ録 NS-1000（写真の黒い BOX)

く取り扱い：三菱姐機インフォメーションテクノロジーi株TEL:03 -6414 -8052 > 

圏オープンソース・ソフトウェアとして提供する電子自治体システム ‘‘MTAIS-eLG" <l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><] 
"MTAIS-eLG" : New Information Systems.for Electronic Local Governments Based on Open Source Soj畑are

地方財政の逼迫（ひっぱく）など自治体を取り巻く環境の

変化に伴い，構築・保守費用が削減できかつ業務効率化

及び住民サービス向上を両立する電子自治1本システムが求

められている。こうした背景から，マルチプラットフォー

ム対応のオープンソース・ソフトウェア (OSS)として，自

治体総合行政情報システム “MTAIS-eLG <ii•)’' を開発した。

MTAIS-eLGでは，従来製品の特長やノウハウを生かし

つつ， Web対応機能，業務連携機能を強化しており．行

政運営の簡素化・効率化，住民サービスの向上を実現する

電子自治体システムとして，短期間での導入が可能である。

また，共同利用対応機能も強化しており， ASP(Applica-

tion Service Provider)による複数自治体を対象とする共

同利用システムとしての提供も可能である。

7.情 報

MTAIS•eLG Mttsubishl EIectronic TDtaI Administ「atwelnformation System for electroniC LocaI Govemment 
LGWAN ・ Local GoYemmect Wide Arn Netwmk LGPKI Local Go,cmmect Poblic Key lcf,aatrnctuce 
GPKl : OVernment Pubhc key lnfrastfuctU「e LAN • Local Ace Network 

電子自治体ソリューション
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園仮想計算機技術を利用した千葉工業大学納め‘'次世代型高度 IT教育システム”I><]I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] 
Advanced Learning System with Virtual Machine Technology for Chiba Institute of Technology 

千業工業大学のコンピュータ演習環境に，近年高い注目

を集めている仮想化技術を活用した柔軟性・応用性の高い

次世代型高度IT教育システムを構築し納入した。

このシステムでは仮想化ソフトウェアとしてVMware(iU

ESX Serverを導入し，物理マシン・物理ネットワークに

依存しない柔軟な仮想環境での演習を実現している。

演習環境の仮想化により，管理者権限の必要なシステム

管理演習や，複数台の仮想マシンを使用した分散システム

演習等の情報系専門学科にふさわしい高度な教育を可能と

している。また，仮想マシンは，すべてサーバ側で動作す

るため，学生は任意のクライアントから複数の仮想マシン

を利用できるとともに，管理の一元化を実現している。

仮想マシン2の画面 仮想マシン1の画面

仮想マシンを使用した演習イメージ

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジーll1iTEL : 03 -6414 -8306 > 

IIユーザーメンテナンス性を向上させた金融機関ホームページ管理システム t><lt><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><] 
Web Site Management System with Improved Maintenabili(）I 

金融グループの持株会社において，ホームページは．投

資家・株主やお客様に向けた重要な情報公開チャネルであ

る。金融機関の二つの持株会社の統合に際し，両社のホー

ムページを統合し新しいサイトを立ち上げた。新統合サイ

トでは，デザインの更新に加え．情報発信のスピードアッ

プを目的に，新しいホームページコンテンツ管理システム

を構築した。コンテンツの編集には， CMS(Contents 

Management System)パッケージを導入し，その操作性

を最大限に生かしている。さらに，専用の差分反映ツール

を開発し， リリース確認環境と本番環境を統合した。これ

により，ユーザーが迅速にコンテンツをメンテナンスし，

確認環境で確認を行い，確実に本番リリースできる仕組み

を構築した。

言
・リリース

［ニューリリース追加］

［コンテンツメンテナンス｝

ホームページ管理システム全体概要図

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションシステムズ（梱 TEL: 03 -5445 -7333 > 

國設計書の品質向上とデザインレビュー効率化を実現する三菱設計品質向上支援ソリューション “naviQ" t><l t><l t><l 
"naviQ" : Mitsubishi Design Documentation Support System 

このソリューションは，設計文書の作成時に，設計文書

と過去の設計知識（基準，不具合事例等）を照合することで，

確認すべき情報・注意事項を自動的に表示し，設計者に負

担をかけずに設計初期段階での問題点発見とデザインレ

ビューの効率化を実現する。主な特長は次のとおりである。

(1) 世界初の“知識表現グラフ・文書内容照合技術”を用い，

設計書の内容を自動的にチェック

(2) チェック知識作成機能により，関連文書から知識とし

て使用する用語を自動抽出し効率的にチェック知識を作成

(3) プッシュ型ガイダンス表示機能により検索操作が不要

(4) 三菱電機統合ドキュメント管理システム “Manedge

Leader(it)’'や既存の部品データベースと連携して知識を

活用
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三菱設計品質向上支援ソリコーション’

仕様円／技術資料参照等 不具合甲例参照等

PDM:P「oductData Management 

システム構成

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションシステムズlltlTEL : 03 -5445 -7 457 > 
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國パソコンの情報漏洩を簡単・確実に防止する PCログオンセキュリティ ‘‘MistyGuard< MISTYLOGON Lite〉'’[><][><] 

"MistyGuard < MISTYLOGON Lite>" : PC Logan Security Soft¥Vare 

情報漏洩（ろうえい）の大きな要因の一つは， モバイル

PC (Personal Computer)の紛失や盗難にある。モバイル

PCをより強固に保設するためには，ユーザー名・パスワー

ドに代えて，生体情報による利用者の認証が有効である。

この製品は，指紋認証機能をUSB(UniversalSerial Bus) 

メモリに搭載した専用の指紋USB認証キーとログオン用

ソフトウェアからなり， PCのログオンを簡便にするとと

もに， PC内の情報を確実に保設することを可能にする。

この製品によって，企業機密を保存したモバイルPCを

紛失しても第三者による機密情報の読み出しをより確実に

防止できる。さらに， USBメモリ自体に記録された機密情

報も指紋認証によってのみ読み出せるので，記録媒体もよ

り強固に保護することが可能になる。

指紋 USB認証キー

＜取り扱い：三菱虚機インフォメーションシステムズ（梱 TEL: 03 -5445 -7381 > 

圃オペレータの声をテキスト化し，コンタクトセンター業務の効率と質を向上させる “VoiceSmile/ Log" 

"VoiceSmile / Log" : Voice Logging Dictation System for Contact Center Business 

[><] [><][> <] 

トラブル発生時の企業防衛やコンプライアンス及びオペ

レータ教育の観点から全通話録音装置を導入するコンタク

トセンターが少なくないが，モニタリング業務（通話の間

き起こし）に多大な労力がかかっているのが現状である。

"VoiceSmilernl / Log"は，全通話録音に加え，音声認

識によりオペレータの発話内容をテキスト化するとともに，

各種検索機能を提供した全通話録音システムである。①テ

キスト化された発話内容を参照しながら必要な箇所のみの

スポット聞き起こしが可能，②発声キーワードによる類似

応対ログの検索が可能③既存設備に依存しない導入が可

能といった特長を持ち，モニタリング業務の効率化やログ

の分類・分析，応対品質の向上に多大な効果が期待されて

いる。

Rテキスト化された通話内容を参照しながら，必要な箇所の聞き起こしが可能

Rキーワードによる類似通話ログの検索が可能

VoiceSmile / Logの主な機能

＜取り扱い：三菱虚機インフォメーションシステムズ（梱 TEL: 03 -5445 -7611 > 

圃顧客の声を素早く，簡単に分析できるテキストマイニングシステム ‘‘DIAMiningEX"<]じ<]じ<]じ<]じ<]じ<]じ<]じく］

"DJAMining EX" : Text Mining System for Customer Relationship Management 

インターネットの普及に伴い，問い合わせやクレーム，

アンケート回答等のテキスト情報が増大している。これら

の膨大なテキスト情報に隠された貴重な顧客の声を効率的

かつ効果的に分析したいというニーズが高まっている。

最新版“DIAMining(iilEX"では，テキスト情報の分析精

度を高めるために次の特長を強化した。

(1) 独自の“概念抽出技術”を利用して，表現が異なるため

単純なキーワードでは分類できないテキストを同ーカテ

ゴリーに分類できるカテゴライズ機能を追加した。

PC : Personal Compute「

CSV : Comma Sepa「atedValues 
CS : Custome「Satisfaction

99----------
｛ 
!,'_—~ -—-一 i

DIAMining EXによるテキストマイニングの流れ(2) 分析対象の文書から関連語辞書を自動生成する機能に

加えて，ユーザー固有の専門用語を追加登録できる辞書

作成支援機能により，検索や分析の精度向上を図った。
＜取り扱い：三菱粛機インフォメーションシステムズ（梱 TEL: 03 -5445 -7426 > 
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1111デジタル多回線と広域分散対応化を実現した FAXOCRシステム “MELFOS" t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><] 

"MELFOS" : FAXOCR System 

"MELFOSり1:)9'は， FAX送信された手書き帳票を高精度

で自動認識し，テキストデータに変換するFAXOCRシス

テムである。大規模データセンター向けにも対応するため，

デジタル多回線と広域分散システム構築のための機能を強

化した。主な特長は次のとおりである。

(1) デジタル回線(BRI/ PRI回線）をサポートし， 1サー

バ当たりの回線実装数を従来に比べ大幅に拡張した。

(2) FAX受信や認識等を同時処理できるマルチプロセス

構成により，スケーラビリティの高いシステムを実現し

た。

(3) "MetaFrameり1)"を利用して認識文字の修正や蓄積さ

れたイメージデータの検索及びシステム監視等を遠隔地

から可能とし，広域分散型FAXOCRシステムの構築を

可能にした。

デジタル多回線対応 MELFOSによる
広域分散型 FAXOCRシステムの概念

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションシステムズ（梱 TEL: 03 -5445 -7425 > 

Ill SOAデータ連携ツール “DHprofor SOA"[> <l [><l [> <l [> <l [> <l [><l [> <l [><l [> <l [><l [> <l [><l [> <l [> <l [> <l [> <l [><l 

SOA -based ETL Tool "DHpro for SOA" 

近年，企業の情報システムを最適化する手法として

SOAが注目されている。情報システムをSOA化するに当

たっては， ビジネスプロセスを構成する業務単位ごとにア

プリケーションをサービス化する必要があるが，既存のア

プリケーションなど修正が困難なシステムでは，サービス

化開発への多額の投資と再構築のリスクが問題となる。

"DHpro for SOA"は，データの抽出・集計・加工・転送

など，データベース間の連携をSOAのサービスとして呼

び出すことにより，アプリケーションを修正することなく

SOA化していくことを可能にする。これにより，ローコ

ストかつローリスクなSOA化を実現することができる。

OB : OataBase 
SOA : Service Oriented Architecture 
ESB : Enterp「iseService Bus 

巴璽SOA連携

<→ーデータ迎携

DHpro for SOAによる SOA化のスモールスタート例

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジ一昧 TEL: 03 -6414 -8052 > 

園 FAX送信代替からインターネット EDIまで実現する SOA対応データ交換プラットフォーム “Biz0rder3.0"<l[><l [><l 

SOA Based Data Exchange Platform "Biz0rder3.0" 

"Biz0rder3.0"は．様々な入出カインタフェース，様々

な形式のデータについて． 自動受発信， 自動フォーマット

変換を行うデータ交換プラットフォームである。送信時に

PDFファイルを自動生成しメールヘ添付することもでき

るので． FAX送信を代替して通椙費を削減することがで

きる。また，様々なデータの交換にExcel(ii')ファイルが使

用されているが． Biz0rder3.0は，ヘッダ，明細レコード

等を持つ複雑な帳票形式のExcelファイルにも対応するの

で，メールベースのEDI(Electronic Data Interchange)の

自動化にも適用できる。さらに，処理フローのカスタマイ

ズや機能追加も容易等のSOAの特長を生かし，社内外の

情報システム全体と高度な連携を実現することができる。
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受発注データ 社内

量` 4/  

(Excel/CSV) 1雰要予測データ
(Excel) 

ーベ

取引先A社
¥ -’5 

＂ 
取引先B社

量
取引先C社

＂ノ取引先D社

メール

請求書
(PDF) 

DB : DataBase 
SOA : Service Oriented Architectu「e
CSV : Comma Separated Values 
PDF : Portable Document Format 

BizOrderによるシステム構成例

く取り扱い：三菱虚椴インフォメーションテクノロジー1掬TEL:03 -6414 -8052 > 
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圃 Webベースのレポーティングシステムを自在に実現する “Qlpro" <l ><l ><lじ<l><l ＞<l ><l ><l ><l ＞<lじ<l><l 
"QLpro" Introduces Web-based Reporting Systems Quickly 

Web対応データ検索・集計ツール“QL” は，データベー

スに蓄積された売上明細などの業務データから商品や支店

ごとに売上げを集計するようなレポーティングが容易に行

えるツールである。 Webブラウザでウイザードに従って

パラメータを設定するだけで，集計結果の圃面表示や帳票

作成ができる。 “QLpro’'は， QLの上位製品で， QLで作成

したレポーティング業務を他のWebアプリケーションヘ

組み込むことが可能である。例えば，ブラウザに表示され

た業務メニューやポータル画面から，検索・集計結果を同

じ画面内に違和感なく表示できる。 QLproを利用すること

で， Webアプリケーション開発の生産性を向上させ，開

発全体を効率化できる。

ODBC: Open DataBase Connectivity 

Web対応データ検索・集計ツール QLpro

く取り扱い：三菱虚機インフォメーションテクノロジー（仰TEL: 03 -6414 -8052 > 

園青果・水産卸売業販売情報システム“フレッシュ市場くん', I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><lI> <l 
Sales I,げcmnationSystem for Fresh Foods Market 

“フレッシュ市場くん＂は，青果・水産卸売業向けの販売

情報システムで，市場仲卸・水産卸売・ケータリングサー

ビスを対象としている。市場法の改正による仲卸の業務形

態の変更に対応できるように改版・機能強化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 取引先ごとの利益を正確に管理するため，“見積り・契

約’'機能を追加

(2) 在庫管理単位（品名・産地・荷印・等級・階級）を選択

可能とし，厭客ごとの在庫管理方法に柔軟に対応

(3) 入力項目の要否を自由に選定できる機能により，顧客

ごとのプログラム変更が不要

(4) 組合請求処理，統計分析機能等のオプションを用意

7.3 ITサポート＆サービス IT Support & Service 

ローコストオペレーション
／利益率向上支援］

［業務拡大に伴う ［セキュリティ支援l 1戦略的経営支援］

システム拡張支援】

“フレッシュ市場くん”の特長

く取り扱い： （株）三菱姐機ビジネスシステム関西支社 TEL: 06 -6447 -0092 > 

圃顧客の利用感をモニタリングし快適•安心を提供する，新ネットワーク性能監視サービスソリューション ><l ＞<l ＞＜l 
MIND Ne/:¥vork Pe1formance Monitoring Service Solution for Reliable and Comfortable Network System 

MIND（三菱電機情報ネットワーク（株））の新ネットワーク

性能監視サービスは，顧客の拠点に設置しているルータと

通信相手拠点のルータ間の通信経路を監視することにより，

顧客の拠点に専用計測器を設置することなく，通信相手拠

点までの応答性能を測定する。このサービスは，ルータか

ら定期的にコマンドを発行させ，その結果を蓄積し統計処

理することにより，過去のデータと比較して異常状態の兆

候の早期発見やネットワークリソースの飽和状態を予測し，

顧客の適正な通信設備の投資計画を支援する。さらに，顧

客が休感する応答性能を計測することができる。

7.情 報

新ネットワーク性能監視サービス

く取り扱い：三菱遣機梢報ネットワーク（椋 TEL: 03 -5276 -6821 > 
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圃リモートアクセスにおける情報漏洩対策ソリューション ‘'MINDモバイル・シンクライアントサービス”<l[><] [><] [> <] 

"MIND Mobile Thin Client Network Service" : Solution to Prevent Leakage of I⑩ rmation Prope1咋 inRemote Access 

社外に持ち出したモバイル端末の紛失・盗難による情報

漏洩（ろうえい）対策として，企業では，モバイル端末側に

情報を残さずに社内リソースヘのアクセスやドキュメント

の閲覧・編集が可能なシンクライアントヘのニーズが高

まっている。 MIND（三菱電機情報ネットワーク（株））モバイ

ルネットワークサービスでは新たな付加サービスとして，

“リモートアクセスからの情報漏洩対策：モバイル・シン

クライアントサービス＂の提供を開始した。このサービス

では， リモートからのシンクライアントによる社内ネット

ワークヘのアクセスに関する設計・構築から運用までを

トータルソリューションとして提供し，データの持ち出し

による情報漏洩対策等のセキュリティ向上，運用管理の集

中化を実現する。

パソコン上にはデータが
存在せす高セキュリティを実現

MINDモバイル・シンクライアントサービスの概要

く取り扱い：三菱虚機情報ネットワーク（株） TEL: 03 -5276 -6821 > 

圃 ITサービスマネージメントの品質と効果を向上させる “OpenServeシリーズ”[><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

"OpenServe Series" Improve IT Service Management 

"OpenServe庫）シリーズ”は， ITIL(il)で規定されるIT

サービスとITサポートを運営・管理するためのトータル

ソリューションである。①IT運用業務の効率と品質を向

上させる “IT運用サービスパッケージ”．②ヘルプデスク

を中心としたITサポートのための“ITサポートサービス

パッケージ'’．③発生した障害イベントの影評度を知るた

めの“ビジネスインパクト分析パッケージ＂の 3つのパッ

ケージで構成される。それぞれのパッケージにはモニタリ

ング機能を装備し， リアルタイムで現状を把握できる。

また，サービスデリバリーとして，サービス状況を多目

的に分析する“多目的分析パッケージ”により，サービス提

供状況の分析・評価を実現した。

卜

↓
'
心ィ

八
~

圃OpenSe「veシリーズは迎用監視フロントソリコ＿ションからサー
ピスサポート，サービスデリバ'）-まで， トータルなインテグレー
ションを実現する。

Bl : Business Intelligence、

SLA : Service Level Agreement 
ITSM : IT Service Management 

Open Serveシリーズでの ITSMシステム導入モデル

＜取り扱い：三菱姐機インフォメーションテクノロジーlnJTEL: 03 -6414 -8130 > 
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8日 情報 Visual Information 

圃ホームシアタープロジェクタ “LVP-HC5000"[><] [> <] [><] [> <] [> <] [> <] [> <] [> <] [> <] [> <] [> <] [> <] [> <] [> <] [> <] [><] 

Home Theater Projector "LVP -HC5000" 

ホームシアター市場向けに，フルHD(1,920 x 1,080)対応

の液晶プロジェクタを開発した。この機器の主な特長は次

のとおりである。

(1) 無機配向膜のフルHD(High Definition)液晶パネルと

オートアイリス機能を搭載し，長寿命と高コントラスト

10,000 : 1を達成

(2) 高性能ビデオプロセッサReon-VXを採用し，高精度

IP (Interlace-Progressive)変換， ピクセルごとの動き適

応型ノイズリダクションによるコーデックノイズの低減，

新シャープネスによる高域成分のDetail改善を実現

(3) 電動ズーム／フォーカス／レンズシフトによる設置性

の改善と高効率ダクト冷却システムによる静音化

LVP-HCSOOOの本体とリモコン

圏データプロジェクタ ‘‘XD430シリーズ’'<][> <] [><] [> <] [><] [> <] [> <] [><] [><] [> <] [> <] [> <] [> <] [> <] [><] [> <] [> <] [><] 

Data Projector "XD430 Series" 

企業や学校で使用頻度が高いモバイルスタンダード機の

標準的輝度(2,000ルーメン）を更に向上させた高輝度プロ

ジェクタ “XD430シリーズ＂を開発し市場投入した。

この機器は，新開発の230W-ACランプを採用して2,500

ルーメンという高輝度を実現し， さらに，フリッカを効呆

的に抑制しつつ良好な照度維持率を保つことができる新ラ

ンプ・ドライブシステムを搭載した。また，様々な教育シー

心

米国向けの XD430U

ンに対応するため， 2入力映像端子のほか，モニタアウト

／オーディオアウト機能も装備し，これに加えて盗難防止

用チェーンを利用するための専用フックも搭載した。一方，

3.2mで100インチ投写が可能な短焦点レンズを採用し，狭

い空間でもスケールの大きなプレゼンテーションが可能と

なっている。

新開発の 230W-ACランプ

XD430Uの本体とリモコン及び230W-ACランプ

園データプロジェクタ ‘‘XL550U"<lt> <l ＞<lt><lt><l t> <l t><l t> <l t> <l ＞<l t> <l t><l t> <l t><l t> <l t><l t> <l t> <l t><l ＞<] 

Data Projector "XL550U" 

当該カテゴリーではファンノイズ30dBA前後が一般的

となっている製品群の中にあって， 22dBAという低騒音

を実現したLCD(Liquid Crystal Display)プロジニクタを

製品化した。主な特長は次のとおりである。

(1) LCDユニット冷却の強化で，業務用プロジニクタと

してはトップの静音性(22dBA)を実現

(2) ランプ扉を側面に配置し，ランプ交換の容易化を実現

し， また， ランプ長寿命を達成

(3) RJ45によるネットワーク機能等，農富な端子を装備

(4) パスワードロック機能と盗難防止チェーン用金具を搭

載し，セキュリティ機能を向上

8. 映像情報

XL550Uの本体とリモコン
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園医用小型デジタルカラープリンター℃P30"<l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[><l[> <l [><l[><l[><l 

Compact Digital Color Printer "CP30" for Medical Imaging System 

超音波診断機等の医用向けに使いやすさを追求し，かつ

小型化・高画質／高速プリントを実現したデジタルカラー

プリンター℃P30"を開発した。主な特長は次のとおりで

ある。

(1) 業界初のリボンカートリッジオートローディング方式

を採用し，医用現場での操作性向上を実現

(2) (W) 212 x (H) 125 x (D) 425(mm)の小型化を実現し，

超音波診断システムヘのビルトイン等に柔軟に対応

(3) 業界初423DPI(Dot Per Inch)高解像度サーマルヘッ

ドを搭載

(4) 新プリンタ制御エンジン，メカニズムを開発し，プ

リント方向の色だれや文字つぶれを大幅に改善しつつ，

Sサイズ16秒， Lサイズ25秒の高速プリントを達成

CP30の外観

匿フロントメンテナンス方式リアプロジェクタ “LVP-50XHF50" [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [> <l [><l [><l [>＜l 
Front Maintenance Display Wa!! Cube "LVP-50XHF50" 

DLP(ii)方式リアプロジェクタにおいて省スペース設置

を可能としたフロントメンテナンス方式の新ラインアップ

として，オートランプチェンジャ搭載の“LVP -50XHF50" 

を開発した。従来機種と同様にスクリーンユニットを前面

から容易に開閉できる構造とし，“壁ピタ”設置を可能にし

ている。また，マルチ構成での目地幅 2mmを実現し，両

面間でのつながり感を損なわないようにしている。この機

種は，オートランプチェンジャの搭載により，ランプ切れ

による映像の途切れを最小限に抑え， 24時間監視用途にも

対応可能とした。現在，フロントメンテナンス方式のライ

ンアップ強化として67V形モデルも開発中であり，中小規

籾iの監視市場の規模拡大をねらう。

LVP -50XHF50 

メンテナンス時

監視用レコーダ “DX-TL4500"<l[> <l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [> <l [> <l [> <l [> <l [><l [><l [><l [> <l [><l [><l [> ＜l 
Digital Recorder.for Surveillance "DX-TL4500" 

金融機関などの大規模監視システムからコンビニエンス

ストアなどの小規模監視システムまで幅広く適用できる，

高機能な普及塵監視用レコーダ“DX-TL4500"を製品化し

た。主な特長は次のとおりである。

(1) 大容最化と高速・高画質化：大容醤500Gバイトのハー

ドディスクを内蔵し，長時間の高画質・高速記録を実現。

リアルタイムライブ画表示機能(960フィールド／秒），高

速録画機能(240フィールド／秒），画像圧縮アルゴリズム

はJPEG(Joint Photographic Experts Group) 2000を搭載

(2) 訴求機能： ①DVDドライブの標準搭載，②シリアル

バスによる外部メモリー拡張，マウスによる設定が可能，

③ネットワーク監視にも対応
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9.住環境 Living Environment 

・ルームエアコン“霧ケ峰zwシリーズ” <l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I> <l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><lI> <l 
Room Air Conditioner "Kirigamine ZW Series" 

霧ヶ峰zwシリーズは，エアコンから離れた床温度を検

知して部屋の温度むらを見張る赤外線センサ“Wムーブア

イ”と，エアコンから吹き出す気流をワイドに届けるために，

飛行機の主拠を参考に吹き出し口のベーンを千烏状に配置

する“可変式・ワイドベーン’'を搭載したルームエアコンで

ある。これによって，広い部屋の全体に風を届けて自動的

に温度むらを抑制する空調を実現し，快適性を格段に向上

させ，実使用時の省エネルギー性を約30％向上させた。ま

た，必要な場所だけを空調する“ゾーン空調”により，更な

る省エネルギー性の向上を実現した。この霧ヶ峰zwシ

リーズの省エネルギー性が認められ，平成17年度省エネ大

賞（資源エネルギー庁長官賞） ＊を受賞した。

赤外線センサ‘‘wムーブアイ’'を搭載した霧ヶ峰zwシリーズ

*38ページに記載

・‘‘たっぷり入って鮮度長持ち'’家庭用冷凍冷蔵庫 <l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l I><l 
"Conveniently Design and Keeping Freshness of Vegetables Technolo研 inRefi'igerator 

使いやすさと食品保存性を向上させた冷蔵庫を開発し

2006年10月から発売した。主な特長は次のとおりである。

(1) 空間上手：動くん棚

冷蔵室の最上段と最下段の棚前面に付いたレバーを左右

にスライドさせるだけで食品を載せたまま棚の高さを約30

~40mmの幅で自由に調節できるので，冷蔵室を収納する

食品によって自由にレイアウトして使うことができる。

(2) うまさ活菜：フレッシュ光パワー野菜室

従来のオレンジ色に加え青色光を野菜に照射することで，

野菜の生命力の源である“還元糖”の生成を促進し，老化を

抑制する。この結果，野菜の鮮度が長持ちし，ビタミンC

の増鼠が従来の10％から15％にアップする。 Gシリーズ MR-G45M

111洗濯乾燥機新乾燥方式‘'まんなか・温風” [><][><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><J [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

Introduction of New D1ying method "Manna/ca・ Onpu (Warm Airjiwn the Center)" of Washer D1yer 

2006年 8月に，洗濯乾燥機“MAW-DSYP” の乾燥方式

“まんなか・温風＂を発売した。

“まんなか・温風”は，内ぶたに風路を設け，洗濯槽上部

中心から槽全体に温風を吹き出す乾燥方式である。

槽上部中心から吹き出す温風が洗濯槽の底の衣類まで

しっかり広がり，衣類全体をまんべんなく温める。衣類に

優しい60℃低温乾燥ながら，効率良く衣類を温めることで

乾燥時間の従来比約 2割短縮(4.5kg乾燥時間で約 1時間短

縮），消費電力量も約 2割削減を実現した。

“まんなか・温風”で可能にした化繊混紡衣類 1kg（運動

着やスポーツウェア上下 2着など）を60分で洗濯乾燥する

コースは，朝の忙しい時間におすすめである。

9. 住環境

MAW-D8YP “まんなか・温風'’
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新コンセプト掃除機 TC-C3FP "LAQURLI（ラクルリ）”のデザインレぐレぐレ <l><l＞<lレ<lレ<lレ<lレ<lレ<l><l 

New Concept Vacuum Cleaner "TC -C3FP" Design 

使いやすさと収納設置性・インテリア性を革新する新コ

ンセプトサイクロン掃除機のデザイン開発を行った。特長

は次のとおりである。

(1) 主婦が嫌いな家事の上位を占める掃除において，‘‘楽し

く・気持ち良く・達成感を感じる”を実現する掃除機を

目指した。

(2) 実際の掃除において阿転連動が主体の掃除機の動きに

即した真円形スタイルと， 360゚ 回転バンパーにより容易

に家具等を回避するスムーズな掃除が可能である。

(3) 本体にホースを巻くシンプルでコンパクトな収納によ

り，部屋設置できるインテリア性と同時にすぐに使いだ

せるアクセス性を実現した。

クリーナの排気臭除去技術 <l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [>＜！ 

Reduction of Odor in E、xhaustedAir.fi'Oln Vacuum Cleaners 

クリーナ集塵（しゅうじん）室の“ゴミ＂から発する悪臭成

分を除去し，排気臭を抑制する高性能な脱臭触媒及び脱臭

紙パックを開発した。新開発の白金担持脱臭触媒と，業界

初の炭（備長炭配合）脱臭紙パックを紙パック式クリーナに

搭載することにより，運転停止時に集塵室に滞留するゴミ

からの発生臭気（主にアセトアルデヒド及びアンモニア）を

集塵室内で99％以上除去できる。従来機の排気臭が臭気強

度 3（楽に感知できる臭（にお）い）以上であるのに対し，こ

の機器は臭気強度 2（弱い臭い）以下までの低減を実現した。

この技術を搭載したクリーナ“TC-BF形”を2006年10月に

発売した。さらに，新開発の脱臭触媒は， 11月発売のサイ

クロン式クリーナ“TC-C3形”にも搭載した。

新コンセプト掃除機 TC -C3FP "LAQURLI（ラクルリ）”

（ミo)
将
祖
涯
誠
認

口：アンモニア ロ：イソ吉草酸

口：アセトアルデヒド 1111:二硫化メチル

従来品 炭脱臭紙パック 炭脱臭紙パック
＋脱臭触媒

クリーナ搭載の脱臭触媒と備長炭配合炭脱臭紙パック及び脱臭性能

加湿機能搭載空気清浄機 ‘‘MA-516SV"<l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l> <l l><l l> <] 

Humid枡ingAir Purifier "MA -516SV" 

上質な快適空間を提供する加湿機能搭載空気清浄機のワ

イドリビング対応新型機“MA-516SV"を発売した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 業界最大の加湿能力 (~17畳）と，最大24悦まで対応

可能な空気消浄能力をコンパクトな縦型フォルムで実現

し， ダスト・臭（にお）い・湿度の 3つのセンサで部屋の

空気環境を見張り，快適に保つ。

(2) プラチナ触媒を配合した新フィルタにより，アンモニ

アの脱臭スピードを約3.6倍に向上し，さらに加湿と

空気清浄の相乗効呆で，カーテンなどに染み付いた付着

臭の脱臭効果を約2.5倍アップさせた。

(3) 室温に応じ肌保水に適する制御を行う“うる肌モード＂

がある。

MA-516SV 
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國冷風機能搭載除湿機 “MJ-H100AX" t><]t><]t><]t><]t><]t><] t><] t><] t><]じ<]t><]じ<]じ<]t> <] t><] t><] t><] t><] 

Dehumidifier "MJ -HIOOAX" 

冷風機能や衣類の消臭機能などを搭載し，年間を通して

使用できる除湿機“MJ-HlOOAX” を発売した。主な特長は

次のとおりである。

(1) 業界初“衣類消臭デオドライ＂機能が除湿した水分を衣

類に向け放出し臭（にお）い成分を包み込み，その後，臭

い成分を含んだ水分をハーブ温風で除去することにより，

スーツなど家庭では洗濯しにくい衣類に付いたタバコや

焼肉などの臭いを消臭する。

(2) 吹き出し口に“温風ヒーター’'を搭載し，業界最速の洗

濯物乾燥スピード約54分を実現（洗濯物 2kg相当）した。

また，低温時の乾燥性能向上や，脱衣所の簡易暖房とし

ても活用できる。

(3) 夏場の人浴後や調理・アイロン掛け時に，室温より 12

~ 14℃低い冷風を吹き出し，身体の冷えすぎを抑えな

がら手軽に涼感を得られる“涼感スポット冷風”機能を搭

載している。

MJ-H100AX 

スタイリッシュ旧クッキングヒーター℃S-T36NS" t><] t> <] t> <] t> <] t><] t> <] t> <] t><] t><] t> <] t><] t> <] t> <] t> <] 

Induction Cooking Heater "CS -T36NS" 

より良い生活環境を求めて，キッチンもオープンキッチ

ンスタイルヘの注目が高まりつつある。

このニーズにこたえて，よりシンプルでスタイリッシュ

なIHクッキングヒーターを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) “天面サイドフラット構造”によりキッチンと一休感の

あるデザインを実現

(2) “グリルレス 3口IH” の搭載による清潔感と，安全性

を高めた調理環境を実現

(3) 一度調理した火カ・時間調整を記憶し，再び同じ調理

をするときに再現できる“ユニバーサルアシスト機能”を IHクッキングヒーター CS-T36NS

搭載（中央IHのみ）。

圏ヒートポンプ式電気給湯機エコキュート “SRT-HPA1シリーズ” <] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t> <] t><] t><] 

Residential Heat Pump Water Heaters ECO CUTE "SRT-HPAJ Series" 

大気の熱を利用して，電気でお湯を効率良く沸かすエコ

キュートの新モデル “SRT-HPAlシリーズ”を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) ヒートボンプユニットの圧縮機に高効率な“ポキポキ

モータ＂，水） Jll熱用熱交換器に伝熱面積を広げ高効率化

した“ツイスト＆スパイラルガスクーラ”を採用し，業界

トップの定格時COP(Coefficient of Performance) 4.9を

達成

(2) 貯湯タンク周りに新断熱材(EPS(Expanded Poly-

Styrene)素材）を採用し， タンク保温性能を約15％向上

(3) 貯湯タンクユニットを‘‘配管外部ジョイント構造”とし，

更に，“電源接続用小窓＂を設け，パネルを外さずに施工

が可能

9. 住環境

ェコキュート SRT-HP37W1
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圃“ムーブアイ 360"搭載4方向カセット形パッケージェアコン <l><l><l＞<ll><l><l ＞<l ＞<l ＞<l l><l ＞<l ＞<l l><l 
"Move Eye 360" Equipped 4w叩 CassettePackaged Air Conditioner 

省エネルギー性と快適性に優れた輻射（ふくしゃ）温度セ

ンサ“ムーブアイ 360"を搭載した 4方向カセット形パッ

ケージエアコン“ワイドパワーカセット”を開発した。主な

特長は次のとおりである。

(1) 可動式の輻射温度センサで360゚ の床温を測定。床温と

空気温度から演算する体感温度で空調制御。

(2) 4方向のベーンを独立駆動することで部屋空気を概拌

（かくはん）し，温度むらを解消する“ウェーブフロー”

(3) 大型吹出口からの優しい風“ワイドフロー”

温度むらの少ない快適な空調を実現することで，冷やし

過ぎや暖め過ぎを防止し，同じ体感温度に空調した場合，

冷房時約15%，暖房時約30％の省エネルギーが可能になっ

た。

ムーブアイ 360搭載ワイドパワーカセット

圃天井置きクーリングユニット “AFL(R)-RPシリーズ'’ ><l ><l ＞<l ＞<l ＞<l l><l ＞<l ＞<l l><l ><l l><l l><l ＞<l ＞<l 
Cooling Unit Putting on Ceiling "AFL (R) -RP Series" 

製品の高機能化 •HFC（ハイドロフルオロカーボン）冷

媒への対応を目的とした天井骰きクーリングユニット

"AFL(R)-RPシリーズ’'を開発した。

製品の高機能化として，①“水切り停止機能”（霜取り運

転終了後に庫内への水の飛散を防ぐ）や，②“冷却器ファン

遅延機能”（冷却運転再開直後の庫内温度上昇を抑制する），

③“霜取り方式自動切換え機能”（庫内温度設定値に応じて

霜取り方式を自動で切り換える），④“自動着霜検知霜取り

運転制御”（規定値以上の着霜があったときに自動で霜取り

運転に切り換える）などを搭載した。これにより，着霜鼠

過多による運転効率低下を防止できるため，ユニット消費

電力の削減が可能となった。
AFL(R)-RPシリーズ

産業用除湿機 <l><l ＞<l l><l ＞<l ＞<l ＞<l ＞<l l><l ＞<l l><l ＞<l ＞<l l><l ＞<l l><l ＞<l l><l l><l ＞<l ＞<l ＞<l ＞<l l><l 
Industrial Dehumidifier 

HFC（ハイドロフルオロカーボン）冷媒への対応ととも

に，高性能・利便性を目的に産業用除湿機“KFH-Pシリー

ズ”“RFH-Pシリーズ’'を開発した。

製品の高性能化に当たっては，①‘‘高効率スクロール圧

縮機搭載", ②“風路改善”，③“熱交換器の最適化＂により

除湿能力を20~ 53％アップさせた。また，製品の利便性

を高めるために，高機能リモコン（温度・湿度設定及びデイ

ファレンシャル設定，複数台同時制御，異常部位表示他）

を標準装備し，外部出力に加え，外部入力制御（発停・温

湿度入力）可能とした。また，電子膨張弁制御，ホットガ

ス霜取り方式の採用によって低温時の運転率を改善し能力

を高め，各用途への汎用性を一層高めた。

92 

製品外観とリモコン

三菱電機技報 •Vol.81 ・ No.l ・ 2007 



圃高効率パワーコンディショナ “PV-PN04F"<1 1> <1 1> <1 1><1 1><1 1> <1 1><1 1><1 1><1 1><1 1> <1 1><1 1> <1 1><1 1><1 1><1 1><1 
High Efficiency Power Conditioner "PV -PN04F" 

太陽電池の直流電力を交流電力に変換するパワーコン

デイショナの効率を従来の94.5％から業界トップとなる

95.5％に高めた。この損失低減により得られる発電菫は，

一般家庭 3日分に相当する年間33kW・hとなる。

主な特長は次のとおりである。

(1) パワーコンデイショナ専用第五世代IPM（インテリ

ジェントパワーモジュール）の開発によりスイッチング

損失を低減した。

(2) リアクトルコアの材質を従来の珪素鋼板からフェライ

トに変更することで鉄損を削減した。また，断面形状が

長方形の平角巻線を使用し巻線効率を上げることで銅損

を低減した。

パワーコンディショナ PV-PN04F 

園三菱小型換気扇用コンデンサモータ ‘‘07SSモータ (MINIMO)" [><][><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] [><] 

Mitsubishi Capacitor Induction Motor for Small Ventilator Fan "07SS Motor (MIN/MO)" 

小型換気扇用コンデンサ誘導モータにおいて，固定子コ

アの外径が世界最小43mmの“07SSモータ (MINIMO)"を

開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) “小型換気扇の特性に合わせた固定子コアの磁界分布

の最適設計”と“集中巻方式’'の組合せ，“新巻枠分割構造

による高密度巻線技術＂と‘‘固定子と回転子のコア間の空

隙（くうげき）長狭小化技術”により，現行同等以上の効

率を確保しながら，容積で68％減•長さで35％減・質最

で73％減の小型・薄型・軽最化を実現した。

(2) モータ小型化による“風路圧損低減効果”で，小型換気

扇の消費電力を最大で30％削減した。

07SSモータ (MINIMO)と現行モータ

圃ブラシレス DCモータ用樹脂鉄心ロータ <l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 

Rotor with Resin Core for Brush less DC Mortar 

エアコンや換気扇などの送風機に使う小出カブラシレス

DCモータの高性能化技術として，強磁性粉末複合樹脂（以

下“樹脂鉄心材料”という。）を射出成形してバックヨークを

形成し，プラスチックマグネットを一体成形する“樹脂鉄

心ロータ＂製造技術を開発した。さらに，マグネットを偏

肉形状にすることで磁極の中心に磁束を集中させると同時

に，磁束分布を滑らかにすることができた。これにより，

効率を 3ポイント向上(87%）させながら騒音は現行同等レ

ベル以下に抑えることができた。また，樹脂鉄心材料を用

いることにより，ステータの反磁力が小さくなり，電流を

増してもマグネットの磁力を弱めないため，モータ出力を

約30％向上することができた。

9. 住環境

樹脂鉄心採用ブラシレス DCモータと樹脂鉄心ロータ
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l Om FA及び産業メカトロニク Industrial Automation Systems 

10. 1 FA制御機器・システム Automation & Drives Control Systems 

圏 GOT1000シリーズ超小型表示器 “GT1020" <] ＞<]＞<]じ<]じ<]じ<]じ<]><] ＞<]じ<]じ<]><]じ<]><] ＞<] ＞<] ＞ <] 
GOTJOOO Series Ultra -compact HM! "GTJ020" 

プログラマブル表示器GOTlOOOシリーズの超小型機種

"GT1020"を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 3.7型STN(SuperTwisted Nematic)モノクロLCD(Liq-

uid Crystal Display)搭載(160X 64ドット）

(2) 緑・橙（だいだい）・赤の 3色LED(Light Emitting 

Diode)バックライト方式による装置，設備対応区分表示

(3) 奥行き27mmのスリム設計による操作盤の省スペース化

(4) レシピ，アラーム機能などの戦富な機能

(5) 図形， フォントバリエーションのサポートによる多彩

な表現力

(6) アナログタッチパネル方式によるタッチスイッチレイ

アウトの自由度向上

超小型表示器 GT1020

園 MELSEC-Qシリーズ℃言語コントローラ”t><t>d t>< t>d t>d t>d t>d t>< t>d t>d t>< t>d t>d t>d t>< t>< 
MELSEC -Q Series "C Controller" 

MELSEC-QシリーズC言語コントローラは，従来のマ

イコンボードなどのC言語資産を流用できるリアルタイム

OS(VxWorksrnー））を搭載したコントローラであり，マイコ

ンボードユーザーからの要求が多い長期安定供給を実現し

た製品である。主な特長は次のとおりである。

(1) OS(Operating System)やドライバ・ライブラリを実

装済みとし，統合開発環境(Tornadoり1))及び専用ツー

ルを活用することで，従来の開発スタイルで容易にアプ

リケーションの開発が可能

(2) Qシリーズの豊富なネットワークユニット， I/0ユニッ

ト，インテリジェント機能ユニットを活用可能

(3) Qシリーズの各種CPUュニットと組み合わせることに

より，モーション制御，情報制御等の複数の制御を同時

に実現可能

高信頼＆長期安定供給

で将来も安心！1

メンテナンスコストを
大幅に削減I

装證のコンパクト化を実現l

C言語コントローラ

モーション制卸，Dl・DO制御，
ネットワークなど整った累境

FAを知り尽くした
三菱だから安心

園 MELSEC-Qシリーズチャネル間絶縁アナログユニット <1 t><1t><1t><1t><1t><1t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 t><1 
MELSEC -Q Series Channel Isolated Analog Module 

従来のチャネル間絶縁アナログユニットを多チャネル化

した 3機種(A/D変換，ディストリビュータ， D/A変換）

を製品化した。主な特長は次のとおりである。

(1) 1チャネル当たりのコストを低減可能

(2) 絶縁アンプや 2線式伝送器用デイストリビュータが不

要になり，省スペース，省配線化可能

(3) 上下限警報など設備の異常をプログラムレスで検出可

能（野報出力機能）

(4) 工学値変換がプログラムレスで実現可能（スケーリン

グ機能）

(5) システムを停止させることなく，ユニットの交換可能

（オンラインユニット交換機能）
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園インバータ用オプションブレーキュニット “FREQROL-BU2シリーズ” t><] t><] t> <] t> <] t><l ＞ <l ＞<] t><] t><] t><] 
Inverter Option Brake Unit "FREQROL -BU2 Series" 

今や汎用インバータの用途は限りなく広がっており，特

に駆動性能を璽視した“FREQROL-A700”等は，モータが

負荷により連続的に回される巻取り巻出し装置や，急激な

減速を必要とするプレス，昇降，搬送，工作機械等の用途

にも広く使用されている。今回これらの用途向けに，回

生制動力の向上を追求したブレーキュニット “FREQROL

-BU2シリーズ＂を発売した。以下に主な特長を示す。

(1) 直接直流母線につなぐだけで，既存のインバータでも

使用可能

(2) マスター／スレーブ方式の採用により，並列運転が可

能。例えば， FR-BU2-H75Kを7台並列で，容易に大

容最500kW相当に対応

(3) 従来品BU, FR-BU, MT-BU5のどの機種にも置換

え可能で，使い勝手の統一

FREQROL -BU2シリーズ

•“MR-J3 シリーズ’'拡大 <l t><l＞<lt><lt><l t><l ＞<lじ<lじ<lt><l ＞<l t><l ＞<l t><l ＞<l t><l ＞<l t><l ＞<lじ<lt><］ 

Expansion of "MR -13 Series" Servo Drives 

400V系MR-J3シリーズとして， 500Wから55kWまでの

サーボアンプ13容量，サーボモータ30種をラインアップに

追加し，市場のグローバル化に対応する。

特長は次のとおりである。

(1) 制御電源入力が全容量400Vでありながら業界最小ク

ラスの外形寸法を実現

(2) 200V系と取付け互換(600Wを除く 22kW以下）とし制

御盤の共通化が可能

(3) アプリケーションの大容量・多軸化に対応できるよう

コンバータ分離構造と盤外冷却構造を採用 (30kW以上）

し，電源環境適合性と制御盤の省スペース化を実現

［三°:：B41/／□□□i/／ニニK55k

l.OOOr/m1n 

HA-LP 1,500r/min 

2.000r/min 

（注) HA-LP 1.500r/minシリーズの最大容量は50kW MR-J3-500B4 HF-SP524 

サーボアンプと対応サーボモータ

園 “MOS-D-SVJ3 / SPJ3シリーズ’'サーボ／主軸ドライブユニット <J [><J[><J[><J[><J[><J[><J[><J[><J[><J[>＜] 

"MDS -D -SVJ3 / SPJ3 Series'" Servo/ Spindle Drive Unit 

"M700シリーズ"CNC(ComputerizedNumerical Cont-

rol)対応サーボ・主軸ドライブ“MDS-Dシリーズ＂に，小

型・小容賊ドライブ“MDS-D-SVJ3 / SPJ3シリーズ”を

追加（サーボ0.3~3.5kW6種類，主軸0.75~llkW 6種類）

した。中・小型工作機械向けのラインアップを強化し，海

外市場のシェア拡大を図る。主な特長は次のとおりである。

(1) 小型化：従来機種比設置面栢25％減（llkW)

(2) 高精度化： MDS-D-Vl/ V2 / SPと同等の制御性

能を持ち，高精度な加工を支援

(3) 高速化：高速・高トルクHFサーボモータに対応し．

サイクルタイムの短縮に貢献

(4) 省配線： 3.7kW以下は動力線すべてコネクタ化

10. FA及び産業メカトロニクス

MOS -D -SVJ3 / SPJ3シリーズ
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圃汎用コアレスリニアサーボモータ ‘‘LM-U2シリーズ’' じ<lじ<lじ<lじ<lじ<l><lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<lじ<l
"LM -U2 Series" Careless Linear Servo Motor 

半導体・液晶関連装置や実装機を始めとした産業用装置

の高速化・高精度化に適した駆動源として， リニアサーボ

モータを採用する事例が増加している。

特に．液晶関連装置や印測機・検壺機など，直線移動時

の速度安定性が要求される分野に対し，‘＇ MR-J3シリーズ”

サーボアンプ対応の汎用コアレスリニアサーボモータ

"LM-U2シリーズ’'を開発した。

LM-U2シリーズの主な特長は次のとおりである。

(1) 磁気吸引力やコギングがないため速度むらが小さい

(2) 吸引力がないため，ガイドの長寿命化に最適

(3) 生産技術と電気設計技術により，モータの発生損失を

抑え，装置の省エネルギー化に貢献

汎用コアレスリニアサーボモータ LM-U2シリーズ

Ill 表示器 “GOT1000 シリーズ’'新機種•新機能追加 [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 
Human Machine Inte1face, "GOTJOOO Series" 

"GOTlOOOシリーズ”に新機種•新機能を追加し，全27

機種のラインアップを完了するとともに，‘‘装置ダウンタイ

ム短縮”に役立つ機能を実現した。

(1) GOTlOOOシリーズ新機種追加

(a) ビデオ入力／ RGB入出力対応モデル(10型， 12型）

(b) "MELSEC"とバス接続可能なフルスペック機(6型）

(2) GOTlOOOシリーズ新機能追加

(a) ドキュメント表示：現場で必要なドキュメント（対

応ファイル形式： doc, xis, ppt, pdf, jpg, BMP)を

閲覧可能

(b) 操作ログ：オペレータ操作を記録し，誤操作の特定・

分析や，操作改善に威力を発揮

10. 2 メカトロ機器 Industrial Machinery 

ドキュメント表示機能

操作ログ機能

GOT1000シリーズの新機能

.三菱 CNC70シリーズ<]〉<]〉<]〉<]＞<]＞<]＞<]〉<]〉<]〉<]〉<]＞<]じ<]じ<]じ<]><]じ<]〉<]><] ＞<]じ<]じ<]

MITSUBISHI CNC 70 Series 

最上位機種である“三菱CNC700シリーズ”の操作性を継

承したグローバルスタンダード機種として，‘‘三菱CNC70シ

リーズ”を開発した。最新CPU(CentralProcessing Unit) 

と高性能グラフィックチップを搭載することにより，従来

機種より基本性能を大幅に向上させたコストパフォーマン

スに優れた製品である。

主な特長は次のとおりである。

(1) 世界最高性能の “MDS-D/ DH" "MDS-D-SVJ3 / 

SPJ3"と光高速サーボネットワークにより接続

(2) 表示ユニット背面にNC(Numerical Control)制御部を

一体化した奥行き60mmの超薄型パネルインタイプ数値

制御装置

(3) 表示ユニット前面に装消されたCF(CompactFlash) 

カード内の加工プログラムを直接編集及び匝接実行が可

能

MITSUBISHI CNC 70 Se「ies

三菱 CNC70シリーズ システム構成
サーボ／
主軸モータ
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圏 “MSCoating"による表面加工 <l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 
Swface Machining by "MS Coating" 

金属皮膜の形成技術は溶接，めっき， PVD(Physical 

Vapor Deposition)等が一般的であるが，熟練者を必要と

したり，装置が大掛かりでライン化が困難といった間題が

ある。これら問題の解決として，放電を利用 し た

"MSCoating"を開発した。この技術は， ‘irh中で微細パルス

放電を行い、電極材料を被膜として基材に堆積（たいせき）

させる。被膜は電極材の選択により硬質被膜，耐磨耗性被

膜等を作成でき，加工はNC(Numerical Control)で制御す

るので，作業者の技能によらず品質が安定している。また，

前後処理も不要であり処理装置が小型であるため， ライン

化も容易である。被膜は密着性が強く対衝撃磨耗性に優れ，

航空機用タービンブレード等に使用することができる。

10. 3 基幹機器 Distribution Control Equipment & Rotating Components 

MSCoating装置

■配電用トップランナーモールド変圧器 “Nシリーズ” <l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 
Cast Resin Top Runner Distribution乃ansformer"N Series" 

2007年 4月から法制化移行されるモールド変圧器のトッ

プランナー化に対応するモールド変圧器“Nシリーズ”を開

発し発売した。

発売機種は単相10~ 500kVA, 三相20~ 2,000k VAの計

66機種の標準機種と標準品をベースとする特殊品で構成さ

れ，主な特長は次のとおりである。

(1) 巻線方式の改良により， トップランナー特性基準値を

満足させるとともに，従来品と同等以上のコンパクト，

軽量化を実現し，電源盤や電気室への収納性を改善

(2) 高級方向性珪素鋼帯の採用と鉄心製造技術の改良によ

り騒音特性を改善し，三相300kVAで湘入変圧器並みの

57dBの低騒音化を実現 トップランナーモールド変圧器 Nシリーズ（三相 300kVA50Hz)

新形ノーヒューズ遮断器・漏電遮断器 “W&WSシリーズ”<l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 
Molded-Case Circuit Breakers & Earth -Leakage Circuit Breakers "W & WS Series" 

グローバル市場の要求にこたえるため，国内と海外の製

品を統一し標準化を図ったノーヒューズ遮断器・漏電遮断

器の新シリーズ(30Aフレーム～ 1600Aフレーム）を開発し

た。主な特長は次のとおりである。

(1) JIS ・ IEC(International Electrotechnical Commis-

sion) ・ GB (Guojia Biaozhun)規格に同時適合

(2) 漏電遮断器にはEN(EuropeanNorm)規格（第三版）に

対応した三相電源取りをラインアップ

(3) 国内•海外で形名を統一し，意匠は白カバーに一新

(4) 630Aフレームを400Aフレームと同一外形に小型化

(5) 漏洩（ろうえい）電流表示付き遮断器の400Aフレーム

~ 800Aフレームを追加ラインアップ

(6) 規制 6物質の使用を制限したRoHS指令に対応

10. FA及び産業メカトロニクス

ノーヒューズ遮断器・漏電遮断器 W&WSシリーズ
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Ii低圧気中遮断器 ‘'AE6300-SW" t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I t><I 
Low Voltage Air Circuit Breaker "AE6300-SW" 

海外の受配電システムや船舶用の主幹として使用される

気中遮断器“AE-SWシリーズ”において，更なる定格電流

遮断容賊選択協調のための短時間通電容最の拡大・向上

の要求にこたえるため，新たに6300Aフレーム品を開発し

た。主な特長は次のとおりである。

(1) 叫生極通電容賊を電圧極通遣容隠と同じにした 4極品

の追加

(2) 高電圧遮断容最，短時間通電容賊，絶緑性能の向上

(3) 高耐久性能により高い開閉侶頼性を実現

(4) 既設の従来品にレトロフィット取付け可能(3極品，

中性極が電圧極の1/2通電容量の 4極品）

(5) 欧）、卜IRoHS指令に標準対応

AE6300-SW 4極品

園集合形漏電監視装置 “LG-10F" [><l [><l [><l [><l [><l [><l ＞<l [><l [><l [><l [><l [><l ＞<l [><l [><l [><l [><l ＞<l [>＜l 
Multi -Circuit Earth -Leakage Monitor 

電気設備の絶縁劣化による災害を防止するため，漏洩

（ろうえい）電流を計測・表示し，漏電が発生した場合に接

点出力する警報機能を備えた集合形漏電監視装置“LG-lOF"

を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) "B / NET”伝送又は℃C-Link"通信による漏洩電流

の常時監視により，設備の予防保全に活用可能

(2) 1台で10回路まで監視が可能で，集中監視に最適

(3) 各回路の漏洩電流最大値及び漏洩電流発生時刻の表

示・記憶機能により，異常時の分析に活用可能

(4) 広範囲な感度電流・動作時間の設定が可能（感度電流：

0.3A（高感度）～ 4A（低感度），動作時間： 0.1秒（高速形）～

5秒（低速形））

集合形漏電監視装置 LG-10Fの外観

“BHミニシリーズ’'負荷側速結端子 [><l[><l[><l[><l[><l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [>＜l 
BH Mini Series Load Side Screw1ess Terminal 

分電盤配線作業効率化の要求にこたえるため，従来の分

電盤用遮断器“BHミニシリーズ＂に負荷側速結端子仕様の

新シリーズを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 電線を挿入するワンアクションのみで端子への接続が

可能となるため，従来のねじ締付け作業と比較して配線

作業効率化が可能

(2) 電線接続作業が完了すると接続表示ボタンが表示され

るため，電線接続確認が容易

(3) 電線は単線で最小¢1.6mmから最大¢2.6mmまで接続

可能

(4) 電線皮むきのためのストリップゲージ付き

(5) 電源側の端子仕様は，ねじ端子形とプラグイン形の 2

仕様を品ぞろえ
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l l霞
Automotive Equipment 

11. 1 パワートレイン。シャーシ Powertrain & Chassis 

園 HEV用第二世代トランスミッション直付けパワーユニット “2G-IPU" t><] ><] ＞<] ＞<] ＞<] ><] ＞<] ><] ><] >＜l 
2nd Generation乃ansmissionbuilt -inかpe!PU

近年，地球規模での環境負荷低減の要求が高まっている

車燃費改善と排出ガスに含まれる有害物質低減の両立を

ねらった車両として，ハイブリッド霞気自動車(HEV)が，

次世代のパワートレイン技術として注目されている。

当社は 2004年にトランスミッションに直付け可能な第

一肌代車載用インバータユニット IPU(Intelligent Power 

Unit)を最産化した。今回，革新的なパッケージング技術

を採用したトランスファモールドパワーモジュールを搭載

することで，従来と同ーサイズながらIGBT(Insulated 

Gate Bipolar Transistor)駆動用電源を統合し，かつ，同

等の耐振性と耐ヒートサイクル性を持った第二世代車載用

ィンバータユニット “2G-IPU(600V/ 300A)＂を新たに開

発し， 2006年10月から量産開始した。

2G-IPUの外観

Ill DISIエンジン用インジェクタ <l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><1 [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l 
Fuel bijectorfor Direct 1柑ectionSpark Ignition Engine 

高出力と低排出ガスを両立したエンジンを実現する手段

として直噴エンジンがカーメーカーの注目を集めている中，

当社は高出力直噴ターボエンジンに対応した高流量直噴

ィンジェクタ（燃料噴射弁）を開発し賊産化した。

高出力工ンジン対応に当たって，内部シール構造を見匝

し， より高燃圧での駆動を可能とすることで燃料流鼠の制

御可能範囲を拡大した。さらに構造変更による小型化と

燃料噴射方向の自由度の向上により，エンジンでのイン

ジェクタ搭載レイアウトの制約を満たしつつエンジン燃焼

に最適な方向への燃料噴射を可能とした。直噴エンジンの

課題である噴口部へのカーボンの堆積（たいせき）について

も，哄口付近の形状最適化により改良を行った。

DISIエンジン用インジェクタ

1111二輪車用トランスミッション制御ユニット [><I[><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I [><I 
Automated Manual T,・ansmission Control Unit for Motor Cycles 

二輪車用のトランスミッション制御システム用MCU

(Motor Control Unit)を開発し醤産化した。

このシステムは， DCモータ内蔵のクラッチ用・シフト

用各アクチュエータを備え，通常のマニュアルトランス

ミッションをモータ制御によりセミ・オートマチック化し

たものである。連転者はクラッチレバーの操作をする必要

がなく，発進時の発進クラッチ動作及び変速時のシフト・

クラッチの連携動作が自動で最適制御される。

MCUは32ビットフラッシュマイコンを用い，高速のセ

ンシング・演算を行うことにより， 2つのアクチュエータ

の高度な連携制御を実現した。また，高い安全性が求めら

れるシステムであり，多くの自己診断機能を備えている。

11. 自動車機器

二輪車用トランスミッション制御用 MCU
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圃排出ガス規制対応の新入燃料制御 ><l＞<l><l＞<l><l><l＞<l><l＞<l＞<l＞<l ＞<l><l ＞<l ＞<l ＞<l ＞<l ><l ＞<l 
New入FuelContra/for Emission Standard 

近年ますます強化される自動車排出ガス規制に対して，

触媒貴金属量削減等による排出ガス浄化システムのコスト

低減を図りつつ，この規制を達成することが望まれている。

当社は，触媒，酸素濃度センサ(Aセンサ）を含む排ガス浄

化システムの数式モデルに基づく新制御方式の開発，触媒

の酸素吸蔵最の最適設計を行い，システムの経年劣化及び

ばらつきが生じても常に触媒の最高浄化点で運転できるよ

う精度良く燃料菫を制御し，触媒の浄化能力を最大限に引

き出す技術を開発した。

この技術により，最も厳しい規制とされる国内新長期規

制の排出ガス基準の75％低減（女女女食）を従来システム

からコスト増加なしに達成した。

システム構成

園ロールオーバー対応エアバッグコントロールユニット <ll> <l l><l l> <l l> <l l> <l l> <l l> <l l><l l> <l l><l l> <l l> <l l> <l l> <l 
Advanced Airbag Controller/or Rollover 

重心の高いスポーツユーティリテイビークル(SUV)な

どは，ロールオーバー（横転．転覆）事故を起こしやすく，

乗員の車外放出，頭部打撃により死亡事故につながりやす

い。北米では， SUVの死亡事故の約60％はロールオーバー

事故で発生しており，死亡率を低減する乗員保設装置の必

要性が高まっている。当社では，車両の横転を予測し，乗

ロールオーバー対応
エアバックコントロールユニット

員の保護装置（カーテンエアバッグとシートベルトプリテ

ンショナ）を起動する機能を付加したエアバッグコント

ロールユニットを開発し量産している。このコントロール

ユニットには，前面衝突時に乗員の体格に応じてフロント

エアバッグを起動する機能と，側面衝突時にサイドエア

バッグを起動する機能も持っている。

ロールオーバーの概念とロールオーバー対応
エアバッグコントロールユニットの外観
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111大型トラック用ターボの可変ノズル制御アクチュエータ 1><ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><] 
Actuator of Variable Nozzle Turbo for Heavy Duty Truck 

排ガス規制強化や高出力化の目的で，商用車用大型

ディーゼルエンジンに搭載されるターボチャージャにおい

て， タービンノズルが可変フラップ式にシフトしている。

ターボの低回転域から高効率の過給によりターボラグを抑

制し，排ガス中の黒煙(PM)や炭化水素(HC)一酸化炭素

(CO)の発生を抑制するため，高精度で制御自由度の高い

フラップの位置制御が必要となっている。

当社独自の“ポキポキコア”を使用したDCブラシレス

モータを採用し，ギア減速・回転出力方式の採用により，

大型トラック用として求められる100万kmを超える走行寿

命に対応した耐久性と， 2N・m以上の高い出カトルクの

アクチュエータを実現した。
ブラシレス DCモータ駆動式可変ノズル制御アクチュエータ

園中大型二輪車用第三世代燃料ポンプモジュール t><lt><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><l t><lt> <] 
Thil-d Generation Fuel Pump Module.for Two -Wheeled Vehicle (Middle & Large Displacement) 

中大型二輪車において，排ガス規制対応や商品性向上の

ために電子制御部品の搭載数が増加し，車重増加や充放電

バランスの悪化を引き起こしている。この状況に適応でき

る小型・軽批で消費電流の低い燃料ポンプモジュールを開

発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 燃料ポンプ本体に新規開発のT35型燃料ポンプを適用

し，小型・軽羅・低電流化を図った。

(2) 金属ブラケットの燃料貯留部品を樹脂化し，支持部材

と共用化して軽量化を図った。

(3) 燃料フィルタの濾材（ろざい）仕様を最適化し小型化を

図った。

(4) 従来品に対し，

休積・質最共に

約30％減消費

電流35％減を達

成した。

11. 2 インフォテイメントシステム Infotainment System 

中大型二輪車用第三世代
燃料ポンプモジュール

國車載情報機器のユーザー適合型インタフェース 1><ll><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><l l><lI> <l 
User Adaptive Interface for Car I吋ormationSystem 

車内で大批・多様な情報を扱う時代に対応し，ユーザー

に合わせて安全・快適な操作環境を提供する車載情報シス

テムの新しいユーザーインタフェースのコンセプトモデル

を開発した。

運転者へは，各操作ごとに異なるクリック感を指に伝え

確実に操作したことが判別できる“ハプティックハンドル

コントローラ＇’,ナビ地図等の視認性に優れた“ワイドデイ

スプレイ’'，運転者の嗜好（しこう）に合わせた“車両メータ

の可変グラフィックス’'等により運転中の安全な操作環境

を実現した。同乗者には，各自の好みに合わせた“簡単音

楽検索”による操作時間の短縮，“各席用個別音聰システム”

“映像ハイライト再生＂等により映像・音聾の快適な操作環

境を実現した。

11. 自動車機器

実車搭載のコンセプトモデル

101 



圃車載用 AV専用 DVDシングルメカニズム 1><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><] I><l l><] I><] I><] I><] I><] I><] I><]I> <] 
Video -only DVD Single Mechanism for Car Audio 

北米市場を中心に根強いリアシートエンタテインメント

用DVDプレーヤー需要に対し高機能化の要求が高まって

いる。このような要求に対応するため，従来機能である

CDからの圧縮音源(MP3(MPeg audio layer 3), WMA 

(Windows Media Audio)）再生に加えDVDからの圧縮音

源再生に対応し，これに加えてJPEG(JointPhotographic 

Experts Group)静止圃のビューアー機能を搭載したAV用

途専用DVDシングルデッキの開発を行った。

開発に当たっては，カーナビゲーション用途の汎用機を

基にAV用途に特化したシステム構成の最適化を実施し，

併せて，光ピックアップ •LSI等に最新のキーコンポーネ

ントを採用し，更なる再生性能向上を実現した。

車載用 AV専用 DVDシングルメカニズム

園マルチアプリケーション対応 DSRC応用車載器じ <lレ<l＞<]＞<l＞<l＞<l＞<l＞<lレ<lじ<lじ<lじ<l><]レ<lじ<l><]
DSRC Onboard Equipment for Multiple Service 

ETC (Electronic Toll Collection System)で利用されてい

るDSRC(DedicatedShort-Range Communication)の高速

化規格に対応し．サービスの実現に必要な基本アプリケー

ション群を搭載する車載器を開発した。この車載器単体又

はカーナビゲーションとの接続により．様々なサービスが

利用可能となる。

(1) ETCや駐車料金自動精算等の決済

(2) 場内案内等の音声情報配信

(3) 道路交通情報等の情報提供

(4) インターネット等の情報接続

(5) 渋滞情報収集等のプローブ

この車載器は．今後大規模な実証実験が予定されている

安全運転の支援サービスにも対応可能である。

102 

マルチアプリケーション対応 DSRC応用車載器
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12.半導体。電子デバイス Semiconductors & Devices 

12. 1 パワーデバイス Power Semiconductor Devices 

1111小型 DIP-1PM ver. 4 (20, 30A / 600V) シリーズ <l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [> <l [><l [><l [><l [><l 
Mini DIP -IPMve,:4 (20, JOA/ 600V) Series 

トランスファモールドタイプのIPM(Intelligent Power 

Module)としては，中容最である20, 30Aクラスに対する

市場の小型化要求に対応するため，現行の大型DIP(Dual

Inline Package) -IPMシリーズに対し，小型・低熱抵抗を

実現した小型DIP-IPMver. 4 (20, 30A / 600V)を開発し

た。この製品は，超小型DIPver.4と同様に高放熱性を持

つ絶縁構造を採用し，パワー素子にCSTBT(Carrier 

Stored Trench -gate Bipolar Transistor)を使用すること

により，現行品と同等の損失でありながら，実装面積で約

35%，熱抵抗で約30％の削減を実現した。また，パワー素

子の実装には鉛フリープロセスを採用し， RoHS指令に対

応済みである。 N側IGBT(Insulated Gate Bipolar Transis-

tor)のエミッタ端子は分割方式(3シャント）であり，ベク

トル制御にも対応可能である。

小型 DIP-1PM Ver.4 

■シングルチップインバータ ‘‘M81500FP" [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [> <l [> <l [>＜l 
Single Chip Inverter "M81500FP"' 

ボデイサイズが17.5mmx 8.4mm x 2.0mmど世界最小の

表面実装パッケージに搭載した。プリント基板への自動装

着はんだ付け工程をリフロー 1回に短縮し，ブートスト

ラップダイオードを内蔵したことで部品点数の削減が可能

である。電源電圧は15V, 出力は lAで， 500Vの耐圧があ

る。外部からPWM(Pulse Width Modulation)信号を入力

することで， 3相DCブラシレスモータをインバータ制御

できる。機能は短絡保設，電源電圧低下保護，過熱保設，

dv / dt誤動作防止，入カフィルタを装備。現行のHVIC

(High Voltage IC)プロセスにSOI(SiliconOn Insulator)基

板とトレンチ分離を新規採用することでIGBT(Insulated 

Gate Bipolar Transistor)・ダイオードの集積を可能にし，

シングルチップインバータ化を実現した。

パッケージの外観

~ ~…ぷ．

単位mm

• 1,70OV“Aシリーズ”IGBTモジュール <l[><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [><l [> <l [><l [><l [> <l [>＜l 
I, 700V "A Series" JGBT Module 

汎用インバータなどで用いられている標準交流電源電圧

AC690Vに対応した1,700V耐圧のIGBT(Insulated Gate 

Bipolar Transistor)モジュール“Aシリーズ＂を開発した。

定格75Aから400Aまでの 6品種をラインアップしており，

主な特長は次のとおり。

(1) CST BT (Carrier Stored Trench -gate Bipolar Tran-

sistor)技術採用による低損失を実現

(2) パワーサイクルの高寿命化による倍頼性向上

(3) 環境保全を目的とした欧州RoHS指令への適応

(4) "NFシリーズ”とパッケージ共通化

12. 半尊体・電子デバイス

形名

CM75DY-34A 
CM l OODY-34A 
CM l 500Y-34A 
CM200DY-34A 
CM3000Y-34A 
CM400DY-34A 

外形寸法(mm)

84X48 
84X48 
l 08 X 62 
l 08 X 62 
l lOx 80 
140 X 130 

1,700V"Aシリーズ’'の外形
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12. 2 高周波・光デバイス High Frequency & Optical Semiconductor Devices 

圃 WiMAX家庭端末用 MMICパワーアンプ <ll><l ＞<l l><l ＞ <l ＞<l l><l l><l ＞<l ＞<l ＞<l ><l ＞<l l><l ＞<l ＞<l ＞<l l><l 
MMIC Power Amplifier.for WiMAX CPE (Consumer Premises Equipment) 

近い将来，無線ブロードバンド通信市場は飛躍的に拡大

すると予測され，様々なシステムが提案されている。その

中で最も有望視されているシステムがWiMAXで，当社は，

その家庭端末用送信段アンプ“MGFS36E2527’'を開発した。

トランジスタには新たに高出力InGaPHBT (Hetero-

junction Bipolar Transistor)を開発し，飽和出力 4W以上

を実現し， OFDM(Orthogonal Frequency Division Multi-

plexing)変調信号に対して低ひずみ化を図った。パッケー

ジサイズは，整合回路の一部をMMIC(Monolithic Micro-

wave IC)化することにより， 4.5mm口の小型化を実現し，

高さも 1mmと低背化を國り，パソコンカード型端末への

実装も可能である。この製品の仕様は次のとおりである。

周波数： 2.5~ 2.7GHz 

EVM(Error Vector Magnitude) 

=2.5％を満たす出力： ＞27dBm 

利得： 32dB(typ)

入出カインピーダンス： 50Q

また，市場からの要求が強い利得を可変する20dBのス

テップアッテネータと，出力電カレベルを検知するパワー

デイテクタを内蔵した。

MMICパワーアンプ MGFS36E2527

IIXFP互換 XFP-E10GbpsDWDM光通信用トランシーバ・モジュール <] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] 

XFP Compatible 1 OGbps D WDM Optical Communication乃ansceiverModule 

VoIP* 1やIPTV*2など高速大容量通信サービスの普及

による通信最の急増に伴い，大都市部では光ファイバ通信

網の増強が急がれており，敷設コストを削減するため， l 

台当たりの伝送能力が高く小型の光通信用トランシーバ・

モジュールが求められている。

業界で初めて (2006年 9月14日現在）， lOGbps高密度波

長分割多重方式(DWDM*3)対応としてXFP-EMSA *4を

採用し，体積は従来の300pinMSAより約45％削減し，小

型化を実現した。また，低消費電力光モジュールを搭載し，

XFP-E10Gbps DWDM光通信用トランシーバ・モジュール
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レーザを冷却するための冷却用電力を従来比で半分以下す

ることで，小型化と通電状態のままでモジュール交換可能

な保守性の向上を実現するとともに， ITU-T*5C-Band 

/lOOGグリッドに対応することで，光ファイバ 1本当た

りで最大480Gbps(lOGbps x 48波長多重）の高密度伝送を

実現した。また， 9.95Gbpsから11.lGbpsの伝送レートに対

応可能とし，これにより， SONET/ SDH* 6, lOGbE* 7, 

及びlOGbpsファイバチャネルなど．異なる光伝送システ

ムの構築が容易になる。

* 1 VoIP : Voice over Internet Protocol 

* 2 IPTV : Internet Protocol Tele Vision 

* 3 DWDM : Dense Wavelength Division Multiplexing 

* 4 XFP -E MSA : Form -factor Pluggable -Extended Multi -

Source Agreement 

* 5 ITU-T : International Telecommunications Union -

Telecommunication Standardization sector 

* 6 SO NET /SDH : Synchronous Optical NETwork/ 

* 7 GbE 

Synchronous Digital Hierarchy 

: Giga bit Ethernet 
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12.3 液晶表示デバイス Liquid Crystal Display Devices 

國小型携帯機器用 4.3型／ 5.0型高精細ワイド画面 TFT-LCDモジュール [><][><][><][><][><][><][><][><][><][>＜l 

4.3 -in. / 5. 0 -in. WVGA TFT-LCD for Mobile Application 

ポータブルマルチメディアプレーヤーや，携帯ナビゲー

ション端末などの小型携帯機器向けに， 4.3型及び5.0型の

TFT (Thin Film Transistor) -LCDモジュールを開発した。

今後のモバイル機器向けデジタル放送や，無線LAN

(Local Area Network)サービスを介したインターネット

接続などを考慮し，従来機種の解像度(WQVGA(Wide 

形名

有効表示領域(mm)

画素数

外形寸法(mm)

輝度(cd/mり

コントラスト(CR)比

Quarter Video Graphics Array) : 480 x 272画素）の約3.5

倍に当たる解像度(WVGA(Wide Video Graphics Array) : 

800 X480圃素）で，輝度200cd／面を実現し，高精細で明

るい表示圃面を達成した。

また， 5.0型で，上下左右160゚ 以上の広視野角を実現し，

複数人で同時に見る場合の視認性を著しく向上させた。

4.3型／ 5.0型モジュール仕様

43型WVGA 5.0型WVGA

AA043MAOl AA050MAOl 

(H)93 0X(V)55 8 (H) l 080x(V)64 8 

(H) 800X(V)480 

(W) l 03X(H)67.5X(D)5 3 (W) l 20X(H)76.5X(D)5 3 

200 

500 ・ l 

視野角（上下／左右）CR比＞10 l 10°/130° 160゚</160゚＜

5.0型ワイド VGAの外観
バックライト 白色LED

LED : Ught Emitting Diode 

璽動画表示に適した超高速応答 12.1型 TFT-LCD<]t><]t><]t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><] t><l 

High -speed Response 12.1 -in. TFT-LCD Suitable for Moving Pictures 

近年，産業用LCDにおいても，コマーシャル等の動画

コンテンツを映すことが多くなってきており，応答速度の

向上が求められている。そこで，産業用の特長である広温

度範囲動作保証(-20- 70℃)を維持しつつ高速応答の液

晶を開発し， さらに， FFD(Feed Forward Driving)と組

ms 

80.0 

70.0 

60.0 

50.0 

40.0 

30.0 

20.0 

10.0 

0.0 

L6 

ms 

80.0 

70.0 

60.0 

50.0 

40.0 

30.0 

20.0 

し4 10.0 

LOし下言言竺戸虚
L2 0.0 

L4 LO 
L5 L6 後階調

前階調

, L6 
L4 

LO壬門琴石帆2

前階調
L5 L6 後階調

12.l"SVGA（標準液晶） 12.l"SVGA（高速液晶＋FFD駆動）

応答速度比較データ

12. 半導休・電子デバイス

み合わせることによって，中間調での平均応答速度7.7ms

の超高速応答を実現した。

これにより，動画コンテンツを映した場合の動画ぼやけ

感を改善することができ， ＜っきりとした映像を表示する

ことができる。

超高速応答 12.1型モジュール仕様

超高速応答12.l型

表示サイズ・解像度 12.l型SVGA

表示エリア(mm) (H)246X(V) 184.5 

画素数 (H)BOOx (V)600 

コントラスト比 600 l 

輝度(cd/mり 400 

表示色 26万色（各色6ビット）， 1,677万色（各色8ビット）

応答速度（中間調平均） （ms) 7.7 

動作温度保証範囲（℃） -20~70 

保存温度保証範囲（℃） -20~80 

SVGA: Supe「VideoG「aphicsA「「ay
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社外技術表彰一覧

2005年11月～2006年11月受it分
受買順に掲載

◎（社）発明協会

平成17年度九州地方発明表彰発明奨励賞

「画像表示装置の汚れ防止対策」
長崎製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小原正逍， 山口洋司

平成17年度地方発明表彰 九州地方支部長賞

「鉄道車両用空調装置の制御方法」
冷熱システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..白石和彦

九什l支社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...吉村圭二

●（財）電気科学技術奨励会

第53回電気科学技術奨励賞（オーム技術賞）

「高速移動休における無線伝送品質向上技術の開発と実用化

について」

東日本電気工ンジニアリング昧 …………………大島良夫
東日本旅客鉄道味 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..吉田勝弘

コミュニケーション・ネットワーク製作所 ……藤岡 滋

「超広帯域・超小形マイクロ波集積チップセットの1開発」

モバイルターミナル製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•檜枝護重

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山内和久

高周波光デJゞ イス製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..林 一夫

R（社）発明協会

平成17年度地方発明表彰 近畿地方支部長賞

「冷凍・空調装罹の冷媒回路と制御方法」
冷熱システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..河西智彦

本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..倉地光教

平成17年度近畿地方発明表彰 兵庫県支部長賞

「アーク伸張冷却による限流遮断技術」

先端技術総合研究所 …………………三橋孝夫，高橋 貢

福山製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・•藤井 洋， 福谷和則， 岸本康雄

「車両を安定走行させる誘導電動機の制御技術J

伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・根来秀人

慮カシステム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・丸山高央

平成17年度近畿地方発明表彰 京都府支部長賞
「トラック・セクタフォーマット構成技術」

先端技術総合研究所 ・..………•……••中根和彦，吉本恭輔

Cisco Systems. Inc. Executive Consultant Advisor 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Mahesh Chandra Rao 
モJゞ イルターミナル製作所 ・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．•大畑拇行

広島工業大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..古）II輝雄

独立行政法人情報処理雅進機構 •…...…••…••…•近 潤一
株式会社イオン工学センター ………•• ・…..…....乙武正文

平成17年度近畿地方発明表彰発明奨励賞

「0.98μm幣窓構造半導体レーザ」
半導体・デJゞ イス業務統括部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•永井 豊

高周波光デバイス製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..島 顕洋

「レーザダイオード励起固体レーザの均一冷却技術」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・瀬口正叫

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..藤JI I周一， 大谷昭t恵
「感熱式流倣センサ」

姫路製作所 ・・…...…..…••米澤史佳，山川智也，裏町裕之

「ブレーキ性能が向上する車両用滑走制御装置」

伊丹製作所 ………………板野康晴，塩見省吾，西川武志

「固体型霞解式除湿装岡」
伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山内四郎

関西支社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..利藤尚武

「霞動パワーステアリングのハンドル戻し制御方式」

先端技術総合研究所 …………………栗重正彦，井上知之
姫路製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•西山亮治， 喜福隆之

Mitsubishi Electric Automotive Europe ……••和田俊一
「普及型ナビゲーションシステムにおけるセンサ補正技術」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•石上忠富
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三田製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..田中一郎， 大島雄一郎

「符号化データの光デイスク記録再生技術」

先端技術総合研究所 ……三嶋英俊，幡野喜子，外田修司
柱人間生活工学研究センター …••......…...……•中井隆洋

コミュニケーション・ネットワーク製作所 ……倉橋聡司

日本大学工学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..加勢沢 正

京都製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..浅村吉範， 長沢雅人

人材開発センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石田禎宜

「池臭センサー用の検知素子」

先端技術総合研究所 …………………上山智嗣，吉田省三

本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・花里善夫

「微少容最検出皿路技術」

先端技術総合研究所

◎（財）大阪デザインセンター

....................................番政）ム

2005年11月期工業デザイン部門 グッドデザイン商品

「I-IDD内蔵DVDレコーダー DVR-HESOW」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小倉利文， 山田 亘

「オーブンレンジ RO-BlC」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•西口隆行， 伊藤大聡

「パイプファン V-08PWXD」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ニ階堂 豊

「携帯雷話 NTTDoCoMo FOMA D902i」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •谷田 JII 智弘

R（社）情報処理学会 国際規格開発賞

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・近澤 武

◎（社）日本電気協会 関東電気協会

第50回澁澤賞

「軍力輸送部門ITシステムの開発」
九州電力昧 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..森彰徳，浜崎和人
昧東芝．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..岡雅明

（枡3日立製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..安田佳孝

神戸製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..石黒隆広

卿柏発明協会香川県支部 発明協会香川県支部長賞

「高圧真空遮断器」

受配氾システム製作所 ……………西谷準一郎，高木樟二

中畑稔
上森電機昧 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•江田三郎

鬱社）映像情報メディア学会 研究奨励賞

「液晶の動きぼやけに関する主観評価とMPRT測定方法」
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・染谷 潤

R（株）日経ホーム出版社

ウーマンオブザイヤー2006ヒットメーカ一部門 2位総合9位
i静岡製作所 ・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•平岡利枝

●IEEE AP-S Japan Chapter 
2005 IEEE AP-S Japan Chapter Young Engineer Award 
「CDMA/FDD下りリンクにおける閉ループ型ビーム選択方式」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..紀平一成

0エコプロダクツ大賞推進協議会

ェコプロダクツ大賞 推進協議会会長賞（優秀賞）

「家庭用ルームエアコン (MSZ-Z40RS・ ZXV 40RS)」

三菱霞機味

◎LCA日本フォーラム

LCA日本フォーラム奨励賞

「三菱虚機グループにおけるLCA評価技術の構築と標準化」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・樅瀬悦子

R電子情報通信学会 SCIS2005論文賞

「RSLの安全性評価とハイブリッド型DPAに対する改良」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..鈴木大輔
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●電気材料技術懇談会優秀論文賞
「光インターコネクション用光路直角変換デバイスの開発」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•平松星紀

●日刊工業新聞社

第48回十大新製品賞 本賞

「ドーム型シームレスマルチプロジェクタ映像表示システム

「プロジェクションクラスタ」」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表示部

三菱プレシジョン味

●（財）省エネルギーセンター

平成17年度エネルギー管理優良工場等表彰

経済産業大臣表彰く電気部門＞

「エネルギーの使用の合理化を図り，燃料及び電気の有効な利用

の確保に資するため，エネルギー管理の推進に不断の努力を重

ね，その成果が大であり，他の模範となる工場又は事業所」

パワーデバイス製作所

省エネルギー優秀表彰 エネルギー管理功績者表彰

平成17年度経済産業大臣表彰（熱部門）
本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..木村輝男

エネルギー管理功績者表彰 資源エネルギー庁長官表彰
受配電システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高木三千年

省エネ大賞 資源エネルギー庁長官賞

「家庭用エアコン「霧ケ峰ZW/ZXVシリーズ」」

三菱電機（梱

●電気通信普及財団

テレコムシステム技術賞 奨励賞

「AReliable Advanced-Join System for Data Multicasting in 
ITS Networks」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•撫中達司

●（社）溶接学会

Mate2006 研究奨励賞

「鉛フリーはんだ付における基板銅電極の溶解に関する検討」
生産技術センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..田邊 剛

鬱（社）日本機械工業連合会

平成17年度優秀省エネルギー機器表彰

日本機械工業連合会会長賞
「冷却負荷追従制御式店舗用ショーケース設備（ライブメイ

ト・エコ）」

日本建鐵（梱

三菱電機（株）

R電子情報通信学会通信エネルギー技術研究会

若手エンジニア論文発表賞

「瞬時電圧低下保護装置「サグプロテクタ」の開発」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山田正樹

鬱（社）応用物理学会

2005年秋季応用物理学会講演奨励賞

「GaAs(001)基板上InAswetting layer MBE成長その場高

温STM観察」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..本間 剛

◎（社）電子情報通信学会

電子情報通信学会 CST研究会優秀論文賞

「移動物体を対象とした分散シミュレーション時刻同期方式」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..尾崎敦夫

鎌倉製作所 ………………古市昌一，渡部修介，宮沢稔

●情報セキュリティ大学院大学

第2回情報セキュリティ文化賞
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..松井 充

R（財）大河内記念会

大河内記念生産賞

「トランスファーモールド形インテリジェントパワーモジュ

ールのI開発と生産」

三菱霊機昧

R（社）応用物理学会感謝状

「応用物理学会理事としての貢献」

先端技術総合研究所 ・・・・・・•・ ・・・・・・・・・・........・・・・・・・・..久間和生

◎（社）電気学会

平成17年度産業応用部門優秀論文発表賞

「1シャント遣流検出方式における騒音・効率面への影評に
ついて」

住環境研究開発センター ・・・・● ＊．．．．．．．．．．．............•有澤浩一

優秀論文発表賞
「エネルギー補償形アクティブ制御による堪気車インバータ

の帰線電流ノイズ低減」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..東 聖

伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山崎尚徳， 伊藤大介

電カシステム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・丸山高央

R（社）日本機械学会

2005年度 日本機械学会奨励賞（技術）

「傾斜磁極磁気軸受ホイールおよび低擾乱化技術の開発」
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・齊藤光伯

R（社）日本電気協会 関東電気協会

平成18年電気関係事業従業員功績者表彰 考案表彰

最優秀賞

「低圧配電用階調制御方式瞬低補償装置の開発」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•山田正樹

福山製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・畠山善t専
考案表彰最優秀賞

「変圧器投入位相制御装骰の実用化」

系統変電システム製作所 ……………香山治彦，亀井健次

山本綾，藤井茂雄

谷口文人
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・腐田広幸

「9うまさビタミン増量」 S, Gシリーズの開発」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..吉田淳二， 酒井 顕

考案表彰優秀賞

「HS-X型脱SF6ガス複合絶縁スイッチギャの開発」

受配電システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•吉田忠広
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•竹内敏恵

「下水消粛システム用大腸歯センサの製品化」

先端技術総合研究所 ……守川 彰，上山智嗣，平敷勇

神戸製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..土方健司， 花里善夫

R電子情報通信学会

平成17年度電子情報通信学会 学術奨励賞

「2005年ソサイエティ大会講演「非対称テーパ結合線路形方

向性結合器の広帯域化」」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..齋藤雅之

R（社）電気学会

平成17年度 D部門大会論文発表賞

「インバータ駆動モータにおけるケーブル結線方式の第一コ

イル分担電圧への影郭」

先端技術総合研究所 …和田耕太郎，辻 孝誠，武藤浩隆
名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・八代長生

◎（社）日本機械学会

2005年度日本機械学会賞（技術）

「超音波を利用した誘導加熱式ジャー炊飯器の開発」

三菱電機（枷 ………………古石喜郎，菅波拓也，長峯長次

三菱電機ホーム機器憫 ………………菱山弘司，猪熊 晶
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R（社）日本電機工業会

平成18年度電機工業技術功績者表彰 会長賞

「枇界初の霊子化強制減速機能付最高速度可変駆動技術の実

用化」

稲沢製作所 ・・........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..松岡達雄

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡本健一

平成18年度電機工業技術功績者表彰 会長賞

優秀活動委員会

トップランナー変圧器の規格類等の整備と普及促進」

小形変圧器技術専門委員会

（名古屋製作所渡辺聡他）

省エネ法特定機器変圧器普及促進特別委員会

（本社藤山孝次）

平成18年度電機工業技術功績者表彰 発達賞

「映像監視セキュリティシステム」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•林 健太郎

三菱霞機ビルテクノサービス（梱 ………•…••…· ••塩崎秀樹
「電動パワーステアリング用低騒音モータの開発と実用化」

姫路製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..田中俊則

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大穀晃裕

平成18年度電機工業技術功績者表彰 奨励賞

「二相冷媒フラッシュインジェクションサイクルによる低外

気暖房能力向上技術の開発」

住環境研究開発センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・齊藤 倍

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..青木正則

「“使い易さ”と“省エネ・環境配慮”を両立した，可動式床温

度センサー搭載ルームエアコンの開発」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..日高 彰， 中）II英知

「逆阻止GCT（ゲート転流型ターンオフ）サイリスタ用小型高

性能ゲートドライバの開発」

先端技術総合研究所 ………Horst Gruening,小柳公之

「高信頼化対応MELSEC Qシリーズニ重化システムの開発」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•西雪 弘， 松田一成

「次懺代省エネインバータFREQROL-F700シリーズの開発」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•池田克司， 白石康裕

◎文部科学省

文部科学大臣表彰科学技術賞

「普通車用電動パワーステアリングモータ・コントローラの

開発」

先端技術総合研究所 ……粟重正彦，吉桑義雄，大穀晃裕

姫路製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田中俊則， 喜福隆之

R兵庫県

平成18年度 兵庫県発明賞

「アーク伸長冷却による限流遮断技術」

先端技術総合研究所 …………………三橋孝夫，高橋 貢

R（初自動車技術会

第56回 自動車技術会賞技術開発賞

「高温安定性に優れた高精度車載用GMR回転センサの開発」

先端技術総合研究所 ……...…••…·…田口元久，堤 和彦

姫路製作所 ………………池内正之，川野裕司，新條 出

◎京都府

第50回 京都府発明等功労者表彰

「光デイスク装置の光軸倒れ調整装置および方法」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・深沢昭浩

京都製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...山下則夫

◎（財）新技術開発財団

第38回市村産業賞貢献賞

「民間航空機搭載用Ku帯衛星通信アンテナサブシステム」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..牧野 滋

通倍機製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・土谷牧夫
＝菱電機特機システム（株） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 飯田明夫
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R（柏日本材料学会

平成17年度日本材料学会 技術賞

「陽極接合による封止構造を有するMEMSデバイスの開発と

実用化」

先端技術総合研究所……濱田 繁，番政広，平田善明

パワーデバイス製作所 …山口蜻雄，奥村美香，末次英次

◎低温工学協会論文賞

「放射状にフィラメント配置されたNb3Sn線材の超伝尊特性J

先端技術総合研究所 ……...…………久保芳生，曽根孝典

鎌倉製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..永井貴之

電カシステム製作所 …江川邦彦，池田文構，長谷川 満
物質材料研究機構 ......................................• Ilヽ 菅通雄

RlEC（国際電気標準会議）活動推進会議

平成18年度IEC活動推進会議議長賞 議長特別賞

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡本和比古

R海上保安庁

海上保安庁長官表彰

「航空機データ伝送システムの開発」

神戸製作所

R（社）日本冷凍空調学会

第33回（平成17年度）日本冷凍空調学会賞・学術賞

「二酸化炭素を用いる冷媒自然循環型冷却器の逆循環現象と

その防止方法」

住環境研究開発センター …………••..……..…岡崎多佳志

◎（社）映像情報メディア学会

丹波高柳賞著述賞

本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..村上篤道

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..浅井光太郎

R（社）電気学会

第62回電気学術振興賞論文賞

「改良MOPSOによる工場エネルギー供給計圃の多目的最適化」

先端技術総合研究所 ……北村聖一，森 一之，泉井良夫

神戸製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・進藤静一

第62回電気学術振興賞進歩賞

「地理情報システム向け多次元データ構造の開発と応用展開」

先端技術総合研究所 ………••..……••瀬尾和男，玉田隆史
大阪大学 ...................................................西田正吾

◎（社）日本電気協会 四国電気協会

平成17年度電気関係従業員表彰

発明。考案等特別功績者の部

「MT法によるスイッチギヤ絶縁物の劣化診断・余寿命椎定

技術」

受配電システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡澤 周

R（社）情報処理学会業績賞

「次憔代共通鍵賠号方式「Camellia」の開発と国際標準化」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •松井 充， 時田俊雄

NTT情報流通プラットフォーム

研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•神田雅透， 青木和麻呂

味ソニー・コンピュータエンタテイメント ………盛合志帆

R日本オゾン協会

技術賞

「省エネルギー塵廃水処理技術開発プロジェクト」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...環技

論文賞

「最大オゾン収率」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...田中正明
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◎日本マグネシウム協会

平成17年度マグネシウム協会賞 技術賞

「新しい携幣霞話マグネシウム部品の設計」

モバイルターミナル製作所 …………犬伏俊也，橋詰健一

三井金屈鉱業味 ………•••神戸 浩，野坂洋一，香河良征

久保田耕平，大久保健司

R（社）情報処理学会第68回全国大会大会優秀賞

「進行経路を考慮したローカル情報定位手法の提案」
情恨技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・..桐村昌行， 齋藤正史

R（社）発明協会

平成18年度全国発明表彰発明賞

「ワイヤ放電加工機の加工技術」
本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...佐藤清侍

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山田 久， 真柄卓司

先端技術総合研究所 ……•…·……•…今井祥人，佐藤達志
「色変換技術の発明」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •香） II 周一， 杉浦t専明
平成18年度全国発明表彰 21世紀発明賞

「高効率・高濃度オゾン発生技術の発明」

神戸製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•葛本昌樹， 小沢建樹

東芝三菱電機産業システム（株 ・・·…..…..…·…•田畑要一郎

本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・八木重典

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•吉澤憲治

生産技術センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...向井正啓

高周波光デバイス製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・越智順二

平成18年度全国発明表彰 21世紀発明貢献賞

「高効率・高濃度オゾン発生技術の発明」
執行役社長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..下村節宏

◎R&D Magazine社 R&D100 Awards 
「FingerprintIdentification Device Using Scattered 
Transmission Light」

先端技術総合研究所 …前田卓志，佐野恵美子，中村高宏

鹿井正t熊，阪田恒次，松下雅仁

笹・川耕一，石田晃三
稲沢製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..藤原秀人

「MicrobubbleCleaning Process and System」
先端技術総合研究所 ……宮本 誠，上山智嗣，平田消子

古川誠司

生産技術センター ………•………••前川滋樹，樋野本宣秀

「HelicopterTelevision System」
神戸製作所 ……………野々山泰匡，井尻昌男，綿貰佳子

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•前原秀明

Mitsubishi Electric Research Laboratories, Inc. 
Fatih Porikli, Paul Beardsley, Koji Miyahara 

●（財）大阪デザインセンター

2006年7月期工業デザイン部門グッドデザイン商品

「ETC車載用端末 EP-736」
デザイン研究所 …………河原健太，雀銀珍，春日 敬

「液晶ディスプレイ RDT1713S, RDT1713V, RDT197S, 
RDT197V」

デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..情デ部

「液晶テレビ LCD-H37MX60」
デザイン研究所 ……………………城戸恵美子，原田茂男

野谷美紀，藤城悠二

「携帯霊話 NTTDoCoMo FOMA D702i」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..河原林源太

「携帯電話 NTTDoCoMo FOMA D902iS」
デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..情デ部

「携幣電話 NTTDoCoMo MUSIC PORTER X」
デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山名新ニ

「除湿機 MJ -HlOOAX, MJ -lOOAX」
デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •HSデ部

「冷凍冷蔵廊 MR-H25J」
デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・HSデ部

●日本CIGRE国内委員会

2006年CIGREパリ大会優秀論文

「Anew technique for diagnosing internal abnormalitied in 
oil-filled transformers」

東京大学 ...................................................河村達夫

東京電力（株 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•小林隆幸

味東芝 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・悔老沢義人

（枡3日本AEパワーシステムズ
系統変富システム製作所 ……：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： ／ 

白坂行康

細川登

CIGRE最優秀日本論文賞

「Newdevelopment for detecting partial discharge using an 
UHF method and its application to power apparatus in 
Japan」

系統変電システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・羽馬洋之
昧東芝 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..花井正広

二喜： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：:::::::~言
（ 日立製作所 ・・・・・・：： ：．．：．．．．： ： ：．．： ：．．：．．．．．．： ： ： ：．．．．．．： ：．．： :..:..........:.• -藤達朗
盟橋技術科学大学 長尾雅行

●先端材料技術協会 (SAMPE-Japan) 
功績賞

「先進複合材料の研究開発」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・尾崎毅志

●（社）情報処理学会

優秀論文賞

「マハラノビス距離と用いた判別分析による未知ワーム感染

挙動特定方式」

情報技術総合研究所 ……北澤繁樹，樋口 毅，原田道明

藤井誠司

R（社）電気学会産業応用部門

部門活動功労賞

「LDIA2005国際会議の準備・実行」
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• ・築島千尋

神戸大学 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •小豆澤照男

京都大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サl原隆士

大阪府立大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...真田雅之

:二[： ● ・ • ・ •. ・ •..: ：．. : ： ： ：．. ：.．: ： ： :．・ •. : ：．．： ：．. ：．．．．: ： ：．．．．: ：．. ： : ： ：．．：．．:．•・．：： ：畠冒隆：

●ウェステック実行委員会

審査委員長特別賞

「使用済みエアコンファンの自己循環リサイクル」

三菱電機（オ廂

東レ（梱

昧ハイパーサイクルシステムズ

●日本応用物理学会

第20回応用物理学会講演奨励賞

「プレーナ導波路型PPMgLNによる高出力第 2高調波発生」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小矢田康晴

〇柏計測自動制御学会

2006年度計測自動制御学会賞

「指内部の光学特性を用いた指紋認証技術」

先端技術総合研究所 ………………佐野恵美子，前田卓志

中村高宏，阪田恒次

鹿井正鳳白附品英，石田晃三

稲沢製作所 ………………藤原秀人，大江敏男，大橋岳洋

●（社）電気学会

電気学会 C部門奨励賞
「組込みスクリプトエンジンを搭載したFAコントローラのト

レーサビリティに対する適用検討」

先端技術総合研究所 ……小堀真吾，野田哲男，岩田雅史
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●（社）発明協会

平成18年度東北地方発明表彰 福島県支部長賞

「ビデオカメラにおける映像雑音除去技術」

コミュニケーション・ネットワーク製作所 ……石井孝典

平成18年度中部地方発明表彰 発明奨励賞

「レーザ加工機「偏光制御と像転写併用による高速高品質加

工方法」」
名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•本木 裕

「放霊加工機「放電加工機の加工液制御技術」」
名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・ •・・・・・・・・・・・・・・..•塩谷利弘， 河津秀俊

●愛知県立大学

情報学ワークショップ奨励賞

「製造情報モデルに基づく製造装置のケーバビリテイプロフ

ァイル作成法」

先端技術総合研究所 …鈴木建司，岩津 聡，茅野箕一郎
愛知県立大学 .........................................•井手口哲夫

●電子情報通信学会

H18年度（第1回）電子情報通信学会通信ソサイエティ論文賞

（優秀論文賞）
「論文「多周波ステップICWレーダによる多目標分離法J」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•稲葉敬之

活動功労賞
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•岩本雅史

2005年度通信ソサイエティ論文賞「BestTutorial Paper 
Award」
「RecentProgress in Forward Error Correction for Optical 
Communication Systems」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •水落隆司

●（財）日本産業デザイン振興会

2006年度グッドデザイン賞

「ETC車載用端末 EP-736, 726」
デザイン研究所 …………中村泰久，崖銀珍，春日 敬

河原健太
「IHクッキングヒーター CS-BllC」

デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中町 剛， 小）II 孝

三菱電機ホ ム機器（桐 ...............................・・梶原泰夫

「オーブンレンジ RO-DGl」
デザイン研究所 …………中町 剛，佃藤大聡，西口隆行

三菱電機ホーム機器昧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・八代勝雄

「プラント制御システム用プラットフォーム化制御卓，匡体，

内部器具」

デザイン研究所 …………土門良裕，澤谷政治，金子達史

木村淳一

神戸製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •犀｝ II真一

「ロスナイ VL-08PS2シリーズ」

デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •堀 武幸， 重原 浩

三菱電機ホーム機器（桐 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内田敏彦

「安全シーケンサー（モジュールセット）Safetyシリース」

デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •土門良裕， 樋口直人

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • •尼崎新一
「携幣電話 NTTDoCoMo FOMA D902iS」

デザイン研究所 ·……•……•………山本光彦，谷田川智弘
モバイルターミナル製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•東耕良夫

「携帯電話 NTTDoCoMo MUSIC PORTER X」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...山名新二， 山崎 聡

「汎用シーケンサー（リモートI/0)」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•土門良裕， 樋口直人

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...尼崎新一

「無停電電源装置 USP」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•土門良裕， 澤谷政治

福山製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....石井 睦

「冷凍冷蔵庫 MR-H25M」
デザイン研究所 ………菊田俊成，加藤弘之，南雲孝太郎
静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..冨田定裕
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●経済産業省

ネットKADEN2006優秀賞

「霧ヶ峰みまもりさーば一」

三菱霞機（株）

R（社）日本包装技術協会

2006年度日本パッケージングコンテスト 電気・機械包装

部門賞

「冷蔵庫の自己循環型リサイクル包装」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....大石 隆

住環境研究開発センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...•前沢英一
日立化成(t恥 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•加籐哲也

●（柏計測自動制御学会

論文賞・友田賞

「ロボットと時空間GISの連携による段階的な震災データ収集

システムの開発，計測自動制御学会論文集 第41巻12号
(2005年12月号）」

早稲田大学 ……………目黒淳一，石川貴一朗，天野嘉春

橋 詰 匠

京都大学防災研究センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•畑山満則
鎌倉製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・瀧口純一

●（社）発明協会広島支部

平成18年度地方発明表彰 発明奨励賞
「電力醤測定器」

福山製作所・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・計製部

三菱電機エンジニアリング（掬 ・・..…•• ·…••………藤井達雄

●（社）発明協会

平成18年度関東地方発明表彰 発明協会神奈川県支部長賞

「画像表示装置」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•鈴木浩志， 鈴木二郎

京都製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..寺本浩平

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鹿間1言介

「超薄型リアプロジェクタの投写光学系」

情報技術総合研究所 •…••…..・・・..…••鈴木浩志，鈴木二郎
本社 ・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•寺本浩平

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鹿間信介

平成18年度関東地方発明表彰 発明奨励賞
「セル交換装置」

本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山中秀昭

Mitsubishi Electric Information Technology Centre 

Europe, B. V ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・大島一能
「タイミング回路および通信装置」

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山内尚久， 渋谷昭宏

「自動ホワイトバランス調整装置および自動ホワイトバラン

ス調整方法」
情報技術総合研究所 ・………......…••藤田伸雄，的場成浩

「人物像抽出装置」

情報技術総合研究所 …………………田中昭二，田中 聡

「組込みソフトウェア開発装置」

情報技術総合研究所 …………………三井 聡，消原良三

モバイルターミナル製作所 …………高橋消，橘高大造

「簡易スイッチングコンバータ」

住環境研究開発センター …………篠本洋介，川久保 守

坂廼辺和憲
「フレキシブルループ型ヒートパイプ」

鎌倉製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•神藤正樹， 岡本丈史

「設備管理システム」

住環境研究開発センター ……………小宮紀之，久代紀之

鈴木繁樹，中川成憲
「冷蔵庫扉の収納装置成形金型，冷蔵庫」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..藤沢活佳
三菱軍機ホーム機器（梱 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•児嶋喜彦

「新冷媒使用空調機の既設冷媒配管利用技術」

静岡製作所 ……………井上誠司，石川憲和，四十宮正人

風村典秀
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「代替冷媒対応圧縮機の無溶剤型ワニス技術」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..白藤好範， 赤堀康之

先端技術総合研究所 ..…..…...…....•宮本文行，藤岡弘文

本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小笠原 忍
菱電化成（梱 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•徳山 均，日高元雄

「自動風呂装置」

群馬製作所 •…•…•…·…· •風間史郎，松山哲也，斎藤孝
平成18年度近畿地方発明表彰 支部長賞

「3フッ化ホウ素比例計数管」
通信機製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..深草伸二

平成18年度近畿地方発明表彰 発明奨励賞

「Webベース広域監視制御システム」
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•石原 鑑

「シームレスマルチビジョン」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岩田修司

液晶事業統括部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..中野雅章， 中西邦文

プール学院大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・白松匝樹

「液晶表示装置の動画表示特性改善技術」

先端技術総合研究所 …………………染谷 澗，山川正樹

「円盤積層法による超電導線材の製造方法」

電カシステム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •江｝ l|邦彦

先端技術総合研究所 …………………久保芳生，宮下章志
相模工場・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•永井貴之

本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..内｝II英興， 樋熊弘子

「急カーブ等危険警報ナビゲーション装置」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•上田文夫

「光デイスク装置の光軸調整技術」
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...深沢昭浩

京都製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山下則夫

「高感度熱型赤外線固体撮像素子」
先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...秦 久敏

立命館大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..木股雅章

三谷温泉開発 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•石JII 智広

「高速高精度金型加工制御方式」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •佐藤智典

「電圧制御発振器」

通信機製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•池松 寛， 坂本丈治

モJゞ イルターミナル製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・伊東健治

「電子部品用銅合金」

先端技術総合研究所 …………………巾西輝雄，前田 晃

群馬製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...渡辺幹男

三菱霞機メテックス（株 ………………川畑俊和，栗田敏広

久保薗健治

「電動パワーステアリング用モータ」

姫路製作所 ……·…••……田中俊則，津村光幸，山本京平
「半尊体デバイスのレーザ溶断チップ分離方法」

生産技術センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•竹野祥瑞， 森安雅治

闘ルネサステクノロジ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..寺薗信一

高周波光デバイス製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•林 一夫

「半導体レーザ」

高周波光デバイス製作所 ……………生和義人，青柳利隆

人材開発センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・門脇朋子

閻ルネサステクノロジ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•村上隆志

大阪電気通信大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・須崎 渉

「勾配対応最適制御機能を備えた列車制御装置」

伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・得田和冶

三菱電機エンジニアリング（梱 …•…..………••…•伊藤 努
三菱電機情報ネットワーク（梱 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•田尻芳久

「新旧システムに対応可能な車両自動試験装骰」

伊丹製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•伏見英里， 槌谷昌史

三菱電機情報ネットワーク（梱 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•今中信義
三菱電機エンジニアリング闊 …•…••・・・・・· ••……•山下竜二

平成18年度近畿地方発明表彰特許庁長官奨励賞

「集積回路一体型磁気検出素子」

先端技術総合研究所 ……田口元久，深見達也，堤和彦

姫路製作所 …•…••………新條 出，川野裕司，坂井裕一

平岡直樹，畑澤康善

平成18年度近畿地方発明表彰 実施功績賞

「集積回路一体型磁気検出素子」

執行役社長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...下村節宏

平成18年度九州地方発明表彰 福岡県知事賞

「半尊体装置およびその製造方法」

J{ワーデJゞ イス製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..友松佳史

●（財）電気科学技術奨励会

文部科学大臣奨励賞

「ETC/DSRC車載技術の開発と実用化」
情報技術総合研究所 …………• •…•...山田敬喜，森 一富

姫路製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...植田浩司

電気科学技術奨励賞

「業務無線用音声コーデックの開発」
情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山捕 正

コミュニケーション・ネットワーク製作所 ……池田 正
通倍機製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡 智広
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• SiC -MOSFETインバータによる 3.7kW定格モータ駆動

e 40Gbps波長多重光伝送装骰

e MPEG -4 A VC / H.264 4:4:4翡品質符号化技術

e MPEG -4 A VC / H.264 HDTVビデオコーデック技術

〇手ぶれ補正技術

@ Ethernet OAM／プロテクション切換え技術

〇多結晶シリコン太陽霊池セルの薄肉・高効率化

〇遁磁気特性を利用した軍磁操作遮断器機構部の CBM技術

〇磁気支持捌アクチュエータによる微細放軍）Jllエモジュール

R三次元パーッピッキングロボット

• ETC rll SiGe -MMIC 

〇湿合プラスチックの自己循環リサイクル技術

0 東京競馬場納め1せ界最大のオーロラビジョン LED

0 シャーベットアイス製造システム

• JR東日本向け中央快速線用 E233系情報提供装骰 (VIS)

●強制循環式水冷主変換装岡

〇火力発地向け計位機／ CRTオペレーション装1rt‘'MELSEP-2000S/C" 

〇北海道虚力納め泊 3号機総合デジタル制御，安全保設システム

〇最新鋭避雷器索子工場の稼働

〇新形コンパクト 145kVGIS 

〇エレベーター地設時管湘lj述転システム

〇三菱統合ビルセキュリティシステム “MELSAFETY-G" 

〇ビル用マルチエアコン '’YEecoシリーズ”

〇三次元空間計測・情報管理システム “G-Viz"

O MMS （モービルマッピングシステム）

〇立山黒部アルペンルート高梢度 GPS利用除雪支援システム

〇ホールスラスタシステム

〇海洋ブロードバンド術星通侶アンテナ

〇衛星通信用高速デジタル変復調器

@ W-CDMA方式携帯虚話 “FOMAD903 i" 

e W-CDMA方式携幣軍話 ’'MUSICPORTER X (FOMA D851 i WM)" 

o w _ CDMA方式携幣粛話 ''FOMAD702 i F" 

• W-CDMA方式拙帯軍話 “FOMAD702 i " "FOMA D702 i BCL" 

〇内部統制の整備・評価・報告までをフルスケールでサポートする ''TOOL-

MASTER/ IC" 

R多種多様なログを統合し，一元管理する “LogAuditor"

O MIND新統合迎用管制センターによる ITILプロアクティブ述用管理サー

ビスソリューション

R既存 IT汽産を活用し全体最適化を実現する “SOAプラットフォーム ESB"

0 デジタルハイビジョンチューナー内蔵 DVDレコーダ’'楽レコ"

0 人にやさしい液晶テレビ ‘'LCD-H37MX60" 

0 フラット形レンジフードファン“フラッティア (Flattea)"

〇美味しさを追求した“本炭釜＂と‘'超音波圧力炊飯器＂

O MESインタフェース製品を使用したサーボモータ e-F@ctory化工場の構築

0 安全シーケンサ ‘'MELSECSafety" 

〇新型ワイヤ放軍加工機 “FA-Advanceシリーズ＂

0 小容絨 UPS"AX-Pシリーズ＂

@ SiGe -MMIC搭載 “ETC車載器＇

〇三菱自動車工業（掬向け HDDカーナビゲーション（オーデイオ・ナビーイ本機）

〇車載用 “DIATONE"高級スピーカー

@ RC-IGBT搭載超小型 DIP-IPM Ver. 4 

• HSDPA対応携幣電話端末用経路切替式送信用遁力増幅器 “BA01254"

〇直射日光下でも視認性の高い反射透過型 8.4型TFT-LCD

〇超薄型；：椅密度フルスタック基板

~: 1讐属り誓輝・・:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::g闊
〇次世代粒子線治療）l］照射技術

〇超コンパクト円筒多管式短ギャップオゾナイザ
1. 2 映像・情報，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（39)

〇反射自 IllIlll而光学系技術

〇プロジェクションテレビ用高輝度非球面ランプ

〇目にやさしい両面の明るさ制御技術

0 デジタルテレビの稲組椎胞技術

O DVDレコーダの映像検索／要約技術

• Blu -ray Discストリーム検証用ソフトウェア

Cl CALS / ECにおけるデータ利活用を実現する CAD-GIS辿挑技術

〇三菱 BAM(Business Activity Monitoring) ツール

O IDベース暗号方式を11JいたII脊号化虚子メールシステム

0 セキュリティ攻撃予兆分析技術

〇ワンストップ型広域 Web認証技術

〇超大規模バイオメトリクス翡速検索システム

鬱 MS-Windows用マルチスクリーンシステム

〇レートコンパチブル LDPC符号化方式
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Colored Topics 

SiC -MOSFET Inverter with Successful 3.7kW Motor Operation 

40Gbps Multiple -wave length Optical Communication Transport Equipment 

High Quality Video Coding < MPEG -4 AVG / H.264 4:4:4〉

MPEG -4AVC / H.264 HDTV Video Codec Technology 

Image Stabilizer 

Ethernet OAM / Protection Switching 

Ultra -Thin, Multi -crystalline Si Solar Cells with High Efficiency 

CBM Technology for Mechanical Section of Electromagnetically Actuated Circuit Bieaker Based on Electromagnetic Phenomena 

EDM Module with Magnetically Levitated Actuator 

Parts Picking Robot System using 3 -D Information 

SiGe -MMIC for ETC Terminals 

Advanced Plastic Recycling Technology for Household Appliances 

The World's Largest Diamond Vision for Tokyo Race Course 

Sherbet Ice Production System 

Visual Information System for JRE E233 Chuo Line 

Forced Cyclic Water Cooling Propulsion System 

Power Plant Control Computer System "MELSEP -2000S / c" 
Integrated Digital l&C System for HEPCO Tomari #3 Nuclear Power Plant 

Operation of Advanced ZnO -element Factory 

Advanced Compact 145kV GIS 

Earthquake Control System for Elevators 

Mitsubishi Integrated Access Control System "MELSAFETY -G" 

Multi Air Conditioner for Buildings "Series YEeco" 

3 D Spatial Measuring & 3 D Information Management System "G -Viz" 

MMS (Mobile Mapping System) 

GPS Assisted Snow -removal Vehicle Support System 

Hall Thruster System 

Maritime Antenna for Satellite Broadband Communication 

High -Speed Digital Modem for Satellite Communication Systems 

W -CDMA Mobile Phone "FOMA D903 i " 

W -CDMA Mobile Phone "MUSIC PORTER X (FOMA D851 i WM)" 

W -CDMA Mobile Phone "FOMA D702 i F" 

W -CDMA Mobile Phone "FOMA D702 i " "FOMA D702 i BCL" 

"TOOLMASTER / IC" : Documenting, Evaluation and Reporting System for Internal Contorols Activities 

"LogAuditor" Consolidating Logs from Disparate Information Systems to Create Centralized Log Database 

MIND ITIL Proactive System Management Service Solution by New Integrated Control Center 

"SOA Platform ESB" for Realizing Total Optimization with Existing IT Resources 

DVD Recorder "RAKU -REKO" with Built -in Digital High -Vision Tuner 

"kindly & easy" LCD -TV "LCD -H37MX60" 

Flat Type Rangehood Fan "Flattea" 

"All Carbon Material Pot" & "Ultrasonic IH Pressure Rice Cooker" 

Servo Motor Factory's Innovation e -F@ctory System 

Safety Programmable Controller "MELSEC Safety" 

New wire -cut EDM system "FA -Advance series" 

Uninterruptible Power Supply "AX -P series" 

"ETC Onboard -Equipment" mounted with SiGe -MMIC 

HDD Car Navigation(Audio Navi Display)for MITSUBISHI MOTORS 

"DIATONE" Premium Car Speaker System 

Super Mini DIP -1PM Ver.4 with a Built -in RC -IGBT 

Switchable Power Amplifier "BA01254" for HSDPA Mobile Phone 

8.4 inch Transflective TFT -LCD Realizing Clear Images Under Direct Sunlight 

Ultra -Thin And High Density Build -up PWB with Full -Stacked VIA 

Research & Development 

Environment & Medical Care 

A Novel Beam Irradiation Method for Particle Therapy 

Ultra -Compact Tubular -type Ozone Generator by Narrow Gap Discharge 

Display & Information 

Wide -Angle Optical System with Free -Form Mirrors 

Aspherical -shaped Lamp for Brighter Rear Projection TV 

Brightness Control Technology Based on Visual Characteristic 

Technology of Electronic Guide of Favorite Program for Digital TV 

Video Summarization Technology for DVD Video Recorders 

Verifier for Blu -ray Disc Stream 

CAD -GIS Conversion Method for Data Re -usability in CALS / EC 

Mitsubishi BAM Tool 

Secure E -mail System Using Identity -Based Encryption 

Cyber Attack Early Detection System 

One -Stop Authentication Technology for Web -based Distributed Systems 

Biometrics Identification System Applicable to Large -Scale Databases 

Multi -screen System for MS -Windows 

Rate -Compatible LDPC Codes 
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〇列車述転台用グラフィックス技術

〇無線センサネットワークにおける高精度距離測定技術

1.3 通 信 ...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (45) 

o GMPLS対応光クロスコネクト

• WiMAX基地局技術

0 アドホックルーティング技術

0 分散無線制御技術

〇送信ピーク軍力抑圧技術

〇検疫ネットワーク技術

O UIIF帯翡効率ドハティ軍力増輻器

〇ミリ波幣 MEMSアンテナ索子

O GPS受信機の高感疫化技術
1.4 エネ）レギー・産業機器 ・・・・・・・・・•............................................ (48) 

〇燃料軍池の運転侶頼性向上

〇寒冷地向け CO2ヒートボンプ給湯用二段ロータリ圧縮機

〇エレベーターの地震対応技術ー長周期振動検知一

〇省エネルギー支援システムにおける計測データの“見える化”

〇最適化技術を適JIlした年間発這機孟給述用計画システム
1.5 半導体デ／ゞイス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．． （49) 

• 50A級 SiC-SBD

0 トンネル磁気抵抗効呆籾磁界センサ技術

1.6 材料・基盤技術 ・・・・・・・・・・・.................................................... (50) 

〇品質工学を用いた受配虚機器の絶緑余寿命推定技術

〇超硬材料の防食技術

〇術星用 CFRP表皮ヒートパイプパネル

〇超小型非冷却赤外センサ用チップスケール其空封止技術

〇垂匝配向型 LCDのセルギャップ測定技術

1.7 生産インフラ・設計技術・・・・・.............................................. (52) 

〇全社共通認証システムのデイレクトリ連携基盤構築

〇全社アクティブデイレクトリを活用したユビキタスプリントシステム

0 パソコンセキュリティ統合管理システム ‘'SecurePC-MAN" 

• MOLDISオープン化（址販系営業情報システムダウンサイジング）

〇新 MOLDIS基盤を活用した当社二次取引先向け発注 Webシステムの再構築

〇空調機グローバル PSIシステム構築

〇海外拠点の情報連携システム

〇悔外拠点連結補充生産システム

〇菱霞工機エンジニアリング（梱向け基幹業務システム構築

0 人屯情報システムの再構築

〇最適化ウェーハ処理順序計画システム

〇軍気． tじ子部品情報一括検索システム “PartsNAVI"

●国内外の新工場立上げスタートアップ・エンジニアリング

〇仕椋ほの自動チェックによる設計不具合防止支援技術

〇定批分析に基づくソフトウェアプロセス改善

〇可動機構設計フロントローデイング技術と製品への適用

〇太陽遁池パネルの回路設計検証技術

〇圧縮機の熱かしめ組立て技術

• LTCCの高梢細パターニング技術

0 マイクロバプル洗浄機

〇光送受1言器試験技術

2. 社会環境・交通システム・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（59)

2. 1 社会環境システム............................................................ (59) 

〇耐振性を強化した RPR 対応光イーサネットスイッチ ‘•MELNET -RPlOOOT" 

〇広域迂匝機能に対応した RPR対応光イーサネットスイッチ “MELNET-RP2400" 

〇ビジュアルコミュニケーションシステム “MELVCS"

〇設備保全をスムーズに祁< '̀DiaPassage" 

O RFID応用保全点検システム

O Web応用統合管理システム

〇屋内型超高梢細オーロラビジョン

• JR東日本 E233系空調システム

2.2 交通システム，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●................................... (62) 

0 JR東日本向け中央快述線川E233系列車情報管理装骰

〇虚子連動装骰

〇乗客流動誰定機能を搭載した列車ダイヤ作成支援システム

〇低騒音形ギャカップリング

O LRT)廿VVVFインバータ制御装骰

〇次lせ代車両用補助虚源装i競

3. 発電・系統変電・産業・電力情報システム………………………… (64)

〇環榜放射線モニタリングシステム

〇タービン発虚機・水車発慮機

〇東北氾力（梱東新潟火力発虚所4-2号系列迎転開始

〇霞源開発田子倉発霞所4号機スクラップアンドビルド工事完遂

〇ユニットタイプ新形デジタルリレー

O N700系新幹線遣車）ll主変圧器

〇残留磁束の常時監視に基づいた変圧器開閉極位相制御

• Linux対応“配軍総合自動化システム”

0 1}i]閉機器の健全迎lI]を支える裔性能センサ

〇ダイレクトモールドタイプポリマ避雷器

Graphics for Train Cookpit 

Distance Measurement Technology with High Accuracy in Wireless Sensor Networks 

Communication 

GMPLS -enabled Photonic Cross Connect 

WiMAX Technologies for Base Stations 

Ad Hoc Routing Technologies 

Distributed Radio Control Technology 

Peak Power Reduction Technique for Transmitters 

Quarantine Network System 

A UHF -Band High Efficiency Doherty Power Amplifier 

Millimeter -Wave Band MEMS Antenna Element 

A Super Sensitive GPS Receiver 

Energy & Industrial Machinery 

Reliability improvement of Fuel Cell 

Two -Stage Rotary Compressor for CO, Heat Pump Water Heater in Cold Regions 

Elevator Technology for Seismic Emergency-Detection of Long Cycle Vibration -

Visualization of Monitoring Data on an Energy -Saving Support System 

Development of Long -Term Generation Scheduling System with Optimization Technique 

Semiconductor Device 

50A Class SiC -SBD 

Magnetic Sensor Technology Using Tunneling Magnetoresistive Effect 

Materials & Basic Technology 

Remaining Service Life Diagnosis Technology of Insulator for Power Distribution Equipment using Quality Engineenng, 

Development of the New Corrosion Protection for Cemented Carbide. 

CFRP Faceskin Heat Pipe Panels for Space Satellite 

Chip Scale Vacuum Packaging Technology for Small Uncooled Infrared Sensor 

Gap Measurement Method for Vertically Aligned Liquid Crystal Cells 

Production Infrastructure & Design Technology 

Integrated Infrastructure Building of Corporate Authentication System and Directory Service System 

Ubiquitous Printing System for MFP using Employee Identification IC -Card with Active Directory 

SecurePC -MAN : An Integrated Security Management System for PC 

Porting to the Open Plattorm of MOLDIS (Downsizing of Sales Information System) 

Reconstruction of Order -Web System for Dealers using New MOLDIS Infrastructure 

LES Global Consolidated PSI (Production -Sales -Inventory) System 

Sharing Production Information between the Domestic Works and the Overseas Works 

Replenishment System of Inventory for Overseas Factories 

Building a Mission -Critical System of Ryoden Koki Engineering Co., Ltd, 

Restructuring of Personnel Information Systems with Downsizing 

Production Scheduling System for Wafer Fabrication 

Electricity and Electronic Parts Information Search System "PartsNAVI" 

Start -up Engineering for New Plants in the World Wide 

Design Support Technology to Prevent Defects in Specification Documents 

Software Process Improvement based on Quantitative Analysis 

Practical Viability of Front Loading Mechanical Motion Design 

Circuit Design Verification Technology of Solar Array Panel 

New Assembling Technology of Thermal Caulking for Compressors 

Fine Pattening of L TCC 

New Chemical -less Cleaning Machine based on Microbubble Technology 

Test Technology of Optical Transceiver and Receiver 

Public-use Sysyrm and Transportation Systems 

Public-use Systems 

RPR Ethernet Switching Node "MELNET -RP1000T" 

"MELNET -RP2400" for Subnet Protection 

Visual Communication System "MELVCS" 

"DiaPassage" which Draws Asset Management Smoothly 

Handy Terminal with RFID for On -site Plant Maintenance 

Integrating management system using Web application 

Super Fine Pitch DIAMOND VISION for Indoor 

Air -Conditionig System for Series E233 Electric Car of JRE 

Transportation Systems 

Train Information Management System for JRE E233 Chuo Line 

Computerized Interlocking System 

Train Operation Scheduling Support System with Railway Passengers'Flow Algorithm 

Low Noise Type Flexible Gear Coupling 

VVVF Inverter for LRT 

New Generation Auxiliary Power Equipment 

Energy & Industrial Systems 

Environmental Radiation Monitoring System 

Turbine Generator, Hydro Generator 

Commercial Operation Start of Higashi -Niigata Thermal Power Station 4 -2 System 

Tagokura Power Plant Unit 4 "Scrap and Build" Job Successful Execution 

New Unit Type Digital Relay 

Main Transformer for Series N700 Shinkansen Train 

Controlled Switching of Transformer Based on Real -time Measurement of Residual Flux 

Distribution Automation Systems Based on Linux 

High -pertormance Sensor for GIS 

Direct Molding Type Polymer Housed Surge A/rester 
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0 大雷力試験所の三相合成試験設備と第三者機関立会いによる 145kVGIS形式試験

• 72kV脱 S凡ガス化密閉形複合絶緑スイッチギヤ ‘'HG-VA"

4. 昇降機及びビ）レ設備・・・・・................................................●●..... (69) 

4. 1 昇降機 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (69) 

〇超高速・大容祉エレベーター

〇海外標準形機械室レスエレベーター ‘'ELENESSA"モデルチェンジ

〇リニューアル）廿遮煙乗り場ドア

〇新エスカレーター ‘'zシリーズ＂

〇エレコールセキュリティシステム機能拡張

0 小型機械室レスエレベーター“メルシティ”“メルワイド”

〇昇降機技術ナレッジシステム

〇エレベーターの地震時自動診断． 自動復旧システム

4. 2 ビ）レシステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (71) 

〇三菱顔・指認証装骰

4. 3 ビ）レ設備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............................................... (72) 

〇コンパクト高効率空冷チラー℃A/CAH-Fシリーズ”

〇三菱ハンドドライヤー‘'ジェットタオルスーパーハイパワータイプ＂

5. 宇宙・衛星及び電子応用...・・・・・........・・・・.................................. (73) 

o cバンド 50MWクライストロン

〇気象庁向け MTSAT2術星管制システム “Birdstar"

〇放骰駐車述反管理システム

〇小型，一体型 DSRC路側機

〇成田国際空港納め車両位個情報システム

6. 通 信 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...●●,,,,.........,....,............................ (75) 

@ 40波対応 lOG-WDMシステム

〇光ホームゲートウェイ装骰

〇列車内映像遠陥モニタシステム

• 800MHz帯デジタル MCA用 “IP-BTSシステム＂

〇通話品質に1憂れた無線IP霞話用基地局装置

〇地上デジタル放送用 lOOW中継局送信機

〇素材伝送用小型 HDTVエンコーダ／デコーダ “MH-200E/D"

0 デジタル CCTVネットワーク監視カメラ “NC-4085" 

0 デジタル CCTVモーション JPEGエンコーダ “X-1160" 

〇屋外用小型カラー監視カメラ℃IT-8800" 

7. 情 報 ・・・・・・・・・・・.................,,,....,,,..,,....,............................... (79) 

7. 1 ITプラッ トフォーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (79) 

0 メタデータ分析により全社データ／アプリケーションの地図を提供する

"Metadata Manager" 

0 セキュリティ機能を強化したソリューションサーバ“Entrance新DSシリーズ＂

• MESシリーズにデュアルコア版インテル Itanium2プロセッサを搭載

0 サーバコンピュータ ’'FT8600シリーズ＂ ：デュアルコア・プロセッサ搭

載製品を全モデルで製品化

〇軽屈モバイルパソコン “apricotAL Cシリーズ＂

〇非接触 ICカードを用いたログオン認証ツール

0 パソコンシンクライアント化ソリューション “QuickSBCBOO版”

〇ネットワークカメラを活用した新憔代監視システム“ネカ録シリーズ”

7. 2 ITシステム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・--・・・ (81) 

0 オープンソース・ソフトウェアとして提供する虚子自治体システム

"MT AIS -eLG" 

〇仮想計符機技術を利用した千葉工業大学納め“次軋代型高度IT教育システム＂

〇ユーザーメンテナンス性を向上させた金融機関ホームページ管理システム

〇設計苫の品質向上とデザインレビュー効率化を実現する三菱設計品質向

上支援ソリューション “naviQ"

0 パソコンの情報漏洩を簡単・確実に防止する PCログオンセキュリティ

"MistyGuard < MISTYLOGON Liteゞ
0 オペレータの声をテキスト化し，コンタクトセンター業務の効率と質を

向上させる “VoiceSmile/ Log" 

〇顧客の声を索早く，簡単に分析できるテキストマイニングシステム

"DIAMining EX" 

0 デジタル多回線と広域分散対応化を実現した FAXOCRシステム ‘‘MELFOS"

• SOAデータ連挑ツール “DI-Iprofor SOA" 

• FAX送偏代替からインターネット EDIまで実現する SOA対応データ交

換プラットフォーム “Biz0rder3.0"

O Webベースのレポーティングシステムを自在に実現する “QLpro"

〇青呆・水産卸売業販売情報システム“フレッシュ市場くん”
7. 3 ITサポート＆サービス・，．．．，．．．．．．...........●...........●●................. (85) 

〇顧客の利用感をモニタリングし快適•安心を提供する，新ネットワーク

性能監視サービスソリューション

●リモートアクセスにおける情報漏洩対策ソリューション "MINDモバイ

ル・シンクライアントサービス＂

O ITサービスマネージメントの品質と効果を向上させる “OpenServeシリーズ＂

8. 映像情報 ・・・・・・・・・・................................................................. (87) 

〇ホームシアタープロジェクタ “LVP -HC5000" 

●データプロジェクタ “XD430シリーズ"

114 

145kVGIS Type Test Using Three Phase Synthetic Testing Facilities of Mitsubishi High Power LaboratorJ 

72kV Compositely Insulated Switchgear Hermetically Sealed without SF, Gas "HG -VA" 

Elevator, Escalator & Facilities for Building 

Elevator, Escalator 

Super -High -Speed and Large -Capacity Elevator 

Machine -Room -Less Elevator "ELENESSA" with Model Change 

"Defense Door" for "ELEMOTION" 

Development of New Escalator 

New ELE -CALL Security System 

Low Capacity Machine Room Less Elevator "MELCITY" "MELWIDE" 

Knowledge System for Lift Technology 

Elevator System with Self -diagnosis and Auto -recove['f atter the Occurrence of Earthquake 

Building Systems 

Face and Finger Recognition Device 

Facilities for Building 

Compact & High -Efficiency Chilling Unit "CA/CAH -F Series" 

Mitsubishi's hand d['fer, "Jet Towel super hi power type" 

Space Systems and Electronic Systems 

C -band 50MW Klystron 

MTSAT2 Satellite Monitor & Control System for Japan Meteorological Agency (Birdstar) 

Illegal Parking Management System 

Practical DSRC Beacon 

Accurate Positioning System of Automobile for NARITA International Airport 

Communication 

10Gbps WDM Systems for Multiplexing 40 Waves 

Residential Gateway for Optical Network 

Remote Video Monitoring System in the Tram 

800MHz Band Digital MCA System "IP -BTS" 

Access Point for Wireless IP Phone 

Digital Terrestrial Broadcasting 100W Relay Transmitter 

HDTV Encoder Board and Decoder Board for Contribution "MH -200E / D" 

Network Surveillance Camera "NC -4085" for Digital CCTV System 

Motion -JPEG over IP Encoder "X -1160" for Digital CCTV System 

Compact Outdoor Type Surveillance Color Camera℃IT-8800" 

Information Systems and Network Service 

IT Platform 

"Metadata Manager" : Metadata Analizer Generating Enterprise Data and Application Map 

"Mitsubishi Entrance New DS Series.. with Enhanced Security Feature 

Enhanced Line of ME S Servers Powered by Dual -Core Intel ltanium2 Processor 

"Mitsubishi FT8600 Series.. Server Computer with Dual Core Processor 

Ultra Light Mobile PC "apricot AL C series" 

Sottware for PC Logon with Contactless IC Cards 

"QuickSBC Version BOO" : Solution to Change PC to Thin -client Easily 

"NECAROKU" : New Generation Surveillance System Leveraged with Network Cameras 

IT System 

"MTAIS -eLG" : New Information Systems for Electronic Local Governments Based on Open Source 

Software 

Advanced Learning System with Virtual Machine Technology for Chiba Institute of Technology 

Web Site Management System with Improved Maintenability 

"naviQ" : Mitsubishi Design Documentation Support System 

"MistyGuard < MISTYLOGON Lite>" : PC Logon Security Software 

"VoiceSmile / Log" : Voice Logging Dictation System for Contact Center Business 

"DIAMining EX.. : Text Mining System for Customer Relationship Management 

"MELFDS" : FAXDCR System 

SDA -based ETL Tool "DHpro for SDA" 

SDA Based Data Exchange Platform "BizDrder3.0" 

"QLpro" Introduces Web -based Reporting Systems Quickly 

Sales Information System for Fresh Foods Market 

IT Support & Service 

MIND Network Pertormance Monitoring Service Solution for Reliable and Comfortable Network System 

"MIND Mobile Thin Client Network Service" : Solution to Prevent Leakage of Info「mationProperty m 

Remote Access 

"DpenServe Series" Improve IT Service Management 

Visual Information 

Home Theater Projector lVP -HC5000" 

Data Projector "XD430 Series" 
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〇データプロジェクタ “XL550U.. 

●医用小型デジタルカラープリンター℃P30"

0 フロントメンテナンス方式リアプロジェクタ “LVP -50XHF50 .. 

〇監視川レコーダ “DX-TL4500"

9 住環境．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

0)レームエアコン‘'霧ケ峰zwシリーズ＂

0“たっぷり人って鮮度長持ち＂家庭 JIj冷凍冷蔵廊

●洗濯乾燥機新乾裸方式“まんなか・温風”

(89) 

〇新コンセプト掃除機 TC-C3FP "LAQURLI（ラクルリ）＂のデザイン

〇クリーナの排気臭除去技術

0 加湿機能搭載空気消浄機｀＇ MA-516SV .. 

〇冷風機能搭載除湿機 “MJ-HlOOAX"

0 スタイリッシュ田クッキングヒーター℃S-T36NS"

Rヒートポンプ式軍気給湯機エコキュート ’'SRT-I-IP Alシリーズ＂

0“ムーブアイ 360"搭載4方向カセット形パッケージエアコン

•天JI置きクーリングユニット ''AFL(R)-RP シリーズ”
〇産業）l］除湿機

0 高効率パワーコンデイショナ “PV-PN04F"

〇三菱小型換気扇Il]コンデンサモータ “07SSモータ (MINIMO)"

〇ブラシレス DCモータ用樹脂鉄心ロータ

10. FA 及び産業メカトロニクス・・・・・・・•........................................ (94) 

10. 1 FA 制御機器・システム・・・・•.．．．.．.．．．．.．．．...．．.．．．．..．．．．．．...．.．.．．．．.． （94) 

• GOTlOOOシリーズ超小型表示器 “GT1020"

• MELSEC-Qシリーズ℃言語コントローラ”

@ MELSEC-Qシリーズチャネル1lll絶緑アナログユニット

0 インバータ/Tlオプションブレーキュニット “FREQROL-BU2シリーズ＂

• "MR-J3シリーズ＂拡大

• "MDS -D -SVJ3 / SPJ3シリーズ”サーボ／主軸ドライブユニット

〇汎II]コアレスリニアサーボモータ “LM-U2シリーズ”

〇表示器 “GOTlOOO シリーズ＂新機種•新機能追加
10. 2 メカトロ機器．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（96)

〇三菱 CNC70シリーズ

• "MSCoating" による表面）JIl工

10. 3 基幹機器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (97) 

〇配虚用トップランナーモールド変圧器 ‘'Nシリーズ＂

〇新形ノーヒューズ遮断器・漏軍遮断器 ’'W&WSシリーズ＂

〇低圧気中遮断器 “AE6300-SW"

〇集合形漏虚監視装骰 “LG-lOF" 

0“BHミニシリーズ＂負荷側速結端子

11. 自動車機器 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．（99) 

11. 1 /ゞワートレイン・シャーシ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (99) 

O HEV用第二匪代トランスミッション直付けパワーユニット ’'2G-IPU" 

O DISIエンジン用インジェクタ

〇二輪車用トランスミッション制御ユニット

〇排出ガス規制対応の新入燃料制御

0 ロールオーバー対応エアバッグコントロールユニット

0 大型トラック川ターボの可変ノズル制御アクチュエータ

R中大型二輪車用第三世代燃料ポンプモジュール

11. 2 インフォテイメントシステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (101) 

〇車載情報機器のユーザー適合型インタフェース

〇車載用 AV導用 DVDシングルメカニズム

0 マルチアプリケーション対応 DSRC応用車載器

~ ;: 1半慧こ？聾；イス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:::::::::::::::::::::::::::::::: g〗塁
0 小型 DIP-IPM ver. 4 (20. 30A / 600V) シリーズ

0 シングルチップインバータ “M81500FP"

O I,700V“Aシリーズ"IGBTモジュール
12. 2 高周波・光デ／ゞィス •..................................................... (104) 

• WiMAX家庭端末）llMMICパワーアンプ

O XFP互換 XFP-ElOGbpsDWDM光通僻川トランシーバ・モジュール

12. 3 液晶表示デ／ゞィス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (105) 

0 小型拇僻機器用 4.3型／ 5.0型裔精細ワイド画面 TFT-LCDモジュール

〇動画表示に適した超高速応答 12.1型 TFT-LCD

Data Projector "XL550U • 
Compact Digital Color Printer ·•cp30· for Medical Imaging System 
Front Maintenance Display Wall Cube lVP -50XHF50" 

Digital Recorder for Surveillance ・ox -TL4500" 

Living Environment 

Room Air Conditioner "Kirigamine ZW Series・ 

℃onveniently Design and Keeping Freshness of Vegetables Technology・ in Refrigerator 

Introduction of New Drying method "Mannaka ・ Onpu (Warm Air from the Center)" of Washer Dryer 

New Concept Vacuum Cleaner "TC -C3FP" Design 

Reduction of Odor in Exhausted Air from Vacuum Cleaners 

Humidifying Air Purifier "MA -516SV" 

Dehumidifier "MJ -H1 OOAX" 

Induction Cooking Heater ・cs -T36NS" 

Residential Heat Pump Water Heaters ECO CUTE "SRT -HPA1 Series" 

"Move Eye 360" Equipped 4way Cassette Packaged Air Conditioner 

Cooling Unit Putting on Ceiling • AFL(R) -RP Series" 

Industrial Dehumidifier 

High Efficiency Power Conditioner "PV -PN04F" 

Mitsubishi Capacitor Induction Motor for Small Ventilator Fan "07SS Motor (MINIMO)" 

Rotor with Resin Core for Brushless DC Mortor 

Industrial Automation Systems 

Automation & Drives Control Systems 

GOT1000 Series Ultra -compact HMI "GT1020" 

MELSEC -Q Series ・c Controller" 

MELSEC -Q Series Channel Isolated Analog Module 

Inverter Option Brake Unit "FREQROL -BU2 Series・ 

Expansion of "MR -J3 Series" Servo Drives 

"MDS -D -SVJ3 / SPJ3 Series" Servo/ Spindle Drive Unit 

lM -U2 Series" Coreless Linear Servo Motor 

Human Machine lntertace, "GOT1000 Series" 

Industrial Machinery 

MITSUBISHI CNC 70 Series 

Surtace Machining by "MS Coating" 

Distribution Control Equipment & Rotating Components 

Cast Resin Top Runner Distribution Transformer "N Series" 

Molded -Case Circuit Breakers & Earth -Leakage Circuit Breakers ・w & WS Series" 

Low Voltage Air Circuit Breaker "AE6300 -SW・ 

Multi -Circuit Earth -Leakage Monitor 

BH Mini Series Load Side Screwless Terminal 

Automotive Equipment 

Powertrain & Chassis 

2nd Generation Transmission built -in type IPU 

Fuel Injector for Direct Injection Spark Ignition Engme 

Automated Manual Transmission Control Unit for Motor Cycles 

New,¥Fuel Control for Emission Standard 

Advanced Airbag Controller for Rollover 

Actuator of Variable Nozzle Turbo for Heavy Duty Truck 

Third Generation Fuel Pump Module for Two -Wheeled Vehicle (Middle & Large Displacement) 

Infotainment System 

User Adaptive lntertace for Car Information System 

Video -only DVD Single Mechanism for Car Audio 

DSRC Onboard Equipment for Multiple Service 

Semiconductors & Devices 

Power Semiconductor Devices 

Mini DIP -IPM ver.4 (20, 30A / 600V) Series 

Single Chip Inverter "M81500FP" 

1,700V "A Series" IGBT Module 

High Frequency & Optical Devices 

MMIC Power Amplifier for WiMAX CPE (Consumer Premises Equipment) 

XFP Compatible 10Gbps DWDM Optical Communication Transceiver Module 

Liquid Crystal Display Devices 

4.3 -in. / 5.0 -in.WVGA TFT -LCD for Mobile Application 

High -speed Response 12.1 -in. TFT -LCD Suitable for Moving Pictures 
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本号記載の商標について

"e-F@ctory" "MT AIS-eLG" "MISTY" 三菱霞機（梱の登録麻椋である。

"MELFOS" "TOOLMASTER" "MistyGuard" 

"MISTYLOGON" 

"DIAMining""Manedge Leader" 三菱電機インフォメーションシステムズ（掬の登録商標である。

"naviQ" 三菱電機インフォメーションシステムズ（株）が商標登録出頻中である。

"VoiceSmile" （梱アイ・エックス・アイ及び三菱電機インフォメーションシステムズ（株の登録商標である。

"LogAuditor" "EASYCRYPT" "OpenServe" 三菱霞機インフォメーションテクノロジー（梱の登録商標である。

“ネカ録＂ 三菱電機インフォメーションテクノロジー（梱が裔標登録出願中である。

"FeliCa" ソニー（梱が開発した非接触ICカードの技術方式であり同社の登録尚標である。

"Microsoft"" Excel"" Windows" 米国MicrosoftCorp.の米国及びその他の国における商標又は登録尚標である。

"ITIL" 英国Officeof Government Commerce (OGC)の登録商標である。

"Metadata Manager" 米国Informatica社の登録商標である。

“インテル"“Itanium""Pentium" 米国及びその他の国におけるIntelCorp.又はその子会社の商標又は登録商標である。

"VMware" VMware, Inc．の米国及び各国での商標又は登録商標である。

"MetaFrame" サイトリックスシステムズ社の登録商標である。

"FOMA'’“ フォーマ”“おサイフケータイ’' （梱NTTドコモの登録商標である。

“iアプリ ”“iモード”

"Unix" 

"Linux" 

"VxWorks" "Tornado" 

"HP-UX" 

"Ethernet""イーサネット＂

"DLP" 

X/Open Company Ltd.の登録商標である。

Linus Torvalds氏の登録尚標である。

ウインドリバーシステムズ社の登録商標である。

Hewlett-Packard Oompanyの商椋又は登録尚標である。

富士ゼロックス（梱の登録商標である。

米国テキサスインスツルメンツ社の登録商標である。

そのほか，本号に記載されている会社名，製品名はそれぞれの会社の商標又は登録商標（商標出願中）である。
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